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連
想
式
漢
字
記
憶
術 

  

第
三
章 

 

漢
字
の
部
首
の
ル
ー
ツ 

    

部
首
の
名
前
と
役
目 

 

漢
字
の
ほ
と
ん
ど
が
二
つ
以
上
の
文
字
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
お
話

し
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
ひ
と
通
り

お
話
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

左
と
右
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
左
の
部
分
を
扁 へ

ん

と
言
い
ま
す
。
扁
は
、
普
通
、

そ
の
字
が
何
に
関
係
あ
る
か
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

亻
（
人
扁

に
ん
べ
ん

）
人
の
意
味············································································  

仕
・
休
・
作 

⺩
（
玉
扁

た
ま
へ
ん

）
玉
の
意
味·············································································  

球
・
珠
・
理 

阝
（
小
里
扁

こ
ざ
と
へ
ん

）
崖
が
け
の
意
味···································································  

陸
・
防
・
院 
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礻
（
示
扁

し
め
す
へ
ん

）
神
の
意
味···········································································  

神
・
社
・
礼 

衤
（
衣
扁

こ
ろ
も
へ
ん

）
衣
類

い
る
い

の
意
味·······································································  

初
・
複
・
補 

忄
（
立
心
扁

り
っ
し
ん
べ
ん

）
心
の
意
味········································································  

性
・
情
・
快 

貝
（
貝
扁

か
い
へ
ん

）
お
金
の
意
味·········································································  

財
・
貯
・
購 

金
（
金
扁

か
ね
へ
ん

）
金
属

き
ん
ぞ
く

の
意
味·········································································  

銀
・
銅
・
鉄 

月
（
月
扁

つ
き
へ
ん

）
月
の
意
味·············································································  

朧
・
朓
・
朏 

月
（
肉
月

に
く
づ
き

）
肉
体
の
意
味·········································································  

腹
・
腸
・
脳 

禾
（
ノ
木
扁

の

ぎ

へ

ん

）
稲 い

ね

の
意
味 ·······································································  

稲
・
秋
・
種 

犭
（
獣
扁

け
も
の
へ
ん

）
獣
類
の
意
味 ·····································································  

狩
・
犯
・
狂 

巾
（
巾
扁

は
ば
へ
ん

）
布 ぬ

の

の
意
味 ··········································································  

帆
・
帽
・
幅 

彳
（
行
人
扁

ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん

）
道
の
意
味 ·····································································  

行
・
役
・
後 

  

氵
（
三
水

さ
ん
ず
い

）
水
の
意
味 ···········································································  
海
・
湖
・
波 

同
じ
月 ●

で
も
、
月
の
意
味
の
時
は
〝
月
扁
〟
と
呼
び
ま
す
が
、
肉
体
の
し
る
し
の
時
は
〝
肉
月
〟
と
呼

び
ま
す
。
こ
れ
は
、
も
と
肉
だ
っ
た
の
が
、
省
略
さ
れ
て
、
月
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
月
に

は
、
舟
が
省
略
さ
れ
て
月
に
な
っ
た
も 

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
〝
舟
月

ふ
な
づ
き

〟
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
朕
、
前
、
朝
の
月
が
こ
れ
で
す
。 

礻
と
衤
と
は
、
大
変
よ
く
似
た
扁
で
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
意
味
の
上
で
は
大
変
な
違
い
が
あ

り
ま
す
。 

阝
は
〝
つ
く
り
〟
に
用
い
ら
れ
る
「
大
里

お
お
ざ
と

」
と
同
じ
形
な
の
で
、
〝
小
里
扁

こ
ざ
と
へ
ん

〟
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

意
味
は
全
く
違
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
崖
と
い
う
意
味
の
部
首
な
の
で
、
〝
崖
扁

が
け
へ
ん

〟
と
呼
ん

だ
方
が
良
い
の
で
す
が
、
昔
か
ら
、
〝
小
里
扁
〟
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
彳
は
〝
道 み

ち

扁
〟
、
氵 ●

は
゛
水 み

ず

扁
〟
、
忄 ●

は
〝
心

こ
こ
ろ

扁
〟
、
巾 ●

は
〝
布 ぬ

の

扁
〟
と
改
め
た
方
が
分
か
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り
や
す
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

右
の
部
分
は
旁

つ
く
り

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
言
葉
と
し
て
の
性
格
的
、
基
本
的
な
意
味
と

発
音
と
を
表
わ
す
こ
と
の
多
い
、
重
要
な
部
首
で
す
。
第
一
章
で
解
説
さ
れ
た
「
㑒
・
且
・

青
・
主…

…

」
と
い
う
よ
う
な
部
首
が
こ
れ
で
す
。 

し
か
し
、
次
に
あ
げ
る
部
首
は
、
そ
の
字
が
何
に
関
係
あ
る
か
を
表
わ
す
部
首
で
、
こ
れ
ら
の
部
首
が

旁
に
使
わ
れ
る
字
は
、
逆
に
扁
が
言
葉
と
し
て
の
性
格
的
基
本
的
意
味
や
発
音
を
表
わ
し
ま
す
。 

頁
（
大
貝

お
お
が
い

）
頭
の
意
味············································································  

頭
・
顔
・
額 

阝
（（大
里

お
お
ざ
と

）
邑 ま

ち

の
意
味·············································································  

都
・
郡
・
郷 

彡
（
三
旁

さ
ん
づ
く
り

）
飾

か
ざ
り

の
意
味·········································································  

形
・
彫
・
杉 

隹
（
旧
鳥

ふ
る
と
り

）
鳥
の
意
味············································································  

雄
・
維
・
難 

刂
（
立
刀

り
っ
と
う

）
刀
の
意
味············································································  

判
・
別
・
創 

  

力
（
力

ち
か
ら

）
努
力
す
る
意
味·······································································  
勤
・
動
・
励 

欠
（
欠

あ
く
び

）
口
を
開
く
意
味·······································································  

歌
・
飲
・
吹 

殳
（
ル
又

る
ま
た

）
武
器
を
持
つ
意
味··································································  

殺
・
役
・
殴 

攵
（
ノ
文

の
ぶ
ん

）
鞭
を
持
つ
意
味·····································································  

政
・
敦
・
牧 

頁 ●

は
、
貝
に
似
た
字
形
な
の
で
、
〝
大
貝
〟
と
い
う
名
前
が
あ
り
ま
す
が
、
意
味
は
全
く
貝
に
関
係
が

あ
り
ま
せ
ん
。
鼻
（
自
）
を
中
心
に
し
た
顔
、
ま
た
は
頭
の
意
味
の
部
首
で
す
。 

阝 ●

は
、
扁
の
所
で
話
し
ま
し
た
よ
う
に
〝
小
里
扁
〟
と
全
く
同
じ
形
で
す
が
、
旁
で
は
〝
大
里
〟
の
名

の
通
り
〝
町
〟
と
い
う
名
の
部
首
で
す
。
邑→

の
簡
略
化
し
た
形
で
す
。 

隹
は
、
鳥
と
い
う
今
の
字
形
に
対
し
て
、
古
い
字
形
と
い
う
意
味
で
〝
ふ
る
鳥
〟
と
言
い
ま
す
。 

欠 ●

は
、

で
、
〝
あ
く
び
〟
が
本
義
の
字
で
す
か
ら
〝
あ
く
び
〟
と
い
う
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

欠 ●

と
攵 ●

は
、
字
形
が
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
意
味
が
全
く
違
い
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 
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上
と
下
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
上
の
部
分
は 

冠
か
ん
む
り

と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
頭

か
し
ら

と
呼
ぶ
も
の
も
あ
り
ま
す
。
扁 へ

ん

と
同
じ
く
、
そ
の
字
が
何
に
関
係
あ
る
か
を
表
わ
す
こ
と
が

多
い
部
首
で
す
。 

宀
（
宀
冠

う
か
ん
む
り

）
家
の
意
味···········································································  

家
・
安
・
客 

穴
（
穴
冠
）
穴
の
意
味·············································································  

空
・
究
・
窓 

艹
（
草
冠
）
草
の
意
味·············································································  

草
・
花
・
英 

竹
（
竹
冠
）
竹
の
意
味·············································································  

筆
・
管
・
等  

雨
（
雨 あ

め

冠
）
気
象
の
意
味·········································································  

雲
・
電
・
震 

癶
（
発
頭

は
つ
が
し
ら

）
両
足
を
そ
ろ
え
た
形·····························································  

発
・
登
・
突 

耂
（
老
頭

お
い
が
し
ら

）
老
人
の
意
味·······································································  

老
・
考
・
孝 

  

 

下
の
部
分
は
脚 あ

し

と
言
い
ま
す
。
沓 く

つ

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
次
に
拳
げ
る
脚
は
、
そ
の

字
が
何
に
関
係
あ
る
か
を
表
わ
す
部
首
で
す
。 

儿
（
人
脚

ひ
と
あ
し

）
人
の
意
味·············································································  

兄
・
光
・
先 

皿
（
皿 さ

ら

）
容
器
の
意
味·············································································  

盛
・
益
・
盟 

灬
（
連
火

れ
ん
が

）
火
の
意
味·············································································  

照
・
熱
・
然 

⺗
（
下
心

し
た
ご
こ
ろ

）
心
の
意
味·················································································  

恭
・
慕 

氺
（
下
水 み

ず

）
水
の
意
味 ··················································································  

泰
・
求 

連
火
は
、
火
の
変
形
で
、
点
が
連
な
っ
て
い
る
の
で
、
〝
連
火
〟
と
呼
ん
だ
も
の
で
す
。
〝
四
つ
点
〟

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
⺗
は
心
の
変
形
、
氺
は
水
の
変
形
で
す
。
下
心
・
下
水
の
下 ●

は
脚
の
意
味
で

す
。 
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上
か
ら
下
に
垂
れ
下
が
っ
た
形
の
も
の
を
、
垂 た

れ

と
言
い
ま
す
。 

扁
と
冠
と
を
合
わ
せ
た
よ

う
な
形
を
し
て
い
て
、
そ
の
働
き
も
、
扁
や
冠
に
似
て
い
ま
す
。
そ
の
字
が
何
に
関
係
あ
る

か
を
表
わ
す
部
首
で
す
。 

厂
（
雁
垂

が
ん
だ
れ

）
崖
の
意
味············································································  

原
・
厚
・
圧  

广
（
麻
垂

ま
だ
れ

）
広
い
家
の
意
味·······································································  

店
・
庭
・
府  

疒
（
病
垂

や
ま
い
だ
れ

）
病
気
の
意
味········································································  

病
・
疲
・
痛  

戸
（
戸
垂

と
だ
れ

）
戸
の
意
味·············································································  

肩
・
房
・
扇  

尸
（

屍
し
か
ば
ね

）
人
の
意
味·············································································  

居
・
屈
・
属  

 

扁
と
脚
を
合
わ
せ
た
よ
う
に
、
左
下
の
部
分
に
わ
た
る
も
の
を
、
遶

に
ょ
う

と
言
い
ま
す
。
そ
の

働
き
は
垂
と
全
く
同
じ
で
、
そ
の
字
が
何
に
関
係
あ
る
か
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

  

辶
（
進
遶

し
ん
に
ょ
う

）
道
を
行
く
意
味····································································  
進
・
送
・
近 

廴
（
延 え

ん

遶
）
遠
く
行
く
意
味·······································································  

延
・
建
・
廷 

走
（
走 そ

う

遶
）
走
る
意
味·············································································  

起
・
越
・
趣  

辶 ●

と
廴 ●

は
、
旁
を
書
い
て
か
ら
、
こ
れ
を
書
き
ま
す
が
、
走
は
先
に
書
い
て
、
旁
を
あ
と
か
ら
書
き
ま

す
。 

 

外
側
を
囲
む
よ
う
な
形
を
構

か
ま
え

と
言
い
ま
す
。「
冂
」
や
「
匸
」
の
よ
う
に
三
方
を
囲
ん
だ

形
、「
勹
」
や
「
弋
」
の
よ
う
な
垂
に
似
た
形
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
働
き
は
、
そ
の
字
が
何

に
関
係
あ
る
か
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

囗
（
国
構

く
に
が
ま
え

）
物
を
囲
む
意
味 ·································································  

国
・
団
・
図  

匸
（
箱 は

こ

構
）
箱
の
意
味············································································  

医
・
区
・
匿  



連想式漢字記憶術 第三章 漢字の部首のルーツ 

- 6 - 

門
（
門 も

ん

構
）
門
の
意
味·············································································  

問
・
聞
・
関  

气
（
気 き

構
）
蒸
気
の
意
味················································································  

気
・
氛  

行
（
行

ぎ
ょ
う

構
）
道
の
意
味···········································································  

衛
・
術
・
街  

戈
（
戈 ほ

こ

構
）
武
器
の
意
味·········································································  

我
・
戒
・
或  

弋
（
式 し

き

構
）
標
識
の
意
味················································································  

式
・
弐 

勹
（
包

つ
つ
み

構
）
包
む
意
味···········································································  

包
・
勺
・
匁 

 

仮
借
と
転
注 

 

昔
か
ら
、
漢
字
の
構
成
に
つ
い
て
は
、「
六
書

り
く
し
ょ

」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
章
に
は
、

四
つ
の
方
法
が
あ
る
と
言
っ
て
、「
象
形
」「
指
事
」「
会
意
」「
形
声
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。
六
書 

  と
い
う
の
は
、
こ
の
四
つ
に
、「
仮
借

か
し
ゃ

」
と
「
転
注

て
ん
ち
ゅ
う

」
を
加
え
た
も
の
で
す
。 

象
形
と
指
事
が
基
礎
に
な
り
、
会
意
と
形
声
で
、
す
べ
て
の
漢
字
が
で
き
上
が
っ
た
の
で
す
が
、
漢
字

の
使
い
方
の
上
で
、
仮
借
と
転
注
と
い
う
二
つ
の
方
法
が
あ
っ
て
、
本
義
と
は
異
な
っ
た
使
い
方
が
行
な

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

仮
借
と
は
、
仮 か

り

に
借 か

り
る
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。
そ
の
漢
字
の
意
味
と
は
無
関
係
に
、
発
音
だ
け

を
借
り
て
表
わ
す
方
法
の
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、「
拾
」
は
ひ
ろ
う
と
い
う
意
味
の
字
で
す
が
、
数
字

の
十

じ
ゅ
う

と
同
じ
発
音
な
の
で
、
数
字
と
し
て
「
拾
円
」
と
使
う
の
が
仮
借
で
す
。
こ
の
方
法
は
、
中
国
で

は
、
仏
教
が
伝
来
し
た
時
に
た
く
さ
ん
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
印
度
の
言
葉
を
、
漢
字
の
持
つ
意
味
に
関
係

な
く
、
表
音
的
に
使
っ
た
の
で
す
。
た
と
え
ば
「
南
無

な

む

」
と
い
う
言
葉
が
こ
れ
で
す
。
今
で
も
、
ア
メ
リ

カ
を
「
亜
米
利
加
」、
ド
イ
ツ
「
独
逸
」、
コ
ー
ヒ
ー
を
「
珈
琲
」
と
書
く
の
は
仮
借
で
す
。 

転
注
と
は
、
車
が
転
々
と
こ
ろ
が
っ
て
、
元
の
位
置
か
ら
離
れ
て
い
く
よ
う
に
、
ま
た
、
川
の
水
が
流
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れ
流
れ
て
山
か
ら
遂
に
は
海
に
注 そ

そ

ぐ
よ
う
に
、
漢
字
の
本
義
が
転
々
と
変
化
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、「
楽
」
と
い
う
漢
字
は
、

で
、
楽
器
の
象
形
で
す
。
〝
楽
器
〟
が
本
義
で
す
が
、
同
時
に
、

楽
器
で
演
奏
さ
れ
る
〝
音
楽
〟
と
い
う
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
音
楽
を
聞
け
ば
、
〝
た
の

し
い
〟
気
持
に
な
る
と
い
う
の
で
、
こ
の
楽
と
い
う
漢
字
で
、こ
の
気
持
を
表
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
〝
楽
器
〟→
〝
音
楽
〟→

〝
快
楽
〟
と
い
う
よ
う
に
、
漢
字
の
意
味
が
転
々
と
変
化
す
る

の
が
転
注
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
漢
字
は
、
文
字
と
し
て
は
、
象
形
、
指
事
、
会
意
、
形
声
の
い
ず
れ
か
で
、
で
き
上
が

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
実
際
の
用
法
と
し
て
は
、
転
注
や
仮
借
に
よ
り
本
義
と
は
異
な
っ
た
意
味
で
使
わ

れ
て
い
る
場
合
が
か
な
り
あ
る
の
で
す
。 

    

漢
字
の
音
訓 

 

漢
字
に
は
、
音 お

ん

と
訓 く

ん

と
あ
る
の
が
普
通
で
す
。
音
と
は
、
漢
字
が
日
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
時
の
中

国
読
み
の
こ
と
で
あ
り
、
訓
と
は
、
そ
の
漢
字
に
あ
た
る
わ
が
国
の
言
葉
の
こ
と
で
す
。 

た
と
え
ば
、「
花
」
と
い
う
漢
字
は
、
中
国
で
は
「
カ
」
と
読
む
の
で
、「
カ
」
が
音
で
す
。「
造
花

ぞ
う
か

」

「
花
瓶

か
び
ん

」
と
い
う
使
い
方
が
こ
れ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
字
は
、
わ
が
国
で
は
「
は
な
」
と
い
う
言
葉

に
あ
た
り
ま
す
の
で
、「
花
」
を
「
は
な
」
と
読
む
読
み
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
訓
で
す
。「
花
見

は
な
み

」

「
草
花

く
さ
ば
な

」
と
い
う
使
い
方
が
こ
れ
で
す
。 

中
国
は
、
広
さ
か
ら
言
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
匹
敵
す
る
広
さ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
同
じ
漢
字
で
も
、

そ
の
地
域
に
よ
っ
て
は
随
分
違
っ
た
発
音
を
し
ま
す
。
ま
た
長
い
年
代
に
わ
た
っ
て
日
本
に
入
っ
て
来
ま

し
た
の
で
、
一
つ
の
漢
字
に
い
く
つ
も
の
音
が
あ
る
漢
字
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
漢
字
に
よ
っ
て
は
、
わ
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が
国
の
い
く
つ
か
の
言
葉
に
あ
た
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
つ
の
漢
字
で
い
く
つ
も
の
訓
を
持
っ
た

漢
字
も
あ
り
ま
す
。 

た
と
え
ば
、「
下
」
と
い
う
漢
字
は
、「
地
下
（
チ
カ ●

）「
下
水
（
ゲ ●

ス
イ
）」「
下
町
（
し ●

た ●

ま
ち
」）「
川

下
（
か
わ
し ●

も ●

）」「
下 く

だ

る
」「
下 さ

げ
る
」「
下
（
も ●

と ●

）」
な
ど
二
つ
の
音
と
五
つ
の
訓
と
を
持
っ
て
い
ま

す
。 「

チ
カ
」
と
い
う
音
は
、
漢
音
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
が
、
中
国
と
正
式
に
国
交
を
結
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
、
唐
の
国
都
長
安
の
標
準
的
な
発
音
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
す
。
漢
字
の
標
準
音
と
い
う
意

味
で
「
漢
音
」
と
呼
ん
だ
も
の
で
す
。
聖
徳
太
子
の
時
代
か
ら
、
平
安
朝
初
期
に
か
け
て
で
き
上
が
り
ま

し
た
。 

「
下
水

ゲ
ス
イ

」
と
い
う
音
は
、
呉
音
と
言
い
ま
す
。
中
国
と
正
式
な
国
交
を
結
ぶ
以
前
、
仏
教
な
ど
の
経
典

と
共
に
取
り
入
れ
た
音
で
、
仏
教
に
関
係
あ
る
言
葉
や
そ
の
他
特
別
の
使
い
方
が
多
く
、
漢
音
に
比
べ
る 

  と
、
数
は
少
し
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
揚
子
江
の
下
流
地
方
を
「
呉
」
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
の
地
方
の
発
音

な
の
で
、「
呉
音
」
と
い
う
名
称
が
あ
り
ま
す
。 

ず
っ
と
後
に
な
っ
て
、
中
国
の
「
明
」「
清
」
時
代
の
発
音
で
読
ま
れ
る
も
の
も
、
極
め
て
僅
か
で
す

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
唐
音
と
呼
び
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
国
人
の
こ
と
を
、「
唐
人
」
と
呼
ん
で
い
た
た

め
か
と
思
わ
れ
ま
す
。「
実
行

じ
っ
こ
う

」「
行
進

こ
う
し
ん

」
は
漢
音
、「
行
列

ぎ
ょ
う
れ
つ

」「
奉
行

ぶ
ぎ
ょ
う

」
は
呉
音
、「
行
宮

あ
ん
ぐ
う

」「
行
燈

あ
ん
ど
ん

」

は
唐
音
で
す
。
こ
れ
は
、
同
じa

lb
u
m

が
、
英
語
で
は
ア
ル
バ
ム
、
独
逸
語
で
は
ア
ル
ブ
ム
、
仏
語
で

は
ア
ル
ボ
ム
、
と
発
音
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
よ
り
広
大
な
中
国
の
こ
と
で
す
か
ら
、
発
音
が

複
雑
に
な
る
の
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
す
。 
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重
箱
読
み
と
湯
桶
読
み 

 

多
く
の
漢
字
は
、
二
つ
以
上
組
み
合
わ
せ
ら
れ
、
熟
語
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
上
を
音
読

み
す
れ
ば
下
も
音
読
み
、
上
を
訓
読
み
す
れ
ば
下
も
訓
読
み
す
る
の
が
普
通
で
す
。
し
か
し
、「
重

ジ
ュ
ウ

箱 ば
こ

」

の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
の
習
慣
で
、
上
を
音
読
み
し
て
下
を
訓
読
み
す
る
も
の
や
、「
湯 ゆ

桶 ト
ウ

」
の
よ
う
に
、

上
を
訓
読
み
し
て
下
を
音
読
み
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
前
者
の
よ
う
な
読
み
方
を
、
俗
に
、「
重
箱
読

み
」、
後
者
の
よ
う
な
読
み
方
を
「
湯
桶
読
み
」
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
重
箱
読
み
の
例
）
カ
タ
カ
ナ
は
音
、
ひ
ら
が
な
は
訓
。 

役 ヤ
ク

場 ば

・
中

チ
ュ
ウ

古 ぶ
る

・
肉 ニ

ク

屋 や

・
台 ダ

イ

所
ど
こ
ろ

・
雑 ゾ

ウ

木 き

・
本 ホ

ン

場 ば  

（
湯
桶
読
み
の
例
） 

見 み

本 ホ
ン

・
場 ば

所 シ
ョ

・
組 く

み

曲
キ
ョ
ク

・
月 つ

き

別 ベ
ツ

・
身 み

分 ブ
ン

・
古 ふ

る

本 ホ
ン  

  

な
お
、
次
の
例
は
、
音
読
み
と
訓
読
み
と
二
通
り

の
読
み
方
の
あ
る
熟
語
で
す
。 

上
下

ジ
ョ
ウ
ゲ

・
父
母

フ

ボ

・
水
車

ス
イ
シ
ャ

・
草
木

ｿ
ｳ
ﾓ
ｸ

・
年
月

ネ
ン
ゲ
ツ

・
山
道

サ
ン
ド
ウ 

う
え
し
た  

ち
ち
は
は  

み
ず
ぐ
る
ま  

く
さ
き   

と
し
つ
き   

や
ま
み
ち 

  

音
色

オ
ン
シ
ョ
ク

・
昼
間

チ
ュ
ウ
カ
ン

・
春
風

シ
ュ
ン
プ
ウ

・
雨
水

ウ
ス
イ

・
白
雲

ハ
ク
ウ
ン

・
荒
野

コ
ウ
ヤ 

ね
い
ろ     

ひ
る
ま     

は
る
か
ぜ   

あ
ま
み
ず  

し
ら
く
も   

あ
れ
の 

   
 

た
だ
し
、
次
の
熟
語
は
、
音
読
み
と
訓
読
み
と
で

は
意
味
に
や
や
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

小
刀

シ
ョ
ウ
ト
ウ

・
根
元

コ
ン
ゲ
ン

・
市
場

シ
ジ
ョ
ウ

・
頭
数

ト
ウ
ス
ウ

・
勝
負

シ
ョ
ウ
ブ 

こ
が
た
な     

ね
も
と    

い
ち
ぱ  

あ
た
ま
か
ず  

か
ち
ま
け  
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ま
た
、
音
読
み
に
二
通
り
あ
る
熟
語
も
あ
り
ま
す 

兄
弟

ケ
イ
テ
イ

・
金 キ

ン

色 い
ろ

・
白
衣

ハ
ク
イ

・
強

力

キ
ョ
ウ
リ
ョ
ク

・
明
星

メ
イ
セ
イ 

キ
ョ
ウ
ダ
イ 
コ
ン
ジ
キ 

ピ
ヤ
ク
エ    

ゴ
ウ
リ
キ  

ミ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ 

  

右
の
音
は
漢
音
で
、
左
の
音
は
呉
音
で
す
。
呉
音
は
歴
史
が
古
く
て
長
い
の
で
、
特
定
の
意
味
、
使
い

方
を
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
漢
字
に
関
係
な
く
、
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
感
じ
の
特
に
強
い
も
の
で
す
。 

以
上
で
、
漢
字
の
見
方
、
考
え
方
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
お
わ
か
り
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
度
は
、
部
首
を
一
つ
一
つ
系
統
的
に
調
べ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
示
す
部
首
を
全
部
理
解

し
て
覚
え
て
お
く
な
ら
ば
、
初
め
て
見
る
漢
字
で
も
、
き
っ
と
、
何
と
か
解
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
つ
も
り
で
、
一
つ
一
つ
、
じ
っ
く
り
と
字
形
を
観
察
し
、
そ
の
意
味
内
容
を
考
え
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

   
 

 
 

 
 

 

■
人
体
に
関
す
る
部
首 

    

お
も
な
八
つ
の
部
首
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。
部
首
と
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ
が
人
体
を
表
わ
し
て
い
る
の

か
、
と
思
う
よ
う
な
形
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
手
を
加
え
て
み
ま
す
と
、
り
っ
ぱ
に
人
間
の

形
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。 

人
は
、
独
立
し
て
も
用
い
ら
れ
る
部
首
で
す
が
、
他
の
部
首
は
独
立
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま



連想式漢字記憶術 第三章 漢字の部首のルーツ 

- 11 - 

せ
ん
。 

从
は
、「
従
（
旧
字
体
は
從
）」
の
最
も
古
い
形
で
す
。
今
の
中
国
で
は
、
こ
の
最
も
古
い
形
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
人 ●

が
前
を
行
く
人
に
〝
し
た
が
う
〟
意
味
を
表
わ
し
た
会
意
字
で
す
。
後
に

従

が
つ
い

た
も
の
で
す
。
辵
は
、
辶
の
古
い
形
で
す
。
丸
通
で
は

と
い
う
古
い
形
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

は
、
衆
の
古
い
形
で
、
中
国
の
新
字
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
変
形
し
て

と
な
り

と
な
り

ま
し
た
。
人
三
人
で
、「
大
衆
」
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
た
会
意
字
で
す
。
血
は
、
最
初
は
罒
で
目
で
し

た
。 亻

は
、
人 に

ん

扁
と
呼
ば
れ
て
、
最
も
あ
り
ふ
れ
た
形
で
、
ど
な
た
も
御
存
知
の
部
首
で
す
。 

仁
は
、
〝
人
二
人
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
人
が
人
に
対
し
て
抱
く
〝
人
情
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ

ー
）
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
孔
子
は
、
こ
れ
を
人
間
道
徳
の
最
高
の
も
の
と
し
ま
し
た
。
音
は
人 ジ

ン

で
す
。 

ニ
ン 

位
は
、
〝
人
の
立
つ
と ●

こ ●

ろ ●

〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
位
置
。
地
位
。
官
位
。 

  

依
は
、
〝
衣
類
が
人
体
に
ま
と
い
つ
く
〟
こ
と
か
ら
、
〝
よ
り
つ
く
〟
意
味
を
表
わ
し
た
会
意
形
声
字

で
す
。
音
は
衣 イ

。 

使
は
、
〝
官
吏 ●

は
人 ●

の
た
め
に
働
く
〟
も
の
で
あ
る
か
ら
、
〝
人
の
た
め
に
働
く
〟
こ
と
を
表
わ
し
た

会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
吏 り

の
本
来
の
音
史 シ

。 

 

匕
は
、h

i

（
ヒ
、
ま
た
は
ハ
イ
）
と
い
う
音
を
持
っ
て
い
ま
す
。
な
ま
っ
て
シ
と
読
ま
れ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。 

比
は
、
〝
人
が
な
ら
ぶ
〟
が
本
義
で
す
が
、
二
人
並
べ
ば
、
す
ぐ
比
較
が
始
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
〝
く
ら

べ
る
〟
と
い
う
使
い
方
が
起
こ
り
ま
し
た
。「
比
翼
」
は
並
べ
る
、「
比
較
」
は
く
ら
べ
る
。 

北
は
、
人
が
背
中
合
わ
せ
し
た
形
で
、
〝
せ
な
か
〟
が
本
義
で
す
。
背
中
を
人
に
見
せ
る
こ
と
は
、
負

け
て
逃
げ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
〝
負
け
る
〟
と
い
う
意
味
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
敗
北
」
の
北 ●

が
こ
れ
で
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す
。
人
は
太
陽
の
方
角
に
向
か
い
た
が
り
ま
す
。
す
る
と
、
背
中
は
〝
き
た
〟
を
向
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

〝
き
た
〟
の
方
角
を
表
わ
す
字
に
な
り
ま
し
た
。（
転
注
）。
そ
の
た
め
、
本
義
の
〝
せ
な
か
〟
を
表
わ
す

字
と
し
て
、
北
に
肉
を
つ
け
て
「
背
」
と
い
う
字
を
作
っ
た
の
で
す
。
音
は
匕 ハ

イ

（h
i

）
で
す
。 

匕
は
、
第
一
章
の
「
化
」
の
所
で
お
話
し
た
よ
う
に
、
〝
死
ぬ
〟
意
味
の
部
首
で
、
音
は
カ ●

で
す
。
今

で
は
「
匕
」」
も
「
匕
」
も
同
じ
字
形
に
な
り
ま
す
。 

元
は
、
二 ●

（
上
の
古
い
字
体
）
と
儿 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
〝
人
の
上
の
部
分
〟
と
い
う
意
味
で
、
〝
あ

た
ま
〟
が
本
義
で
す
。「
元
首
」
は
「
頭
首
」
と
同
じ
意
味
の
言
葉
で
す
。
一
年
の
初
頭
を
「
元
日
」
と

言
う
の
で
す
。 

児
の
旧 ●

は
臼
（

）
で
、
頭
の
形
で
す
。
体
に
比
較
し
て
頭
の
大
き
い
人
、
つ
ま
り
〝
子
ど
も
〟
を
表

わ
し
た
字
で
す
。
幼
児
。
児
童
。 

克
の
古 ●

は

で
、
か
ぶ
と
の
形
で
す
。
人
が
甲
胃
を
着
け
て
戦
闘
に
〝
よ
く
耐
え
抜
く
〟
と
い
う
意
味 

  の
字
で
す
。
単
に
〝
勝
つ
〟
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
は
な
く
て
、
〝
苦
難
に
耐
え
て
や
り
抜
く
〟
こ
と
で

す
。
克
服
。
克
己
。 

充
の

は
、
育 ●

の
略
形
で
す
。
人
を
育
て
て
〝
体
格
を
り
っ
ぱ
に
す
る
〟
こ
と
で
す
。
充
実
。

は

で
、
子 ●

を
逆
さ
に
し
た
形
で
す
。
育
は
、
子
供
に
肉
を
与
え
て
、
〝
そ
だ
て
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。 

 

包
は
、
己

こ
ど
も

（

）
を
〝
だ
き
か
か
え
る
〟
の
が
本
義
の
字
で
す
。
今
は
、
〝
つ
つ
む
〟
と
い
う
意
味

に
使
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
た
め
、
本
義
を
表
わ
す
の
に
は
、
扌
を
加
え
て
「
抱
」
と
い
う
字
を
作
り
ま
し

た
。 胞

は
、
〝
腹
の
中
の
子
供
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
胞
子
（
音
は
包 ホ

ウ

）。 

泡
は
、
〝
空
気
を
包 ●

ん
だ
水 ●

〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。「
あ
わ
」
の
こ
と
で
す
。 
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尸
は
、腰
か
け
て
、体
を
伸
ば
し
て
い
る
形
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。〝
人
〟
〝
体
を
伸
ば
す
〟
〝
腰
〟

な
ど
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
音
は
シ
で
す
。 

居
は
、
尸 ●

に 
発
音
を
表
わ
す
古 ●

を
付
け
た
形
声
字
で
す
。
居
士
。
コ
は
呉
音
、
漢
音
は
キ
ョ
で
す
。 

展
は
、
尸
に
発
音
を
表
わ
す
テ
ン

を
付
け
た
形
声
字
で
す
。
尸
の
〝
体
を
伸
ば
し
広
げ
る
〟
が
本
義
で
、

今
で
は
、
体
に
関
係
な
く
、
〝
広
げ
る
〟
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
展
開
。
展
覧
会
。 

尾
は
、
〝
尻 シ

リ

の
毛
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。 

屎
は
、
〝
尻 ●

か
ら
出
る
米 ●

〟
つ
ま
り
〝
く
そ
〟
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

尿
は
、
〝
尻 ●

か
ら
出
る
水 ●

〟
つ
ま
り
〝
に
ょ
う
〟
と
い
う
こ
と
で
す
。 

屈
は
、
〝
腰 ●

を
か
が
め
て
出 ●

る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
昔
は
、
家
の
出
口
は
小
さ
く
作
ら
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
腰
を
か
が
め
な
い
と
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
屈
折
。
屈
曲
。 

屋
は
、
人 ●

の
至 ●

り
止
ま
る
所
、
と
い
う
意
味
で
〝
い
え
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
家
屋
。
屋
室
。 

  

室
と
い
う
字
も
、
同
じ
意
味
で
作
ら
れ
た
字
で
す
。 

 

■
人
体
を
基
に
し
た
指
事
字 

     

大
は
、
手
足
を
〝
お
お
き
く
〟
広
げ
た
形
で
、
〝
お
お
き
い
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

夫
は
、
人
の
頭
に
冠
を
加
え
て
、
〝
成
人
〟
の
意
味
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
昔
は
、
成
人
式
に
初
め
て

冠
を
か
ぶ
っ
た
か
ら
で
す
。
丈
夫
。
夫
婦
。 
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立
は
、
大
の
下
に
大
地
を
加
え
て
、
〝
た
つ
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。 

並
は
、
竝
の
略
字
で
、
人
が
二
人
〝
な
ら
ん
〟
で
立
っ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
た
会
意
字
で
す
。 

天
は
、
大 ●

の
頭
の
て
っ
ぺ
ん
に
一
を
加
え
て
、
〝
頭
の
顚

い
た
だ

き
〟
を
表
わ
し
た
指
事
字
で
す
。
顚
と
天

と
は
同
音
同
義
の
字
で
す
が
、
天
は
、
転
じ
て
、
頭
の
上
に
広
が
る
空
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
天
の
本
義
は
顚
が
表
わ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

士
は
、
端
然
と
坐
っ
て
い
る
人
の
形
で
、
〝
成
人
〟
ま
た
は
〝
役
人
〟
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま

す
。
紳
士
。
武
士
。 

仕
は
、
人
が
役
人
と
し
て
〝
つ
か
え
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
会
意
形
声
字
で
す
。
仕
官
。 

要
は
、
手
（
ヨ
）
を
腰
に
あ
て
て
い
る
形
で
、
〝
こ
し
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
た
指
事
字
で
す
。
腰

は
、
人
体
の
要
点
な
の
で
、
今
の
「
重
要
」
と
い
う
用
法
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

腰
は
、
要
が
「
重
要
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
肉
を
加
え
て
〝
こ
し
〟
の
意
味 

  を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。 

母
は
、
女 ●

に
乳
房
を
表
わ
す
し
る
し
を
加
え
て
作
ら
れ
た
指
事
字
で
す
。 

身
は
、
妊
婦
を
横
か
ら
見
た
形
で
、「
娠
」
の
本
字
で
す
。
今
は
「
体
」（
身
体
）
の
意
味
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
娠
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
娠
は

娠身

の
意
味
で
す
。 

 

■
顔
に
関
す
る
部
首 
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古 ●

は
、
十 ●

と
口 ●

の
会
意
字
で
、
〝
十
代
に
わ
た
っ
て
口
か
ら
口
へ
と
伝
え
ら
れ
た
〟
こ
と
を

表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
ふ
る
い
〟
〝
む
か
し
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
古
色
。
古
人
。 

否
は
、
〝
違
う
（
不
）
と
言 ●

う
〟
〝
い
な
む
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
、
不 ●

と
口 ●

の
会
意
形
声
字
。

音
は
不 フ

が
変
化
し
て
ヒ
。
否
認
。
可
否
。 

咲
は
、
口
と
关

シ
ョ
ウ

と
の
会
意
形
声
字
。
〝
口
を
開
い
て
わ
ら
う
〟
の
が
本
義
。「
花
咲
」
は
花
が
笑
っ

て
い
る
の
が
本
義
で
、
わ
が
国
で
は
、
こ
れ
を
「
花
咲
く
」
と
読
ん
だ
た
め
に
、
〝
さ
く
〟
の
訓
が
生
ま

れ
ま
し
た
。 

 

看
は
、

（
手
の
変
形
）
と
目 ●

の
会
意
字
で
、
〝
目
の
上
に
手
を
か
ざ
し
て
み
る
〟
こ
と
で

す
。「
見
」
が
目
の
働
き
と
し
て
の
〝
み
る
〟
こ
と
を
表
わ
す
の
に
対
し
て
、「
看
」
は
、
見
よ

う
と
い
う
意
志
を
以
て
〝
み
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、「
見
」
は
、「
見
え
る
」 

  と
い
う
使
い
方
は
で
き
ま
す
が
、「
看
」
は
「
看
え
る
」
と
い
う
使
い
方
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
〝
面

倒
を
み
る
〟
意
味
に
使
い
ま
す
。
看
護
。 

相
は
、
〝
木 ●

の
上
に
の
ぼ
っ
て
見 ●

る ●

〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
広
く
、
遠
く
ま
で
見
よ
う
と
し
て
み

る
こ
と
で
、
見
よ
り
も
深
い
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
〝
さ
ぐ
る
〟
こ
と
。
人
の
容
貌
を
さ
ぐ
る
こ
と
を

「
観
相
」
と
言
い
ま
す
。
政
治
を
み ●

る ●

こ
と
か
ら
、
〝
君
主
を
輔
佐
す
る
〟
意
味
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
首
相
。 

盲
は
、
〝
目 ●

の
力
を
亡

う
し
な

う
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
め
く
ら
を
表
わ
し
た
会
意
字
で
す
。
音
は
亡
。 

 

取
は
、
〝
耳 ●

を
取
る
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
字
で
す
。
中
国
で
は
、
敵
を
た
お
し
た
場
合
、

重
い
首
の
代
り
に
耳
を
取
っ
て
証
拠
と
し
ま
し
た
。
音
は
手 シ

ュ

。 

聞
は
、
〝
門 ●

に
口 ●

を
寄
せ
て
と ●

う ●

〟
（
問
）
の
に
対
し
て
、
〝
耳 ●

を
門 ●

に
寄
せ
て
き ●

く ●

〟
こ
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と
。
音
は
門 モ

ン

、
漢
音
は
ブ
ン
。 

聳
は
、
物
音
の
す
る
方
向
に
〝
耳
を
従
わ
せ
る
〟
と

い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
従

ジ
ュ
ウ

。
〝
耳
を
そ

ば
だ
て
る
〟
こ
と
か
ら
転
じ
て
、
〝
山
の
そ
ば
だ
つ
〟

意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。 

 

自
は
、
鼻
の
象
形
で
、
〝
は
な
〟
が
本
義

で
す
が
、
自
分
を
指
さ
す
時
に
、
鼻
を
さ
し

ま
す
の
で
、〝
わ
た
く
し
〟
の
用
法
が
生
ま

れ
ま
し
た
。「
自
分
」
と
い
う
の
は
、
〝
私
の
分
け
前
〟

〝
私
の
も
の
（
英
語
のm

in
e

に
あ
た 

  る
）
〟
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。 

つ
い
で
に
言
い
ま
す
と
、「
私
」
は
、
〝

厶
わ
た
く
し

の
禾 い

ね

〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、「
自
分
」
に
当
た
る
言

葉
で
す
。「
厶 シ

」
は

で
鼻
の
象
形
で
、
自 ジ

と
同
音
同
義
の
字
で
す
。「
公
」
は
、「
私
を
分
（
八
）
割
す

る
」
意
味
の
字
で
す 

臭
（
旧
字
は
臭
）
は
、‶

犬 ●

の
鼻 ●

〟
で
、
〝
に
お
い
〟
ま
た
は
〝
か
ぐ
〟
意
味
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。 

鼻
は
、
自
が
私
の
意
味
に
転
用
さ
れ
た
た
め
に
、
畀
（
毘
）
を
加
え
て
作
っ
た
形
声
字
で
す
。 

 

面
は
、
自 ●

の
周
囲
に
顔
の
輪
郭
を
加
え
て
、
〝
か
お
〟
の
意
味
を
表
わ
し
た
字
で
す
。「
洗
面
」。

転
じ
て
、「
表
面
」「
地
面
」
な
ど
〝
お
も
て
（
顔
を
表
わ
す
古
語
で
す
が
、
今
で
は
表 ●

の
意
味
）
〟

の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。 
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頁
は
、
首
（
ハ
）
か
ら
上
〝
あ
た
ま
〟
を
表
わ
す
部
首
で
す
。
旁

つ
く
り

と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ

ま
す
。
昔
か
ら
「
大
貝
」
の
名
で
呼
ば
れ
ま
す
が
、「
顔 か

お

旁
づ
く
り

」
と
呼
び
た
い
も
の
で
す
。 

顔
は
、
顏
が
本
字
で
す
。
文 あ

や

と
彡

か
ざ
り

と
厂 が

ん

と
の
会
意
形
声
字
で
あ
る
彦
（
美 ●

し ●

い ●

が
本
義

の
字
、
男
子
の
美
称
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
）
と
頁 ●

と
の
合
字
。
音
は
彦 ガ

ン

で
す
。 

頭
は
、
豆
粒
の
よ
う
に
ま
る
い
と
い
う
意
味
の
豆 ●

と
頁 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
豆 と

う

で
す
。 

頂
は
、
丁

ち
ょ
う

と
頁 ●

と
の
会
意
形
声
字
で 

、
〝
頭
の
い
た
だ
き
〟
が
本
義
で
す
。
目
上
の
人
か
ら
物
を

受
け
取
る
時
は
、
頭
の

頂
い
た
だ
き

の
高
さ
に
ま
で
手
を
上
げ
ま
す
の
で
「
頂
戴
す
る
（
い
た
だ
く
）」
と
言
う

の
で
す
。「
山
頂
（
山
の
頂
）」
は
転
用
で
す
。 

順
は
、
低
き
に
つ
い
て
決
し
て
高
き
に
は
向
か
わ
な
い
川
と
頁

あ
た
ま

と
の
会
意
字
で
す
。
〝
頭
を
下
げ
て

す
な
お
に
従
う
〟
こ
と
で
す
。
音
は
川 セ

ン

が
変
化
し
た
巛

ジ
ュ
ン

（
巡
馴
）
で
す
。 

項
は
、
後 コ

ウ

の
意
味
の
工 ●

と
頁

あ
た
ま

と
の
会
意
形
声
字
で 

、
〝
後
頭
部
〟
が
本
義
の
字
で
す
。
急
所
で
す 

  か
ら
〝
大
切
な
所
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。「
項
目
」
は
、 

書
物
の
大
切
な
所
の
意
味
で
、
全
体
を
小

わ
け
す
る
場
合
、
最
初
の
大
ま
か
な
方
を
「
項
」、
そ
れ
を
さ
ら
に
小
わ
け
し
た
も
の
を
「
目
」
と
言
い

ま
す
。 

 

首
は
、
頁

あ
た
ま

の
上
に
髪
の
毛
を
加
え
た
字
で
す
。
〝
あ
た
ま
〟
が
本
義
で
す
。
元
首
。
頭
首
。

戦
場
で
、
敵
の
首
を
取
る
場
合
、
切
り
落
と
す
所
が
頸 く

び

で
す
の
で
、
首
が
頸
の
意
味
に
な
り

ま
し
た
。 

 

県
は
、
首
を
逆
さ
に
し
た
形
で
す
。
〝
さ
ら
し
首
〟
の
象
形
で
す
。
木
に
か
け
ら
れ
る
の

で
、
〝
か
け
る
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
県
の
旧
字
体
は
「
縣
」
で
す
。
系

は
、
首
を
か
け
て
つ
る
た
め
の
糸
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
秦
の
始
皇
帝
の
時
、
縣
を
、
行
政
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上
の
区
画
の
名
称
に
し
ま
し
た
の
で
、
〝
か
け
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
は
、
〝
心
に
か
け
る
〟
と
い
う
意

味
の
「
懸
」
で
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

「
懸
念
」
は
、
ケ
と
短
か
く
発
音
さ
れ
ま
す
。
〝
心
に
か
け
る
〟

〝
気
が
か
り
〟
と
い
う
意
味
で
す
。 

懸
命
は
、
〝
命
が
け
〟
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。
一
つ
の
こ
と
に
命
が
け
に
な
る
の
が
「
一
所
懸
命
」

で
す
。
今
で
は
、
な
ま
っ
て
、「
一
生
懸
命
」
と
い
う
言
葉
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
通

じ
ま
せ
ん
。 

 

臣
は
、
目
を
大
き
く
見
開
い
て
、
〝
見
張
る
〟
意
味
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
臣
下
た
る
者

の
任
務
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。 

監
は

で
、
人 ●

が
皿
に
水
を
盛
り
、
こ
れ
を
水
鏡
に
し
て
〝
み
る
〟
の
が
本
義
の
字
で
す
。

詳
し
く
は
第
一
部
の
監
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

  

臨
は
、
人 ●

が
品 ●

物
に
近
づ
い
て
、
よ
く
〝
品
定
め
を
す
る
〟
の
が
本
義
の
字
で
す
。
人 ●

と
臣 ●

と
品 ●

と
の

会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
品 ヒ

ン

が
変
化
し
て
リ
ン
。
今
は
、
〝
そ
の
場
に
出
向
く
〟
意
味
に
使
い
ま
す
。
臨

席
。 

 

甘
は
、
口
の
中
〝
う
ま
い
〟
物
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
表
わ
し
た
指
事
字
で
す
。
〝
あ
ま

い
〟
こ
と
。
音
は
、
〝
口
に
物
を
含
む
〟
の
含 カ

ン

で
す
。 

柑
は
、
〝
甘
い
実
の
な
る
木
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
み
か
ん
〟
の
こ
と

で
す
が
、
昔
は
、
単
に
〝
か
ん
〟
、
ま
た
は
〝
柑
子

こ
う
じ

〟
と
言
い
ま
し
た
。 

疳
は
、
甘 ●

い
物
を
食
べ
す
ぎ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
小
児
病
〝
か
ん
〟
の
こ
と
で
す
。
癇
と

同
じ
病
気
の
こ
と
に
も
使
わ
れ
ま
す
。 

旨
は
、
匕 ●

と
甘 ●

の
会
意
形
声
字
で
、
人 ●

が
甘
い
物
を
口
に
し
て
〝
う
ま
い
〟
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
た
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字
で
す
。
音
は
匕 ヒ

が
な
ま
っ
て
シ
に
な
り
ま
し
た
。 

指
は
、
扌 ●

と
旨 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
う
ま
い
物
を
ち
ょ
い
と
つ
ま
む
〟
ゆ ●

び ●

を
表
わ
し
ま
し
た
。

音
は
旨 シ

で
す
。 

脂
は
、
〝
旨
い
肉
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
旨 ●

と
肉 ●

の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
あ
ぶ
ら
ぎ
っ
た
肉
〟
の

意
味
か
ら
転
じ
て
〝
あ
ぶ
ら
〟
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。「
油
」 

が
液
状
の
〝
あ
ぶ
ら
〟
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
固
型
状
の
あ
ぶ
ら
を
言
い
ま
す
。
油
脂
。
脂
肪
。 

 

齦
は
、
歯
の
根
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
は
ぐ
き
〟
の
こ
と
で
す
。
音
は
根 コ

ン

で
す
。
ま
た
銀 ギ

ン

と
も
発
音
さ
れ
ま
す
。
歯
齦
炎
。 

齟
は
、
重
な
る
意
味
の
且 ●

と
歯 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
歯
が
重
な
る
と
い
う
意
味
の
字
で

す
。
〝
八
重
歯
〟
の
こ
と
。 

  

転
じ
て
、
〝
物
事
の
う
ま
く
か
み
あ
わ
ぬ
こ
と
〟
〝
食
い
違
う
こ
と
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。「
齟

齬
（
計
画
に
齟
齬
を
き
た
す
）」 

 

舌
は
、
口
か
ら
〝
し
た
〟
を
出
し
た
形
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
音
は
ゼ
ツ
で
す
が
、
テ
ン

と
も
発
音
さ
れ
ま
す
。 

甜
は
、舌 ●

と
甘 ●

と
の
会
意
字
で
、〝
舌
に
甘
く
感
ず
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。音
は
舌 テ

ン

。

甜
菜

て
ん
さ
い

。
甜
瓜

て
ん
か

（
ス
ウ
ィ
ー
ト
メ
ロ
ン
）。 

舐
は
、
舌 ●

と
氏 ●

と
の
形
声
字
で
音
は
氏 シ

。
〝
舌
で
な
め
る
〟
こ
と
で
す
。 

 

言
は
、
口 ●

と
ケ
ン

の
形
声
字
で
、
〝
も
の
い
う
〟
意
味
の
字
で
す
。
〝
言
葉
〟
の
意
味
の

部
首
で
す
。 
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計
は
、
数
の
意
味
の
十 ●

と
言 ●

と
の
会
意
字
。
〝
数
を
か
ぞ
え
る
こ
と
。「
計
数
」「
計
算
」。
転
じ
て
、

計
画
。
計
略
。 

訓
は
、
順
の
意
味
の
川 ●

と
言 ●

と
の
会
意
字
。
〝
順

し
た
が

う
べ
き
言
葉
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
教
訓
。

家
訓
。
訓
話
。 

詠
は
、
〝
言 ●

葉
を
永 ●

く
の
ば
し
て
う ●

た ●

う ●

〟
こ
と
で
、
言
と
永
の
会
意
形
声
字
。
詠
歌
。
朗
詠
。 

詐
は
、
作
の
意
味
の
乍 ●

と
言 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
作
り
言 ご

と

〟
と
い
う
意
味
の
字
。
実
際
に
な
い
事

を
作
り
あ
げ
て
人
を
あ
ざ
む
く
こ
と
。
詐
欺
。
詐
取
。
音
は
作 サ

。 

評
は
、
〝
公
平
に
言
う
〟
と
い
う
意
味
の
、
平 ●

と
言 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
他
人
の
良
し
悪
し
を
、
私
情

を
さ
し
は
さ
ま
ず
に
言
う
の
が
「
批
評
」
で
す
。
音
は
平

ヒ
ョ
ウ

で
す
。
呉
音
で
す
。
漢
音
は
平 ヘ

イ

。 

誠
は
、
〝
成
功
す
る
言
葉
〟
と
い
う
意
味
の
成 ●

と
言 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
虚
偽
の
言
葉
は
一
時
的
に
は

成
功
す
る
か
に
見
え
て
も
、
決
し
て
い
つ
ま
で
も
続
く
も
の
で
は
な
い
。
〝
真
心
か
ら
出
る
言
葉
〟
こ
そ
、 

  成
功
に
導
く
言
葉
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
か
ら
で
き
た
字
で
す
。 

誉
は
、
與 ●

（
与
の
旧
字
体
）
と
言 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
言
葉
を
与
え
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
。
人

の
善
美
な
る
行
為
に
対
し
て
贈
る
〝
ほ
め
言
葉
〟
の
こ
と
で
す
。
毀
誉

き

よ

褒
貶

ほ
う
へ
ん

。
名
誉
。
音
は
与 よ

。 

訟
は
、
役
所
の
意
味
の
公 ●

（
お
お
や
け
）
と
言
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
官
公
庁
に
う ●

っ ●

た ●

え ●

る ●

〟
こ

と
で
す
。
音
は
公 コ

ウ

が
変
化
し
て
公

シ
ョ
ウ

（
松
頌
）。
訴
訟

そ
し
ょ
う

。 

警
は
、
慎
し
む
意
味
の
敬 ●

と
言 ●

と
の
会
意
形
声
字
で‶

慎
し
み
な
さ
い
と
注
意
の
言
葉
を
与
え
る
〟
こ

と
で
す
。
警
告 こ

く

。
警
戒 か

い

。
音
は
敬 け

い

。 

記
は
、
糸
の
象
形
の
己 ●

（

）
と
言 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
言
葉
を
糸
の
よ
う
に
長
く
続
け
て
書
き
と

め
る
こ
と
で
す
。
記
述
。
記
録
。 

語
は
、
〝
吾 わ

れ

が
人
に
言 ●

う
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
か
た
る
〟
こ
と
。
ま
た
、
〝
か
た
る
言
葉
〟
言

語
。
語
調
。 
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調
は
、
用
意
周
到
の
周 ●

（
よ
く
行
き
届
く
こ
と
）
と
言
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
よ
く
行
き
届
い
た
言
葉
〟

が
本
義
で
す
。
〝
と
と
の
う
〟
こ
と
。
今
は
、
と
と
の
え
る
た
め
に
〝
し
ら
べ
る
〟
調 し

ら

べ ●

る ●

と
い
う
意
味

に
使
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
調
査
。
ま
た
、
〝
音
楽
の
調 し

ら

べ
〟
と
も
使
い
ま
す
。
調
子
。 

誕
は
、
〝
事
実
を
引
き
の
ば
し
、
誇
張
し
た
言
葉
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
延 ●

と
言 ●

と
の
会
意
字
。
虚

誕
。
欺
誕
。
実
際
に
な
い
こ
と
を
作
り
出
す
こ
と
か
ら
「
生
む
」
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
誕
生
。 

詞
は
、
役
人
の
意
味
の
司 ●

と
言 ●

と
の
会
意
字
で
〝
役
人
の
言
葉
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
〝
り
っ
ぱ

な
言
葉
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
祝
詞
。 

誇
は
、夸 コ

と
言
と
の
形
声
字
で
、〝
大
言
〟
と
い
う
意
味
の
字
。事
実
よ
り
大
げ
さ
に
言
う
こ
と
で
す
。

誇
張

こ
ち
ょ
う

。
誇
大

こ
だ
い

。 

証
は
、
そ
の
事
が
正 ●

し
い
と
い
う
〝
あ
か
し
〟
を
言 ●

い
た
て
る
こ
と
で
す
。
音
は
正

シ
ョ
ウ

。
証
言
。
証
人
。

証
明
。
保
証
。 

  

誌
は
、
志 ●

（
心
の
動
き
）
を
言 ●

葉
に
し
て
書
き
と
め
る
こ
と
で
す
。
音
は
志 し

。
日
誌
。
雑
誌
。 

認
は
、
心 ●

か
ら
〝
み
と
め
て
〟
よ
ろ
し
い
と
言 ●

う
こ
と
で
す
。
音
は
刃 じ

ん

。
認 に

ん

可
。
承
認
。 

誘
は
、
秀

し
ゅ
う

言
（
秀 す

ぐ

れ
て
い
る
言 ●

葉
）
で
〝
人
の
気
を
引
く
〟
こ
と
で
す
。
〝
さ
そ
う
〟
こ
と
。
音
は

秀
し
ゅ
う

が
変
化
し
て
ユ
ウ
。
勧
誘
。
誘
惑
。 

詳
は
、善
美
の
意
味
の
羊 よ

う

と
言 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
〝
く ●

わ ●

し ●

く ●

て
よ
く
わ
か
る
言
葉
〟
と
い
う
意
味

の
字
で
す
。
音
は
羊 よ

う

が
変
化
し
て
シ
ョ
ウ
。
詳 ●

細
。
詳
述

じ
ゅ
つ

。 

談
は
、
淡
の
意
味
の
炎 ●

と
言 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
淡
々
と
語
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
音
は

淡 た
ん

。
清
談

せ
い
だ
ん

。
閑
談

か
ん
だ
ん

。
談
話
。
〝
激
せ
ず
、
固
く
な
い
話
〟
の
こ
と
で
す
。 
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■
手
に
関
す
る
部
首 

   

手
に
関
す
る
部
首
は
、
古
い
字
形
を
見
る
と
、
皆
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
次

第
に
変
化
し
て
き
て
、
今
見
る
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
形
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

手
は
、
独
立
し
て
用
い
ら
れ
る
〝
て
〟
そ
の
も
の
を
表
わ
し
た
象
形
字
で
す
。
音
は
取 し

ゅ

で
す
。
部
首

と
し
て
は
、「
挙
・
掣
・
撃
」
な
ど
、
脚 あ

し

に
用
い
ら
れ
ま
す
。 

    

扌
は
、
扁
で
す
。 

打
は
、
釘
の
象
形
で
あ
り
、
釘
の

本
字
で
あ
る
丁

ち
ょ
う

と
扌 ●

と
の
会
意
形

声
字
で
、
〝
釘
を
う ●

つ ●

〟
の
が
本
義

で
す
。
音
は
丁

チ
ョ
ウ

。
普
通
は
唐
音
ダ
。
打
開
。 

拡
は
、
〝
手 ●

で
お
し
広 ●

げ
る
〟
と
い
う
意
味
の

字
で
、
扌
と
広 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
広 コ

ウ

が
変
化
し
て
カ
ク
。
拡
大

か
く
だ
い

。
拡
張

か
く
ち
ょ
う

。 

抄
は
、
多
く
の
中
か
ら
、
少 ●

数
を
抜 ●

き ●

取 ●

る ●

と

い
う
意
味
の
字
で
、
少
と
扌
と
の
会
意
形
声
字
。

〝
抜
き
書
き
〟
の
こ
と
。
抄
本
。
抄
録
。 
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拓
は
、
石
器
（
昔
の
農
具
）
の
意
味
の
石 ●

と
打
と
の
会
意
字
で
、
〝
農
具
を
手
に
し
て
〟
農
地
を
〝
ひ

ら
く
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
音
は
、
石
（
セ
キ
・
シ
ャ
ク
）
が
変
化
し
た
タ
ク
。
開
拓
。
干
拓
。 

振
は
、
震
の
意
味
の
辰
と
扌
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
手
を
震
わ
せ
る
〟
こ
と
。
振
動
。 

捉
は
、
〝
逃
げ
る
人
の
足 ●

を
つ
か
ま
え
る
〟
と
い
う
意
味
で
〝
と
ら
え
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。

音
は
足 そ

く

。
捕
捉
。 

 

双
は
、
二
つ
の
手
の
並
ん
だ
形
で
、
〝
ふ
た
つ
〟
〝
な
ら
ぶ
〟
〝
対 つ

い

〟
な
ど
の
意
味
を
持
っ

た
字
で
す
。
双
生
児
。
強
力
無
双
。
一
双
。 

友
は

で
、
二
人
の
手
の
重
ね
ら
れ
た
形
。
〝
助
け
合
う
〟
〝
と
も
〟
な
ど
の
意
味
を
表
わ

し
て
い
ま
す
。
音
は
又 ゆ

う

で
す
。
友
情
。
友
愛
。 

反
は
、
厂 か

ん

と
又 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
厂
は
崖
の
象
形
で
、
〝
び
っ
く
り
返
り
や
す
い
〟
所
で
す
。 

  反
は
、
〝
手
の
ひ
ら
を
か
え
す
〟
こ
と
で
す
。 

収
は
、
丩

き
ゅ
う

と
又
と
の
形
声
字
で
、
〝
手
に
入
れ
る
〟
こ
と
。
音
は
丩

き
ゅ
う

が
変
化
し
て
シ
ュ
ウ
。
収
入
。

旧
字
は
收
で
〝
罪
人
を
と
ら
え
て
責
め
る
〟
の
が
本
義
。 

 

右
は
、
食
事
の
時
、
食
べ
物
を
口
に
運
ぶ
手
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
た
す
け
る
（
佑
）
と

い
う
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
音
は
又 ゆ

う

、
呉
音
は
ウ
。 

左
は
、
定
規
（
工
）
を
持
つ
手 ●

と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
や
は
り
、
た
す
け
る
（
佐
）
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
、
右
を
上
位
と
し
て
い
る
の
で
「
左
遷
」
は
、
官
位
を
下
げ

ら
れ
る
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
ま
す
。「
右
顧
左
眄

う

こ

さ

べ

ん

」
は
、
左
を
見
、
右
を
見
る
こ
と
で
、
迷
っ
て
人
の

様
子
を
う
か
が
い
、
〝
た
め
ら
う
〟
と
い
う
意
味
で
す
。 

右
の
原
形
は

で
、
左
の
原
形
は

で
す
。
こ
れ
が
筆
順
に
も
影
響
し
て
、「
ノ
一
口
」「
一
ノ
工
」
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と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

雪
は
、
手 ●

の
上
に
載
る
雨 ●

と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
雨
は
手
に
載
り
ま
せ
ん
が
、
〝
ゆ

き
〟
な
ら
手
に
載
り
ま
す
。 

筆
は
、
竹 ●

と
聿 い

つ

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
聿
は
ふ
で

の
象
形
に
て

を
加
え
た
形
で
、
筆

を
手
に
持
つ
意
味
の
字
で
す
。
〝
ふ
で
〟
と
〝
書
く
〟
と
の
本
字
で
す
。
後
、
〝
ふ
で
〟

は
柄
が
竹
で
す
の
で
、
竹
が
加
え
ら
れ
て
〝
筆
〟
と
な
り
、
〝
か
く
〟
に
は
〝
曰
〟
紙
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。 建

は
、
廴 ●

と
聿 ふ

で

と
の
会
意
字
で
、
〝
筆
を
勤
か
し
進
め
る
〟
つ
ま
り
〝
計
画
を
た ●

て ●

る ●

〟
こ
と
を
表
わ

し
た
字
で
す
。
音
は
廴 え

ん

が
変
化
し
て
ケ
ン
。「
建
立

こ
ん
り
ゅ
う

」
は
呉
音
で
読
ま
れ
、
寺
院
を
た
て
る
意
味
に
使

わ
れ
ま
す
。 

  

律
は
、
〝
建 ●

て
ら
れ
た
法
文
を
行 ●

わ
せ
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
彳
と
聿
と
の
会
意
字
で
す
。
音
は

聿 い
つ

が
変
化
し
て
リ
ツ
。
〝
法
を
守
ら
な
い
者
を
罰
す
る
き
ま
り
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
律

令
。
法
律
。 

 

受
は

で
、
上
か
ら
渡
す
手 ●

と
、
下
か
ら
こ
れ
を
受
け
取
る
手 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
音
は

手 し
ゅ

で
す
。（
現
代
中
国
語
で
は
、
受
と
手
と
は
同
音
で
す
） 

授
は
、
受 ●

が
〝
う
け
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
扌 ●

を
加
え
て
〝
さ
ず
け

る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
手 し

ゅ

で
す
。
つ
ま
り
「
手
」「
受
」「
授
」
は
、

言
葉
と
し
て
は
一
つ
な
の
で
す
が
、
用
法
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
三
つ
に
書
き
分
け
た
の
で
す
。 

争
は
、
爭 ●

が
旧
字
体
で
す
。
尹
は
、
て

に
か
ぎ

を
持
っ
た
形
で
す
。
そ
れ
を
奪
い
取
ろ
う
と
手
を
か
け

た
形
が
「
爭
」
で
す
。
〝
あ
ら
そ
う
〟
こ
と
。
音
は
爫 そ

う

（
爪
）
で
す
。 
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臼
は
、
左
右
の
手
の
象
形
で
す
。 

申
は
、

で
、
ぼ
う

を
両
手
で
〝
引
き
の
ば
す
〟
意
味
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
の
び

る
〟
こ
と
か
ら
転
じ
て
〝
の
べ
る
（
述
）
〟
意
味
に
使
わ
れ
、
今
で
は
、
専
ら
〝
も
う
す
〟

意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
上
申
。
申
告
。
申
請
。
内
申
。 

伸
は
、
申
が
〝
も
う
す
〟
意
味
に
転
用
さ
れ
た
た
め
、
本
義
の
〝
の
ば
す
〟
意
味
を
表
わ
す
た
め
に
作

ら
れ
た
字
で
す
。
人
と
申
と
の
会
意
形
声
字
。
伸
縮
。 

 

共
は

で
、
二
つ
の
手
が
一
つ
の
物
を
一
緒
に
差
し
上
げ
て
い
る
形
で
す
。
〝
一
緒
〟

と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
共
同
。
共
通
。
音
は

六
き
ょ
う

で
す
。 

供
は
、
〝
一
緒
に
仕
事
を
す
る
人 ●

〟
と
い
う
意
味
で
、
〝
手
助
け
〟
〝
お
と
も
〟
と
い

う
意
味
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
人 ●

と
共

き
ょ
う

と
の
会
意
形
声
字
。
呉
音
は
ク
。「
供

出

き
ょ
う
し
ゅ
つ

」 

  「
供
養

く
よ
う

」
は
、
共
の
本
義
〝
さ
さ
げ
る
〟
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

兵
は
、
斤 ●

と

六 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
武
器
（
斤
）
を
手
に
す
る
人
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
雑

兵
。 具

は
、
貝
の
意
味
の
目 ●

と

六

と
の
会
意
字
で
、
両
手
に
溢
れ
る
ほ
ど
財
貨
の
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、

物
の
豊
か
に
〝
そ
な
わ
る
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
具
備
。
転
じ
て
、
〝
う
つ
わ
（
道
具
）
〟

の
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
音
は

六く

。 

算
は
、
竹 ●

と
具 ●

の
会
意
字
で
、
〝
か
ず
と
り
の
竹
〟
が
本
義
の
字
で
す
。
数
取
り
の
〝
算
具
〟
で
す
。

数
を
数
え
る
の
に
使
う
の
で
〝
か
ぞ
え
る
（
計
算
）
〟
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。 

戒
は
、武
器
の
意
味
の
戈 ●

と
廾 ●

と
の
会
意
字
で
、〝
手
に
手
に
武
器
を
取
っ
て
、敵
の
攻
撃
に
備
え
る
〟

と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
゛
い
ま
し
め
る
〟
こ
と
。
警
戒
。
破
戒
。 
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興
は
、
興

と
同 ●

の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
四
つ
の
手 ●

が
共
同 ●

し
て
、
一
つ
の
仕
事
に
あ

た
る
こ
と
〟
を
表
わ
し
た
字
で
、
そ
う
す
れ
ば
必
ず
盛
ん
に
な
る
の
で
、
〝
お
こ
る
〟
と
い

う
意
味
を
表
わ
し
ま
し
た
。
音
は

六
き
ょ
う

が
変
化
し
て
コ
ウ
。
興
隆
。
興
亡
。 

與
は
与
の
旧
字
体
で
す
。

興

が
〝
共
に
す
る
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

〝
力
を
合
わ
せ
る
〟
こ
と
だ
か
ら
、〝
く
み
す
る
〟
、ま
た
〝
あ
た
え
る
〟
意
味
に
も
な
り
ま
す
。与
党

よ
と
う

。

給
与

き
ゅ
う
よ

。 

擧
は
挙
の
旧
字
体
で
、
与
と
手 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
共
に
、
手
を
あ
げ
る
〟
と
い
う
意
味
の
字

で
、
構
造
的
に
は
、
興
や
與
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
同
じ
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
音
は
キ
ョ
ウ
が
つ

ま
っ
て
キ
ョ
。
挙
国
一
致
。
選
挙
。 

   

 

功
は
、
仕
事
の
意
味
の
工 コ

ウ

と
努
力
の
意
味
の
力 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
〝
努
力
し
て
仕
事
を
す

る
〟
の
が
本
義
で
、
〝
て
が
ら
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。 

動
は
、
重 ●

い
物
で
も
力 ●

を
加
え
れ
ば
〝
う
ご
く
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
音
は
重

ち
ょ
う

が
な
ま

っ
て
ド
ウ
。 

勉
は
、
免 べ

ん

と
力 ●

と
の 

会
意
形
声
字
。
免
は
、
娩
の
本
字
で
す
。

は

と

（
お
尻
の
象
形
）
の
合

字
。
人
の
お
尻
（

）
に
さ
ら
に
人 ●

を
加
え
て
〝
子
を
生
む
〟
意
味
を
表
わ
し
た
の
が
免 ●

で
す
。
〝
分
娩

の
時
に
力
む
〟
の
が
本
義
で
す
。
免
は
単
独
の
時
は
、
呉
音
で
メ
ン
と
読
む
の
が
普
通
で
す
。
勉
強
。
勤

勉  努
は
、奴
隷

ど
れ
い

の
よ
う
に
〝
つ
と
め
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。〝
休
み
な
く
が
ん
ば
る
〟
こ
と
で
す
。

音
は
奴 ど

。
努
力
。 
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攵
は
、手 ●

に
棒
や
鞭
な
ど
を
持
っ
た
形
を
表
わ
し
た
字
で
、〝
鞭
、棒
、武
器
な
ど
を
揮 ふ

る

う
〟

と
い
う
意
味
の
部
首
で
す
。
音
は
ボ
ク
で
す
。 

牧
は
、
牛
に
対
し
て
鞭
を
揮
う
意
味
の
字
で
、〝
牛
を
飼
う
〟
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

音
は
攵 ぼ

く

。 

教
は
、
子
供
に
対
し
て
鞭
を
揮
う
意
味
の
字
で
す
。
音
は
耂 こ

う

が
な
ま
っ
て
キ
ョ
ウ
で
す
。 

政
は
、
世
の
不
正
を
打 ●

ち ●

こ
ら
し
め
て
、
正 ●

し
き
に
導
く
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
音
は
正 せ

い

。 

敗
は
、
〝
貝 ●

を
打 ●

ち ●

こ
わ
す
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
や
ぶ
れ
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
音

は
貝 は

い

で
す
。 

故
は
、
古 ●

び
た
物
を
打
ち
こ
わ
す
と
い
う
意
味
の
字
で
す
が
、
〝
古
い
〟
と
い
う
使
い
方
と
〝
こ
わ

す
〟
と
い
う
使
い
方
と
分
か
れ
て
い
ま
す
。
音
は
古 こ

。
故
郷
、
故
事
。
故
障
、
事
故
。 

救
は
、
人
の
求 ●

め
に
応
じ
て
武
器
を
揮
い
、
〝
人
を
す
く
う
〟
こ
と
で
す
。
音
は
求

き
ゅ
う

。 

  

改
は
、
悪
を
犯
し
た
自
己 

、 

に
自
ら
鞭
を
加
え
て
再
び
し
ま
い
と
、
心
を
“
あ
ら 
た
め
る
”
こ
と

で
す
。
音
は
己
カ
イ 

（ki

）。 

放
は
、
鞭 ●

を
揮
っ
て
、
四
方 ●

つ
ま
り
外
へ
〝
追
い
は
ら
う
〟
こ
と
で
す
。
音
は
方 ほ

う

で
す
。 

 

支
は
、
沢
山
（
十
）
の
物
を
一
手
に
〝
ま
と
め
る
〟
意
味
と
、
そ
の
反
対
に
、
一
つ
の
手

か
ら
沢
山
〝
分
か
れ
出
る
〟
意
味
と
あ
り
ま
す
。
前
者
は
、
〝
さ
さ
え
る
〟
こ
と
。
支
点
、

支
柱
。
後
者
は
、
〝
分
か
れ
る
〟
こ
と
。
支
店
、
支
流
。 

枝
は
、
一
つ
の
幹
か
ら
沢
山
分
か
れ
出
る
〝
え
だ
〟
の
こ
と
で
す
。
音
は
支 し

。 

肢
は
、
体
か
ら
分
か
れ
出
た
〝
手
足
〟
の
こ
と
で
す
。
音
は
支 し

。 

翅
は
、
鳥
の
手
足
に
あ
た
る
〝
つ
ば
さ
〟
の
こ
と
で
す
。
音
は
支 し

。 
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殳
は
、
手
に
武
器
を
持
っ
た
形
で
す
。

は
手
裏
剣
の
よ
う
な
、
投
げ
つ
け
る
武
器
の
象

形
だ
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
音
は
手 し

ゅ

で
す
。 

投
は
、
〝
手
裏
剣
を
な
げ
る
〟
の
が
本
義
で
、
今
で
は
、
広
く
〝
な
げ
る
〟
意
味
に
使
わ

れ
ま
す
。 

殴
は
、
区 ●

と
殳 ●

と
の
形
声
字
で
、
〝
投
げ
つ
け
る
〟
の
が
本
義
の
字
で
す
が
、
今
は
、
〝
手
で
な
ぐ
る
〟

意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
音
は
区 く

が
変
化
し
た
オ
ウ
。
殴
打

お
う
だ

。 

殺
は
、

豕
い
の
し
し

（S
i 

サ
イ
・
シ
）
の
変
形
し
た

と
殳 ●

の
会
意
形
声
字
で
、
〝
家
畜
を
打 ●

ち ●

こ
ろ
す
〟

の
が
本
義
の
字
で
す
。
今
で
は
、
広
く
〝
こ
ろ
す
〟
意
味
に
使
い
ま
す
。
音
は
豕 さ

い

、
ま
た
は
サ
ツ
。 

殿
は
、
展 て

ん

と
殳 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
お
尻
を
打
つ
〟
の
が
本
義
の
字
で
す
。「
臀
（
し
り
）」
の
本

字
で
す
。
軍
隊
が
退
却
す
る
時
、
一
番
後
ろ
に
な
る
こ
と
を
「
殿
（
し
ん
が
り
）」
と
言
い
ま
す
。
今
で

は
「
殿
堂
」
な
ど
、
高
大
な
建
物
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
音
は
展 て

ん

で
す
。 

  

役
は
、
〝
武 ●

器 ●

を
持
っ
て
行 ●

く ●

〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
戦
争
〟
ま
た
は
〝
い
く
さ
仕
事
〟
の
意
味

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
役
。
兵
役
。
昔
か
ら
兵
役
は
若
い
男
子
の
義
務
と
し
て
〝
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
仕
事
〟
で
し
た
。
大
役
。
役
人
。
音
は
漢
音
が
エ
キ
、
呉
音
が
ヤ
ク
。 

  

■
足
に
関
す
る
部
首 

    

右
上
に
あ
げ
た
五
つ
の
部
首
は
、
皆
、
足
の
裏
の
象
形
で
す
。 
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止
は
、
右
足
の
裏
を
象
っ
た
も
の
で
、
こ
こ
が
地
面
に
ぴ
っ
た
り
と
着
い
て
〝
立
ち
ど

ま
る
〟
と
い
う
の
で
、
〝
と
ど
ま
る
〟
意
味
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。 

正
は
、
一 ●

と
止 ●

と
の
会
意
字
で
、‶

人
の
止
ま
る
べ
き
線
〟
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
゛
守

る
べ
き
基
準
〟
の
こ
と
で
す
。 

歴
は
、厤 れ

き

と
足
の
意
味
の
止 ●

と
の
形
声
字
で
、゙

足
の
あ
ゆ
み
〟
が
本
義
で
す
。転
じ
て
゛
時
の
歩
み
〟

の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
遊
歴
。
歴
史
。 

足
は
、
○ ●

（
ひ
ざ
小
僧
の
象
形
）
か
ら
足
の
裏
（

）
ま
で
の
部
分
を
言
い
ま
す
。
〝
あ
し
〟
で
す
が
、

ひ
ざ
か
ら
上
は
含
ま
な
い
の
が
本
義
で
す
。 

促
は
、
人 ●

と
足 そ

く

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
近
づ
く
〟
〝
迫
せ
ま
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。「
催
促
」

「
督
促
」「
促
進
」
な
ど
〝
う
な
が
す
〟
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。 

  

 

歩
は
、
右
足
の
止 ●

と
、
左
足
の

の
変
形
少 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
あ
る
く
〟
こ
と 

を
表
わ
し

て
い
ま
す
。

。 

走
は
、
“
は
し
る
”
形
を
表
わ
し
た
土
（

）
と

と
の
会
意
字
で
す
。
土 ●

だ
け
で
は
〝
つ

ち
〟
と
同
じ
字
形
な
の
で
、
区
別
す
る
た
め
に
、
足
の
部
首
を
加
え
た
も
の
で
す
。 

 

癶
は

で
、
左
右
の
両
足
を
そ
ろ
え
て
立
つ
形
で
す
。
こ
れ
か
ら
前
進
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

前
へ
足
を
踏
み
出
せ
ば
「
発
」
と
な
り
、
上
へ
足
を
踏
み
出
せ
ば
「
登
」
と
な
り
ま
す
。 

発
の
音
は
八 は

つ

で
、
八 ●

に
は
、‶

開
く
〟
意
味
が
あ
り
ま
す
。
開
発
。
発
展
。
旧
字
は
發
で
〝
弓
を
発
射

す
る
〟
の
が
本
義
で
す
。 

登
の
音
は
豆 と

う

で
す
が
、「
登
山
」「
登
城
」
の
場
合
は
ト
と
発
音
し
ま
す
。 
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舛
は

で
、
両
足
を
左
右
に
や
や
開
い
て
そ
ろ
え
た
形
で
す
。
舞
を
舞
う
時
の
基
本
の
足
の

型
で
す
。
部
首
と
し
て
は
「
舞 ま

い

脚 あ
し

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
正
に
意
味
も
そ
の
通
り
で
す
。 

舞
は
、
ぶ

と
舛 ●

と
の
形
声
字
で
す
。 

無
は
、
ぶ

と
灬
（
燃
え
る
火
）
と
の
形
声
字
。
物
が
焼
け
て
〝
な
く
な
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。 

 

夅
は
、
舛 ●

が
左
右
な
の
に
対
し
て
、
上
下
に
足
が
並
ん
だ
形
で
す
。
ま
た
、
歩 ●

と 

反
対
に
、

下
向
き
の
形
で
す
の
で
、
〝
下
る
〟
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

降
は
、
崖
の
意
味
の
阝 ●

と
夅 ●

と
の
会
意
字
で
す
の
で
、
〝
崖
を
下
る
〟
の
が
本
義
で
す
。
今

は
、
広
く
〝
下
る
〟
の
意
味
に
用
い
ら
れ
、
〝
雨
の
下
る
〟
こ
と
、
つ
ま
り
〝
ふ
る
〟
意
味
に

も
使
わ
れ
ま
す
。
音
は
夅 こ

う

。
降
雨
。
降
雪
。 

各
は
、
足
を
下
向
き
に
し
て
〝
下
る
〟
意
味
を
表
わ
す

と
口 こ

う

と
の
形
声
字
で
す
。
発
音
、
本
義
共
に 

  夅 こ
う

と
同
じ
で
す
が
、
今
は
、
カ
ク
と
発
音
さ
れ
、
〝
お
の
お
の
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

落
は
、
〝
草
の
葉 ●

が
下
降 ●

す
る
〟
と
い
う
意
味
で
、
艹 ●

と
各 ●

と
の
会
意
字
で
す
。 

音
は
各 か

く

が
変
化
し

て
洛 ら

く

に
な
り
ま
し
た
。
落
葉
。
落
選
。 

絡
は
、
〝
下
に
落
ち
た
糸
が
か ●

ら ●

ま ●

る ●

〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
音
は
落 ら

く

で
す
。
手
か
ら
落
ち
て
も

つ
な
が
っ
て
は
い
ま
す
の
で
、
〝
続
く
〟
〝
つ
な
ぐ
〟
意
味
に
も
な
り
ま
す
。
連
絡
。 

路
は
、
下
降
の
意
味
の
各 ●

と
足 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
下
り
坂
の
み
ち
〟
の
こ
と
で
す
。「
坂
路
」

が
本
義
に
適
っ
た
用
法
で
す
。
音
は
各 ら

く

が
ロ ろ

に
変
わ
り
ま
し 

た
。 

踏
は
、
鞜 く

つ

の
意
味
の
沓 ●

と
足 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
靴
を
ト
ン
ト
ン
と
ふ
み
鳴
ら
す
〟
こ
と
で
す
。

音
は
沓 と

う

。
舞
踏
。
雑
踏
（
人
込
み
）。 

距
は
、
巨
大
の
意
味
の
巨 ●

と
足 ●

と
の
会
意
形
声
字
で 

、
〝
大
足
で
歩
け
ば
た
ち
ま
ち
に
へ
だ
た
る
〟

と
い
う
意
味
で
、
〝
へ
だ
た
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
音
は
巨 き

ょ

。
距
離
。 
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踊
・
躍
・
躁
・
踰
・
践
は
、
第
一
部
に
あ
り
ま
す
。 

 

趣
は
、
〝
物
を
取 ●

ろ
う
と
、
急
ぎ
走 ●

る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
取 し

ゅ

と
走
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
お

も
む
く
〟
こ
と
。
転
じ
て
、
〝
味
わ
い
〟
〝
様
子
〟
と
い
う
意
味
の
〝
お
も
む
き
〟
。
趣
味
。 

赴
は
、
〝

卜
う
ら
な
い

の
結
果
を
知
ら
せ
よ
う
と
、
急
ぎ
走
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
卜 ふ

と
走 ●

と
の
会
意

形
声
字
で
す
。
趣 ●

と
同
じ
く
〝
お
も
む
く
〟
が
本
義
。
赴
任
。 

越
は
、
武
器
の
意
味
の

戉
ま
さ
か
り

と
走 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
戉 え

つ

で
す
。
武
器
を
執
っ
て
敵
に
向
か

う
時
に
は
、
障
碍
を
乗
り
こ
え
て
進
み
ま
す
。
そ
れ
で
、
〝
こ
え
る
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
ま
し
た
。

越
境
。
超
越
。 

   

 

行
は
、
十
字
路
の
象
形
で
す
。
人
の
歩
行
す
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
〝
い
く
〟
と
い
う

意
味
を
表
わ
し
ま
し
た
。
指
事
字
で
す
。 

術
は
、
行 ●

と
朮

じ
ゅ
つ

と
の
形
声
字
で
す
。

み
ち

が
術 ●

の
本
義
で
す
。
道
は
、
目
的
地
に
行
く

の
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
何
事
で
も
、
行
な
う
の
に
最
も
良
い

方
法
を
道 ●

ま
た
は
術 ●

と
言
う
の
で
す
。
奇
術
。
剣
術
（
道
）。
柔
術
（
道
）。 

街
は
、
行 ●

と
圭 か

い

と
の
形
声
字
で
す
。

み
ち

が
街
の
本
義
で
す
。
〝
大
通
り
〟
の
こ
と
で
す
。
街
道
。
街

路
樹
。
街
燈
。
市
街
。 

衝
は
、
〝
重 ●

要
な
街
道 ●

〟
と
い
う
意
味
で
、
重 ●

と
行 み

ち

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
重

し
ょ
う

。
転
じ
て
〝
重

要
な
場
所
〟
と
い
う
意
味
に
使
い
ま
す
。
要
衝
。
ま
た
衝
（
道
路
）
は
重
要
な
場
所
を
〝
つ
ら
ぬ
い
て
〟

通
っ
て
い
ま
す
の
で
、
〝
突
き
ぬ
け
る
〟
〝
突
き
あ
た
る
〟
と
い
う
使
い
方
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
衝
突
。 
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彳
は
、
行
の
右
半
分
を
省
略
し
た
形
で
、
形
の
上
で
人
扁
に
似
て
い
る
た
め
、「
行
人
扁

ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん

」

と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
意
味
用
法
は
、
行 ●

と
同
じ
で
す
。 

征
は
、
〝
行 ●

っ
て
不
正
を
正 ●

す
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
正 せ

い

。
征
伐
。
遠

征
。 後

は
、
彳
と
幺
と
攵 こ

う

の
会
意
形
声
字
で
す
。
反
対
向
き
の
足
の
形
で
あ
る
攵
が
、
〝
う
し
ろ
〟
へ
行
く

こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

徒
は
、

の
変
形
し
た
も
の
で
、
土 ●

と
辶 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
土
の
上
を
歩
い
て
行
く
〟
の
が

本
義
で
す
。
転
じ
て
、
馬
や
駕
に
乗
ら
な
い
〝
身
分
の
低
い
士
〟
を
言
い
ま
す
。
徒
歩

と

ほ

。
徒
行
。
徒
卒
。 

従
は
、
從
の
略
。
從
は

の
変
形
で
、
从
と
辶
と
の
会
意
字
で
す
。
从
は
、
人
が
人
に
〝
付
き
し
た
が

う
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
会
意
字
で
、
従
の
本
字
で
す
。
従
は
新
し
く
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

循
は
、
巡

め
ぐ
る

や

順
し
た
が
う

の
意
味
の
盾

じ
ゅ
ん

と
彳
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。「
循

守

じ
ゅ
ん
し
ゅ

」
は
、
〝
従
順
〟
の
意
味
、 

  「
循
環

じ
ゅ
ん
か
ん

」
は
、
〝
巡
回
〟
の
意
味
で
す
。 

得
は
、

の
略
で
す
。
〝
道
路
（
彳
）
で
、
お
金
（
貝
）
を
手
（
寸
）
に
入
れ
る
〟
と
い
う
意
味
の
字

で
す
。
拾
得
。
得
を
す
る
。 

待
は
、
役
所
の
意
味
の
寺
と
彳 ●

と
の
会
意
字
で
〝
役
所
に
行
き
ま
た
さ
れ
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で

す
。
音
は
寺
の
な
ま
っ
たti ち

が
変
化
し
た
タ
イ
。 

  

辺
は
、
邊
の
略
字
。
“
国
の
果
て
”
“
他
の
果
て
”
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
そ 

れ
は
、

“
刀
を
持
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
危
険
な
「
辺
鄙
」
な
土
地
”
と
い
う
意
味
で
、 

刀
と
辶
と
で

表
わ
し
て
い
ま
す
。
辺
境
。 

迷
は
、
八
方
に
分
か
れ
る
道
路
の
象
形
で
あ
る

と
辶
と
の
会
意
字
。
ど
の
道
を
行
っ
た
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ら
よ
い
か
、
〝
ま
よ
う
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。

音
は
米 め

い

。
迷
路
。
迷
惑
。
迷
信
。 

速
は
、
木
を
一
本
一
本
運
ぶ
よ
り
も
、
束 ●

に
し
て

運
ん
だ
方
が
〝
は
や
い
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
束

と
辶 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
敏
速
。
速
達
。 

連
は
、
車
が
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
と
続
い
て
行
く

と
い
う
意
味
の
会
意
字
。
今
の
東
京
の
道
路
の
様
子

に
ぴ
っ
た
り
の
字
で
す
。
連
続
。
連
想
。 

逸
は
、
兎

う
さ
ぎ

と
辶 ●

と
の
会
意
字
。
兎
は
逃
げ
隠
れ

の
す
ば
や
い
動
物
な
の
で
、
〝
す
ば
や
い
〟
〝
逃
げ

る
〟
〝
隠
れ
る
〟
な
ど
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
逸
足
。
逸
話
。 

  

運
は
、
軍
用
車
の
意
味
の
軍 ●

と
辶 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
音
は
軍 ぐ

ん

の
変
化
し
た
ウ
ン
。
武
器
糧
食
を
〝
は

こ
ぶ
〟
の
が
本
義
で
す
。
運
送
。 

「
軍
」
は
、
軍
用
車
を
取
り
巻
く
形
の
字
で
、
〝
軍
隊
〟
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。 

道
は
、
首

あ
た
ま

と
辶
と
の
会
意
字
で
、
〝
大
切
な
道
〟
〝
本
道
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。 

逆
は
、人
の
逆
さ
に
な
っ
た
形
の

と
辶
と
の
会
意
字
で
、〝
反
対
の
方
向
に
行
く
〟
の
が
本
義
で
す
。

逆
行
。
逆
流
。
逆
算
。
転
じ
て
、
〝
そ
む
く
〟
こ
と
。
反
逆
。
逆
賊
。 

辷
は
、
わ
が
国
で
作
っ
た
漢
字
で
す
。
平
坦
の
意
味
の
一 ●

と
辶
と
で
、
〝
す
べ
る
〟
意
味
を
表
わ
し
た

会
意
字
で
す
。 

辻
は
、
〝
十
字
路
〟
の
こ
と
で
、
〝
つ
じ
〟
と
読
み
ま
す
。 

込
は
、
〝
入
り
こ
む
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。「
辷
・
辻
・
込
」
な
ど
、
わ
が
国
で
作
ら
れ
た
漢
字

に
は
音
が
あ
り
ま
せ
ん
。 
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延
は
、

と
丿 え

い

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。

は
足
の
意
味
の
止 ●

と
廴 ●

と
で
〝
道
を
行

く
〟
意
味
。
丿 え

い

は
曳 え

い

（
引
き
ず
る
）
の
丿 え

い

で
す
。
延
は
、
〝
道
の
り
が
引
き
の
ば
さ
れ
る
〟

と
い
う
意
味
で
す
。
そ
れ
は
〝
遠
く
ま
で
行
く
〟
意
味
に
も
な
り
ま
す
の
で
、「
遠
」
と
同

音
同
義
に
な
り
ま
す
、
音
は
丿 え

い

が
変
化
し
て
エ
ン
。
延
長
。
延
期
。 

曳
は
、
申 ●

と
丿 え

い

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
申
は
伸
の
本
字
で
、
〝
物
を
両
手
で
引
き
の
ば
す
〟
意
味
の

臼
と

と
の
会
意
字
で
す
（

）。
曳
は
、
そ
の
引
き
伸
ば
し
て
い
る
手
を
わ
き
か
ら
〝
引
っ
ぱ
る
〟
こ

と
で
す
。
曳
航
（
船
を
引
っ
ぱ
る
）。 

廻
は
、
ま
わ
る
意
味
の
◎
に
廴 ●

を
加
え
て
、
〝
ま
わ
り
道
を
す
る
〟
意
味
を
表
わ
し
た
字
。
今
で
は
回

が
廻
の
意
味
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
巡
廻
（
回
）。 

建
は
、
筆
の
本
字
の
聿 ●

と
廴 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
筆
を
動
か
し
進
め
る
〟
〝
文
章
を
書
く
〟
の
が

本
義
の
字
で
す
。「
建
策
」「
建
議
」
は
、
文
書
を
も
っ
て
意
見
を
進
言
す
る
こ
と
で
す
。
転
じ
て
、
〝
計 

  画
を
立 ●

て ●

る ●

〟
意
味
か
ら
、
〝
家
を
立
て
る
〟
こ
と
に
ま
で
使
わ
れ
ま
す
。
建
国
。
建
築
。
音
は
、
廴 え

ん

が

変
化
し
て
ケ
ン
。 

廷
は
、
壬 て

い

と
廴
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
壬
は
亻
と
土
と
の
会
意
字
で
、
人
が
直
立
す
る
と
い
う
意
味

の
字
で
、
〝
役
人
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
廷
は
、
〝
役
人
〟
の
働
き
ま
わ
る
役
所
と
い
う
意
味
の
字
で

す
。 庭

は
、
役
人
の
集
合
す
る
〝
役
所
の
ホ
ー
ル
〟
が
本
義
の
字
で
、
广 ●

（
建
物
）
と
廷 ●

と
の
会
意
字
で
す
。

転
じ
て
、
〝
広
場
〟
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
が
、「
日
本
庭
園
」
の
庭
と
は
、
内
容
が
大
変
に
異
な
っ
て

い
ま
す
。 
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■
人
体
に
関
係
の
あ
る
部
首 

    

欠
は
、
口
を
大
き
く
開
い
た
人
の
形
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
〝
あ
く
び
〟
と
い
う
名
が
あ

り
ま
す
。
部
首
と
し
て
は
、
〝
口
を
開
く
〟
〝
あ
く
び
す
る
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。 

次
は
、
二 ジ

と
欠 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
二 じ

で
す
。
二
番
め
で
結
構
、
と
だ
ら
け
た
気
持
で
あ
く
び

し
て
い
る
状
態
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
つ
ぎ
〟
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
次
官
。
次
男
。 

欧
は
、
区 お

う

（
嘔
）
と
欠
と
の
形
声
字
。
〝
お ●

う ●

お ●

う ●

と
言
っ
て
、
食
べ
た
物
を
口
か
ら
吐
き
出
す
〟
の

が
本
義
。「
欧
州
」「
欧
米
」
は
仮
借
に
よ
る
用
法
で
す
。「
嘔
」
と
同
音
同
義
。 

  

吹
は
、
〝
口
を
開
い
て
、
口
か
ら
息
を
ふ
き
出
す
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
字
。
音
は
炊 す

い

。
吹
奏
。 

飲
は
、
〝
口
を
開
い
て
、
食
べ
物
を
の
み
こ
む
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
宇
。
音
は
引 い

ん

。
飲
酒
。 

歌
は
、
〝
口
を
開
い
て
、
よ
い
声
（
可
）
を
出
す
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
。
歌
唱
。 

 

見
は
、
目 ●

と
人 ●

と
の
会
意
字
で
、
人
が
目
で
〝
み
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
見
学
。 

視
は
、
祭
祀
の
意
味
の
礻 し

と
見 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
示 し

。
儀
式
に
手
落
ち
の
な
い

よ
う
に
、
〝
注
意
深
く
み
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
視
察
。
注
視
。
看
視
。 

覚
は
、
学
の
意
味
の

か
く

と
見 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
音
は

か
く

。
見
て
よ
く
学
べ
ば
〝
わ
か
る
〟
し
、

ま
た
〝
お
ぼ
え
る
〟
こ
と
も
で
き
ま
す
。「
自
覚
」
は
〝
わ
か
る
〟
〝
さ
と
る
〟
の
意
味
で
す
。 

親
は
、
辛 し

ん

と
木 ●

と
見 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、

が
本
字
。
木
は
人
の
住
む
所
な
ら
、
ど
こ
で
も
見
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
で
す
。
〝
見
な
れ
た
も
の
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
し
た
し
い
〟
が
本
義
で
す
。
人
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間
関
係
で
、
最
も
見
慣
れ
て
お
り
、
最
も
親
し
い
の
は
、
〝
お
や
〟
で
す
。
〝
お
や
〟
は
転
注
。
親
愛
。

親
族
。 

覧
は
、
監
の
意
味
の

監

と
見 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
高
い
所
か
ら
見
お
ろ
す
〟
〝
身
分
の
高

い
人
が
ご
ら
ん
に
な
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
天
賀
。
御
覧
。
遊
覧
。 

規
は
、
コ
ン
パ
ス
の
象
形
の
夫 ●

（

）
と
見 け

ん

と
の
形
声
字
で
、
〝
円
を
え
が
く
器
具
〟
の
こ
と
で
す
。

見 け
ん

の
音
は
〝
き
〟
と
〝
え
ん
〟
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
見
＝
規
＋
円
。 

 

心
は
、
心
臓
の
象
形
で
、
〝
心
臓
〟
が
本
義
。
転
じ
て
〝
精
神
作
用
を
つ
か
さ
ど
る
こ ●

こ ●

ろ ●

〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
心
配
。
心
理
。 

念
は
、
今 ●

の
心 ●

と
い
う
意
味
の
会
意
字
で
す
。
現
在
、
あ
あ
し
た
い
、
こ
う
し
た
い
と

考
え
て
い
る
心
と
い
う
こ
と
で
す
。
念
願
。
専
念
。
雑
念
。 

  

志
は
、

が
古
体
で
す
。

は
之
（
行
く
）
の
古
体
で
、
〝
活
動
状
態
に
は
い
っ
た
心
〟
を
志 ●

と
言

う
の
で
す
。
〝
こ
こ
ろ
ざ
し
〟
。
闘
志
。
大
志
。 

忠
は
、
“
ま
心
”
と
い
う
意
味
の
字
で
、
中 

、 

（
チ
ュ
ウ
）
と
心 

、 

の
会
意
形
声
字
で
す
。 
忠

実
。
忠
誠
。 

思
は
、

で
、

と
心 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。

は
脳
の
本
字
で
す
。
脳
と
心
臓
と
が
、
人
間
の

思
考
活
動
を
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
こ
と
で
、
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
思
想
。
意
志
。 

忍
は
、心 ●

を
刃 ●

物
で
突
き
剌
さ
れ
る
よ
う
な
思
い
に
も
〝
た
え
し
の
ぶ
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、刃 ニ

ン（
呉

音
。
漢
音
は
ジ
ン
）
と
心
と
の
会
意
形
声
字
。 

忘
は
、
〝
心
を
う
し
な
う
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
〝
わ
す
れ
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
亡 ぼ

う

（
失

う
）
と
心
と
の
会
意
形
声
字
。
忘
恩
。
忘
年
。 

忙
は
、
〝
忘
れ
る
ほ
ど
い ●

そ ●

が ●

し ●

い ●

〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
忘 ●

と
同
じ
く
、
亡 ぼ

う

（
失
）
と
心 ●

と
の
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会
意
形
声
字
で
す
。
多
忙
。
忙
殺
。 

性
は
、
〝
生 ●

ま
れ
つ
き
の
心
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、「
天
性
」「
本
性
」「
性
格
」
な
ど
と
使
わ
れ
る

字
で
す
。
生 せ

い

と
心
と
の
会
意
形
声
字
。 

恥
は
、耳 ●

か
ら
入
っ
て
心 ●

に
痛
く
感
ず
る
と
い
う
意
味
で
、〝
は
ず
か
し
い
〟
こ
と
を
表
わ
し
ま
し
た
。

音
は
耳 チ

。
恥
辱

じ
ょ
く

。
無 む

恥 ●

厚
顔

こ
う
が
ん

。 

悟
は
、
吾 ご

と
心 ●

と
の
会
意
形
声
字
〝
吾 わ

れ

を
正
し
く
心
に
写
し
出
す
〟
こ
と
で
す
。
肉
眼
が
自
己
の
肉
体

を
見
る
こ
と
が
で
き
に
く
い
よ
う
に
、
自
己
の
心
は
わ
か
り
に
く
い
も
の
。
そ
の
心
を
は
っ
き
り
と
明
ら

か
に
す
る
の
が
〝
さ
と
り
〟
で
す
。
悟
得
。
覚
悟
。 

患
は
、

（
く ●

し ●

で
貫 ●

く
象
形
）
と
心 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
心
を
突
き
剌
さ
れ
る
よ
う
な
思
い
〟

と
い
う
意
味
の
字
で
す
。〝
う
れ
い
〟
。転
じ
て
〝
病
気
に
か
か
る
〟
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す
。内
憂
外
患
。

患
者
。
串 ●

は
、
食
べ
物
に
く
し
を
と
お
す
こ
と
、
貫 ●

は
お
金
（
貝
）
の
穴
に
ひ
も
を
と
お
す
こ
と
。
言
葉 

  と
し
て
は
ど
ち
ら
も
同
じ
カ
ン
で
す
。 

惜
は
、
〝
昔 ●

を
思
う
心 ●

〟
と
い
う
意
味
の
、
昔 せ

き

と
心
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
過
ぎ
し
昔
の
こ
と
は
な

つ
か
し
く
、
美
し
い
も
の
。
〝
な
つ
か
し
む
〟
〝
い
と
お
し
む
〟
こ
と
で
す
。
愛
惜
。 

想
は
〝
よ
く
見
る
〟
意
味
の
相 そ

う

と
心
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
実
際
の
様
子
を
眼
前
に
見
る
よ
う
に
、

心
に
あ
り
あ
り
と
〝
思
い
え
が
く
〟
こ
と
で
す
。
想
像
。
回
想
。
思
想
。
感
想
。 

愁
は
、
〝
秋 ●

の
心 ●

〟
と
い
う
意
味
の
、
秋

し
ゅ
う

と
心
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。「
枯
れ
枝
に
鳥
の
と
ま
り

け
り
秋
の
暮
」
何
と
は
な
し
に
、
物
の
あ
わ
れ
を
感
ず
る
の
が
〝
秋
の
心
〟
で
す
。
〝
う
れ
い
〟
哀
愁
。

旅
愁
。 

意
は
、
声
音 ●

の
意
味
の
音 い

ん

と
心
と
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
、
音 い

ん

が
つ
ま
っ
て
イ
。
心
に
思
っ
て
い

る
こ
と
が
、「
よ
し
や
ろ
う
」
と
い
う
声
に
な
っ
て
出
る
状
態
に
な
っ
た
心
を
意 ●

と
言
い
ま
す
。
意
志
。

決
意
。
意
見
。
精
神
活
動
の
本
体
が
「
心
」
で
あ
り
、
刺
戟
に
対
し
て
心
が
活
動
し
始
め
る
状
態
が
「
志
」
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で
あ
り
、
判
断
が
つ
い
て
行
動
に
移
ろ
う
と
す
る
状
態
ま
で
高
め
ら
れ
た
の
が
「
意
」
で
す
。 

慎
は
、
〝
心
に
悪
や
油
断
が
生
じ
な
い
よ
う
に
つ ●

つ ●

し ●

む ●

〟
と
い
う
意
味
の
、
真
と
心
と
の
会
意
形
声

字
で
す
。
言
葉
を
つ
つ
し
む
の
が
謹
、
心
を
つ
つ
し
む
の
が
慎
で
す
。
謹
慎
。
慎
重
。 

慈
は
、
草
の
滋 し

げ

る
意
味
の
茲 じ

と
心 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
草
に
水
を
や
り
、
育
て
〝
い
つ
く
し
む
〟
心

を
言
い
ま
す
。「
慈
愛
の
心
が
草
木
に
ま
で
及
ぶ
」
と
い
う
の
が
慈
の
本
義
で
す
。
慈
悲
。
慈
善
。 

慣
は
、
物
事
を
や
り
抜
き
と
お
す
意
味
の
貫 か

ん

と
心
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
一
貫
し
た
行
為
に
よ
っ
て

生
ず
る
な ●

れ ●

〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
慣
習
。
慣
例
。
慣
性
。
慣
用
。 

憶
は
、
お ●

も ●

う ●

意
味
の
意 ●

に
さ
ら
に
心
を
加
え
て
、
〝
長
く
思
う
〟
意
味
を
表
わ
し
た
会
意
形
声
字
で

す
。
記
憶

き
お
く

。
追
憶

つ
い
お
く

。
音
の
オ
ク
は
、o

k
u

で
は
な
く
てo

k

、
つ
ま
り
、
今
の
表
記
で
言
え
ば
、
オ
ッ
で

あ
っ
て
、
熟
語
の
組
み
合
わ
せ
方
に
よ
っ
て
はo

n
g

に
な
り
、on

に
近
い
の
で
す
。
音 ●

は
漢
音
が
イ
ン
、

呉
音
が
オ
ン
で
す
が
、
イ→

イ
ン→

イ
ク
、
オ→

オ
ン→

オ
ク
で
、
こ
れ
ら
は
発
音
の
現
実
で
は
ほ
と 

  ん
ど
同
じ
に
聞
こ
え
る
の
で
す
。「
意 い

」
と
「
憶 お

く

」
と
で
は
ま
る
で
、
緑
が
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

現
実
で
通
じ
合
う
音
な
の
で
す
。 

憧
は
、
い
つ
も
心
が
外
に
向
か
っ
て
い
て
、
他
を
〝
あ
こ
が
れ
〟
て
い
る
児 ●

童 ●

の
心 ●

を
表
わ
し
た
、
童 ど

う

と
心 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
憧
憬
。 

惑
は
、
〝
も
し
か
し
た
ら
〟
と
い
う
意
味
の
或 わ

く

と
心
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
疑
い
を
抱
く
〟
と
い

う
意
味
の
字
で
〝
ま
ど
う
〟
こ
と
。
惑
乱
。
迷
惑
。
誘
惑
。 

惰
は
、
堕
（
地
に
落
ち
る
）
の
意
味
の
だ

と
心
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
堕
落
し
た
心
〟
と
い
う
意

味
の
字
で
す
。
〝
怠
け
る
〟
〝
お
こ
た
る
〟
こ
と
。
怠
惰
。
惰
性
（
現
状
を
打
開
し
て
向
上
し
よ
う
と
い

う
気
持
に
対
し
て
、
現
状
維
持
の
気
持
の
こ
と
）。 

悩
は
、
脳 の

う

と
心
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
甾
は
頭
脳
の
象
形
の

に
髪
の
毛
を
加
え
た
形
で
す
。
心

や
頭
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
、
〝
な
や
む
〟
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
苦
悩
。
煩
悩
。 
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肉
は
、
獣
肉
の
き
れ
の
象
形
で
す
。
“
食
肉
”
が
本
義
で
す
が
、
部
首
と
し
て 

は
、
多
く
、

肉
体
の
名
称
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

胃
は
、

で
、

は
、
胃
に
食
べ
物
が
入
っ
て
い
る
象
形
で
す
。 

肩
は
、
肩
の
象
形
で
あ
る

と
肉 ●

の
会
意
字
。
肩
を
軸
と
し
て
腕
が
戸
の
よ
う 

に
動
く

意
味
に
も
取
れ
ま
す
。 

腕
は
、
宛
曲
の
意
味
の
宛 わ

ん

と
肉
と
の
会
意
形
声
字
で
、
曲
げ
た
り
伸
ば
し
た
り
で
き
る
〝
う
で
〟
を
表

わ
し
ま
し
た
。
音
は
宛
の
変
化
し
た
ワ
ン
。 

肝
は
、
幹
の
意
味
の
干 か

ん

と
肉
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
根
幹
に
あ
た
る
よ
う
な
大
事
な
臓
器
〟
と
い
う

意
味
の
字
で
す
。「
肝
腎
」
は
、
肝
臓
と
腎
臓
の
こ
と
で
、
ど
ち
ら
も
重
要
な
臓
器
な
の
で
、
〝
重
要
〟

と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。 

胸
は
、
匈

き
ょ
う

と
肉
と
の
会
意
形
声
字
。
匈
は
、
包
む
意
味
の
勹
（
第
二
章
の
包
参
照
）
と
凶
の
形
声
字 

  

で
〝
心
臓
や
肺
を
包
む
と
こ
ろ
〟
の
む ●

ね ●

を
表
わ

し
た
も
の
で
す
。 

脈
は
、
川
の
分
派
す
る
形
を
表
わ
し
た
み
ゃ
く

（

で
派
の
本
字
）
と
肉
の
会
意 

形
声
字
で
、
〝
血
液

が
分
派
し
て
流
れ
る
血
管
〟
の
こ
と
で
す
。
動
脈
。

静
脈
。

の
音
は
、
漢
音
が
ハ
、
呉
音
が
マ
。
こ
れ

が
つ
ま
っ
て
発
音
さ
れ
る
場
合
、
昔
は
こ
れ
を
ハ
ク
、

マ
ク
と
表
記
し
た
も
の
で
、h

a
k
u

、m
a
ku

 

と
読

ん
だ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ミ
ャ
ク
は
マ
ク
の
な

ま
り
で
す
。 

胴
は
、
筒 つ

つ

の
意
味
の
同 ど

う

と
肉
と
の
会
意
形
声
字
で
、
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〝
肉
体
の
筒
状
を
し
た
と
こ
ろ
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
胴
体
。 

胎
は
、
〝
始
ま
る
〟
の
意
味
の
台 だ

い

と
肉
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
母
体
の
中
に
新
し
い
生
命
が
始
ま

る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。「
妊
娠
」
と
同
義
で
す
。
転
じ
て
「
子
宮
」
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。

母
胎
。
胎
内
。si
は ti

に
最
も
変
化
し
や
す
い
音
で
す
。ti

は
タ
イ
と
も
発
音
さ
れ
ま
す
。
始 し

と
胎 た

い

と

は
も
と
は
同
音
な
の
で
す
。
詩 し

と
待 た

い

と
の
関
係
と
同
じ
で
す
。 

肺
は
、
咅 ば

い

の
意
味
の

は
い

（
市 し

と
は
異
字
、
沛 は

い

然
の
旁
と
同
字
）
と
肉
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
咅
（
第

一
章
の
咅
を
参
照
）
の
〝
二
つ
に
分
け
る
〟
と
い
う
意
味
に
よ
っ
て
〝
左
右
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
臓

器
〟
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。 

 

骨
は
、
ほ
ね
の
象
形 

と
肉
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
筋
肉
の
付
い
た
ほ
ね
〟
が
本
義
の

字
。
音
は
冎 か

の
変
化
し
た
コ
ツ
。「
骨
格
」、「
骨
子
」
は
〝
ほ
ね
〟
ぐ
み
の
意
味
で
〝
輪
郭
〟 

 

 〝
要
点
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。  

髄
は
、
付
随
の
意
味
の
迶 ず

い

と
骨
と
の
会
意
形
声
字
で
〝
骨
に
付
随
し
て
い
る
、
骨
の
中
に
充
満
し
て
い

る
脂
肪
状
の
物
質
〟
の
こ
と
。
〝
骨
の
内
部
〟
。
脊
髄
。
転
じ
て
、
〝
物
事
の
中
心
と
な
る
大
切
な
所
〟

と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
、
心
（
神
）
髄
。
精
髄
。 

 

歹
は
、

が
く
ず
れ
た

で
す
。
肉
体
が
死
ん
で
骨
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
状
態
を
表
わ

し
た
字
で
す
。「
一 い

ち

タ た

扁 へ
ん

」
と
言
い
ま
す
。
〝
死
〟
に
関
す
る
意
味
を
特
っ
た
部
首
で
す
。 

死
は
、
人
の
倒
れ
て
死
ん
だ
形
の
匕 ●

と
歹
と
の
会
意
字
で
〝
人
が
死
ん
で
骨
と
な
る
〟
意

味
の
字
で
す
。 

歿
は
、
水
中
に
隠
れ
る
意
味
の
没 ぼ

つ

と
歹 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
〝
死
ぬ
〟
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
死

歿
。 
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殊
は
、
血
を
意
味
す
る
朱 し

ゅ

（
あ ●

け ●

＝
赤
）
と
歹 ●

と
の
会
意
形
声
字
で 

、
〝
朱
に
染
ま
っ
て
死
ぬ
〟
と

い
う
意
味
の
字
で
、
〝
斬
刑
〟
が
本
義
で
す
。
首
と
胴
体
と
が
〝
切
り
離
さ
れ
る
〟
刑
な
の
で
、
〝
こ
と

に
す
る
〟
と
い
う
意
味
か
ら
転
じ
て
〝
こ
と
な
る
〟
〝
こ
と
に
（
特
別
に
）
〟
と
い
う
用
法
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
特
殊
。
殊
勲
。 

殉
は
、
順
の
意
味
の
旬

じ
ゅ
ん

と
歹
と
の
会
意
形
声
字
で
〝
人
の
死
に
順
っ
て
死
ぬ
〟
こ
と
で
す
。
殉
国
。

殉
死
。 

殖
は
、
木
を
ふ
や
す
意
味
の
〝
植
〟
に
な
ら
っ
て
〝
人
を
ふ
や
す
〟
意
味
の
字
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
。

歹 ●

と
植

し
ょ
く

と
の
会
意
形
声
字
。
殖
民
。
生
殖
。
転
じ
て
、
動
物
や
財
貨
を
ふ
や
す
の
に
も
用
い
ま
す
。
繁

殖
。
貨
殖
。
殖
産
。 

列
は
、
骨
か
ら
肉
を
〝
切
り
離
す
〟
意
味
の
会
意
字
で
す
。
〝
わ
け
る
〟
が
本
義
で
、
転
じ
て
〝
な
ら

べ
る
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
行
列
。
整
列
。 

  

■
衣
食
住
に
関
す
る
部
首 

    

衣
は
、
上
衣
の
象
形
で
、
〝
着
物
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
音
は
漢
音
が
イ
、
呉

音
が
エ
。
部
首
と
し
て
は
衤
（
衣
扁
）
が
多
く
、
亠
と

衣

と
上
下
に
分
け
て
使
わ

れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

表
は

で
、
毛 ●

と
衣 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
毛
皮
の
着
物
で
、
毛
の
あ
る
方
が
〝
お

も
て
〟
で
す
。
〝
お
も
て
〟
が
本
義
で
、
〝
お
も
て
に
出
す
〟
つ
ま
り
〝
あ
ら
わ
す
〟
と
い
う
意
味
に
も

使
い
ま
す
。
表
面
。
表
記
。
表
現
。 
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裏
は
、
内
側
の
意
味
の
里 り

（
城
郭
の
内
）
と
衣 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
着
物
の
う
ら
〟
が
本
義
の
字

で
す
。
転
じ
て
、
広
く
〝
う
ら
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
裏
面
。
暗
々
裏
。 

衷
は
、
〝
衣
の
中
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
中

ち
ゅ
う

で
す
。
〝
ふ
と
こ
ろ
〟
。
転
じ
て

〝
心
〟
の
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
単
に
〝
中
〟
の
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
衷
心
。
衷
情
。
折

衷
。 裂

は
、
切
り
分
け
る
意
味
の
列 れ

つ

と
衣
と
の
会
意
形
声
字
で
、
衣
類
を
仕
立
て
る
に
当
た
っ
て
〝
布
を
切

り
さ
く
〟
こ
と
。
転
じ
て
、
広
く
〝
さ
け
る
〟
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
分
裂
。
破
裂
。 

装
は
、
壮
大
の
意
味
の
壮 そ

う

と
衣
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
り
っ
ぱ
な
着
物
〟
と
い
う
意
味
の
字
。
〝
よ

そ
お
い
〟
。
盛
装
。
服
装
。
装
備
。 

被
は
、
体
の
外
側
を
包
む
意
味
の
皮 ひ

と
衣
と
の
会
意
形
声
字
で 

、
〝
体
を
包
む
衣
類
〟
の
総
称
。
被

服
。
外
被
。
転
じ
て
、
〝
覆
う
〟
〝
こ
う
む
る
〟
被
害
。
被
告
。 

  

製
は
、
刀
で
断
ち
切
る
意
味
の
制 せ

い

と
衣
と
の
会
意
形
声
字
で 

、
〝
衣
服
を
裁
断
す
る
〟
意
味
の
字
。

転
じ
て
、
広
く
〝
物
を
作
る
〟
意
味
に
使
い
ま
す
。
製
本
。
製
鉄
。
製
紙
。
作
製
。 

 

巾
は
、
布
で
物
を
覆
う
形
の
冂 ●

と
糸
す
じ―

●

と
の
会
意
字
で
、
〝
ぬ
の
ぎ
れ
〟
を
表
わ
し
た

部
首
で
す
。
音
は
僅 き

ん

で
す
。
布
巾
。
頭
巾
。 

布
は
、
父 ふ

の
省
略
し
た
形
の

と
巾 ● 

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
父
用
の
巾 ぬ

の

〟
と
い
う
意
味
の

字
で
す
。
昔
は
、
〝
上
質
の
麻
ぬ
の
〟
を
布
と
言
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
広
く
〝
ぬ
の
〟
の
意

味
に
使
い
ま
す
。
転
じ
て
、
〝
敷
く
〟
意
味
に
使
い
ま
す
。
綿 め

ん

布 ●

。
布 ●

設
。 

帛
は
、
〝
白
い
布
〟
と
い
う
意
味
の
、
白 は

く

と
巾 

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
白
い
厚
手
の
絹
で
、
昔
は

礼
物
の
贈
答
に
よ
く
使
わ
れ
ま
し
た
。
布
帛
。 
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希
は
、
爻 こ

う

と
巾
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
爻
は
糸
の
交
差
し
た
象
形
で
、
〝
刺
繍
を
施
し
た
、
飾
り
の

あ
る
巾 ぬ

の

〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
こ
う
い
う
美
し
い
布
は
僅
か
し
か
作
れ
ま
せ
ん
の
で
、
〝
少
な
い
〟

と
い
う
意
味
に
梗
わ
れ
ま
す
。「
希
少
」「
希
有

け

う

」。
ま
た
、
だ
れ
も
が
ほ
し
が
る
の
で
〝
の
ぞ
む
〟
と
い

う
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
希
望
。 

帳
は
、
長

ち
ょ
う

と
巾
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
長
い
布
〟
が
本
義
の
字
で
す
。
商
店
で
、
お
金
を
勘
定

か
ん
じ
ょ
う

す

る
所
に
、
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
長
い
布
を
垂
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
帳
場
と
言
い
ま
す
。
帳
場
で
使

う
書
き
つ
け
が
「
帳
簿
」
で
す
。
帳
簿
の
数
字
を
〝
帳
づ
ら
〟
と
言
い
ま
す
。
漢
字
で
表
わ
す
と
「
帳
面
」

で
す
。
帳
面
は
帳
場
で
使
う
も
の
で
す
が
、
今
で
は
ノ
ー
ト
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

席
は
、

席 せ
き

と
巾
と
の
形
声
字
で
す
。
昔
は
、
床
の
上
に
布
を
敷
き
、
そ
こ
に
坐
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
席
で
す
。
座
席
。
出
席
。 

帯
は
、
丗
と
腰
に
結
ぶ
紐
を
表
わ
す
冖
と
巾
と
の
会
意
字
で
す
。
昔
の
人
は
、 

七
つ
道
具
を
腰
の
ま 

  

わ
り
に
ぶ
ら
下
げ
ま
し
た
。
こ
れ
が
丗
で
す
。
帯
は
、

七
つ
道
具
や
手
拭
を
〝
身
に
つ
け
る
〟
と
い
う
意

味
の
字
で
す
。
〝
身
に
お
び
る
〟
こ
と
か
ら
転
じ
て

〝
お
び
〟
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
携
帯
。
帯
剣
。

帯
革
。 

帝
は
、
天
帝
を
祭
る
時
に
、
捧
げ
物
を
載
せ
る
机

の
象
形
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
〝
天
帝
〟
そ
の
も
の
を

表
わ
し
た
も
の
で
す
。
後
、
天
子
の
称
号
に
な
り
ま

し
た
。 

帥
は
、
小
高
い
丘
の
象
形
で
あ
る
𠂤 た

い

（

）
と
巾 

と
の
会
意
形
声
字
。
軍
隊
は 

丘
の
周
囲
に
集
合
す
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る
の
で
、
𠂤 た

い

は
「
軍
隊
」
の
意
味
に
転
用
さ
れ
ま
す
。

巾
は 

軍
を
指
揮
す
る
た
め
の
小
旗
。
帥
は
、
〝
軍
隊

の
指
揮
者
〟
の
こ
と
で
す
。
統
帥
。
元
帥
。
音
は
、
𠂤 た

い

が
変
化
し
て
ス
イ
。 

師
は
、
軍
隊
の
意
味
の
𠂤
と
、
止
ま
る
意
味
の
帀 し

と

の
会
意
形
声
字
で
、
〝
軍
隊
が
駐
留
す
る
〟
の
が
本
義
。

転
じ
て
「
軍
団
」「
軍
の
指
揮
官
」「
教
師
」
の
意
味
に

な
り
ま
し
た
。
王
師
（
王
の
軍
隊
）。 

帆
は
、
風
の
意
味
の
凡 は

ん

と
巾
と
の
会
意
形
声
字
で
、

〝
風
を
受
け
て
進
む
た
め
の
舟
の
ほ
〟
を
表
わ
し
て

い
ま
す
。 

 

 

糸
は
、
繭
か
ら
取
っ
た
糸
を
よ
り
合
わ
せ
た
象
形
字
で
す
。
音
は
シ
で
す
。
製
糸
工

場
。 細

は
、
糸
と
田 さ

い

（
思
の
田
で

、
音
はsi

）
と
の
形
声
字
で
す
。
〝
い
と
〟
と
い
う 

意
味
が
、
〝
ほ
そ
い
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
す
。
糸si

も
細si

も
元
来
は
同
じ
意
味
で

あ
り
、
同
じ
発
音
な
の
で
す
。
細
小
。
転
じ
て
〝
こ
ま
か
い
〟
。
細
字
。
細
胞
。 

系
は
、

で
、
〝
二
本
の
糸
を
つ
な
ぐ
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
字
。
音
は
繋 け

い

。
転
じ
て
〝
家
の
つ
な

が
り
〟
〝
血
の
つ
な
が
り
〟
の
意
味
。
家
系
。 

糾
は
、
糸
を
よ
り
合
わ
せ
た
象
形

の
丩

き
ゅ
う

と
糸
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
糸
を
よ
り
合
わ
せ
る
〟

こ
と
。
糾
合
。
ま
た
〝
糸
が
か
ら
み
つ
く
〟
。
紛
糾
。
転
じ
て
紛
糾
し
た
も
の
を
解
く
た
め
に
〝
た
だ
し

調
べ
る
〟
。
糾
明
。 

約
は
、
物
を
包
ん
だ
形
の
勺

し
ゃ
く

と
糸
と
の
会
意
形
声
字
、
〝
包
ん
だ
も
の
を
糸
で
く
く
る
〟
こ
と
。
〝
ひ
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き
し
め
る
〟
こ
と
か
ら
「
倹
約
」「
節
約
」
と
い
う
使
い
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

納
は
、
〝
外
で
乾
か
し
た
糸 ●

を
内 ●

に
し
ま
う
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
内
（
漢
音
は
ダ

イ
、
呉
音
は
ナ
イ
）
が
変
化
し
て
、
漢
音
は
ト
ウ
、
呉
音
は
ノ
ウ
。
納
入
。
出
納

す
い
と
う

。 

純
は
屯

じ
ゅ
ん

と
糸
の
形
声
字
で
、
他
の
糸
を
交
じ
え
な
い
「
純
粋
の
生
糸
」
の
こ
と
。
転
じ
て
、
〝
ま
じ

り
け
の
な
い
〟
意
味
に
用
い
ま
す
。
純
毛
。
純
真
。 

紋
は
、
模
様
の
意
味
の
文 も

ん

と
糸
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
織
物
の
模
様
〟
が
本 

義
。
わ
が
国
で
は
、

家
系
を
表
わ
す
「
紋
章
」
の
意
味
に
使
い
ま
す
。 

紛
は
、
糸 ●

が
分 ●

か
れ
て
〝
入
り
乱
れ
る
〟
と
い
う
意
味
の
、
分 ふ

ん

と
糸
と
の
会
意
形
声
字
。
緒

い
と
ぐ
ち

が
〝
ま

ぎ
れ
〟
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
紛
糾
。
紛
失
。 

素
は
、
ま
だ
彩
色
し
な
い
〝
生
糸
〟
の
こ
と
。
転
じ
て
、
〝
も
と
の
ま
ま
〟
〝
し
ろ
い
〟
〝
飾
り
け
な

い
〟
な
ど
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
素
質
。
平
素
。
元
素
。
素
朴
。 

  

累
は
、

が
正
字
。
畾 ら

い

は
、
雷
の
本
字
で
、
雷
鳴
の
〝
重
な
り
続
く
〟
意
味
の
字
。
累
は
、
〝
糸
を

重
ね
る
〟
こ
と
。
転
じ
て
、
広
く
〝
物
を
重
ね
る
〟
意
味
に
使
い
ま
す
。
累
計
。
累
代
。「
累
卵
」
は
卵

を
重
ね
る
こ
と
で
、
大
変
危
険
な
こ
と
の
譬
え
に
使
う
言
葉
で
す
。
音
は
畾
が
変
化
し
て
ル
イ
。 

塁
は
、

が
本
字
。
〝
土
を
高
く
積
み
重
ね
る
〟
こ
と
で
、
〝
と
り
で
〟
〝
城
壁
〟
の
こ
と
で
す
。

今
は
、
野
球
で
「
一
塁
」「
二
塁
」
と
使
い
ま
す
。
昔
の
言
葉
で
言
え
ば
、「
一
の
丸
」「
二
の
丸
」「
本
丸
」

に
当
り
ま
す
。 

継
は
、
繼
が
本
字
。
〝
切
れ
切
れ
（

）
に
な
っ
た
糸
を
一
本
の
糸
に
す
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、

〝
つ
な
ぐ
〟
こ
と
を
表
わ
し
ま
し
た
。
継
続
。 

断
は
、

と
斤 お

の

で
、
〝
糸
を
ば
ら
ば
ら
に
「
切
断
す
る
」
〟
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
転

じ
て
〝
思
い
切
り
よ
く
〟
処
置
す
る
こ
と
。
決
断
。
判
断
。
英
断
。 

続
は
、
續
が
本
字
。
賣
は
属
の
意
味
の
部
首
。
〝
切
れ
た
糸
を
つ
な
ぐ
〟
こ
と
。
連
続
。
続
出
。 
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読
は
、讀
が
本
字
。〝
言
葉
を
つ
な
ぐ
〟
と
い
う
意
味
で
、〝
本
を
よ
む
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。

言
葉
を
切
れ
切
れ
に
読
ん
だ
の
で
は
〝
読
〟
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

網
は

岡

と
糸
と
亡 も

う

の
会
意
形
声
字
で
す
。

岡

は

で
、
鳥
を
捕
え
る
〝
か
す
み
あ
み
〟
の
象

形
で
す
。〝
糸
を
材
料
に
し
て
作
っ
た
あ
み
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。亡 も

う

は
音
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。 

綱
は
、
岡 こ

う

（
大
き
な
鳥
あ
み
）
の
糸
と
い
う
意
味
で
、
〝
太
い
つ
な
”
を
表
わ
し 

た
字
で
す
。「
大
綱
」。

「
綱
紀
」
は
“
人
を
し
め
く
く
る
”
意
味
で
、
“
物
事
の
き
ま 

り
”
“
規
則
”
の
こ
と
で
す
。 

岡
は
、
岡

と
山
の
会
意
字
で
、“
山
の
上
に
張
っ
た
大
き
な
鳥
あ
み
”
が
本
義 

の
字
で
、
転
じ
て
、

あ
み
を
仕
か
け
る
“
お
か
”
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。 

繕
は
、〝
糸
で
善
く
す
る
と
い
う
意
味
の
字
で
、善
と
糸
の
会
意
形
声
字
で
す
。〝
破
れ
を
つ
く
ろ
う
〟

こ
と
。
修
繕
。 

結
は
、
吉 き

つ

と
糸
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
切
れ
た
糸
を
つ
な
ぐ
〟
こ
と
で
す
。
繕
と
同
じ
よ
う
に
、
〝
糸 

  で
吉 よ

く
す
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
音
は
吉 き

つ

が
変
化
し
て
ケ
ツ
。
連
結
。 

縫
は
、合
う
と
い
う
意
味
の
逢 ほ

う

と
糸
と
の
会
意
形
声
字
で
〝
糸
で
布
を
ぬ
い
合
わ
せ
る
〟
こ
と
を
表
わ

し
ま
し
た
。
裁
縫
。 

絹
は
、
繭 け

ん

の
意
味
の
肙 け

ん

と
糸
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
繭
か
ら
取
っ
た
き
ぬ
糸
〟
と
い
う
字
で
す
。 

綿
は
、
〝
帛
を
糸
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
連
な
り
続
く
〟
が
本
義
。「
連
綿
」

ま
た
繭
を
広
げ
て
引
き
伸
ば
し
、
こ
れ
を
何
枚
も
重
ね
合
わ
せ
て
作
っ
た
〝
ま
わ
た
〟
を
も
言
い
ま
す
。

「
真
綿
」。
転
じ
て
、
〝
木
棉

も
め
ん

わ
た
〟
を
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

緊
は
、
堅
（
固
）
の
意
味
の
臤 き

ん

と
糸
と
の
会
意
形
声
字
で
〝
糸
で
か
た
く
し
め
る
〟
と
い
う
意
味
を
表

わ
し
て
い
ま
す
。
緊
密
。
緊
張
。 

線
は
、流
れ
の
つ
き
な
い
泉 せ

ん

と
糸
と
の
会
意
形
声
字
で
〝
長
く
続
い
た
糸
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
て

い
ま
す
。
線
路
。
電
線
。
光
線
。 
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縮
は
、
ひ
と
所
に
集
ま
る
意
味
の
宿
と
糸
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
昼
は
散
っ
て
広
が
っ
て
い
た
人
が

夜
に
な
る
と
ひ
と
所
に
集
ま
り
ま
す
。
そ
の
意
味
を
取
っ
て
、
〝
ち
ぢ
む
〟
意
味
を
表
わ
し
た
の
が
縮
で

す
。
糸
が
ち
ぢ
む
の
が
本
義
。
縮
図
。
圧
縮
。 

紙
は
、
氏 し

と
糸
と
の
会
意
形
声
字
。
氏
は

で
食
事
に
使
う
ナ
イ
フ
の
象
形
で
す
。
氏
は
紙
の
〝
う

す
い
〟
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
糸
は
、
材
料
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

絵
は
、
色
を
表
わ
す
糸
（
紅 あ

か

紫
む
ら
さ
き

紺 あ
お

緑
み
ど
り

）
と
会 か

い

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
い
ろ
い
ろ
な
色 ●

を
会 ●

わ

せ
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。漢
音
は
カ
イ
、呉
音
は
エ
で
す
。エ
を
訓
だ
と
思
い
や
す
い
の
で
す
が
、

こ
の
字
に
は
訓
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

紅
・
紫
・
紺
・
緑
な
ど
、
色
の
名
に
糸
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
色
彩
が
糸
や
布
に
よ
っ
て
発
達
し
た
た

め
で
す
。 

つ
ま
り
、「
紅
」
は
、
色
そ
の
も
の
の
名
と
い
う
よ
り
も
、
〝
赤
く
染
め
ら
れ
た
糸
〟
に
対
す
る
名
称 

  と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
み
な
形
声
字
に
な
り
ま
す
。 

終
は
、一
年
の
終
り
を
表
わ
す
冬 と

う

と
糸
と
の
会
意
形
声
字
で
、〝
糸
の
お
わ
り
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。 

〝
糸
ど
め
〟
〝
玉
結
び
〟
が
本
義
で
す
が
、
今
は
、
糸
に
関
係
な
く
、
〝
物
事
の
お
わ
り
〟
と
い
う
意

味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
音
は
冬 と

う

の
変
化
し
た
シ
ュ
ウ
で
す
。 

練
は
、
練 れ

ん

が
本
字
で
す
。
柬
は
束
と
八
と
の
会
意
字
で
、
〝
束 ●

の
中
か
ら
良
い
物
を
選
び
分 ●

け
る
〟
と

い
う
意
味
の
字
で
す
。
練
は
、
〝
束
ね
た
沢
山
の
糸
の
中
か
ら
、
選
び
出
し
た
品
質
の
良
い
糸
〟
と
い
う

意
味
の
字
で
す
。
糸
を
煮
て
〝
ね
る
〟
と
糸
が
や
わ
ら
か
く
光
沢
も
出
る
の
で
、
〝
ね
り
糸
〟
を
言
い
ま

す
。
ま
た
、
〝
糸
を
ね
る
〟
こ
と
か
ら
転
じ
て
、
広
く
〝
き
た
え
る
〟
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
訓
練
。 

 

玉
は
、
三
つ
の
玉
を
ひ
も
で
連
ね
た
も
の
の
象
形
で
す
。
点
が
右
下
に
付
い
て
い

る
の
は
、
こ
の
字
が
王
と
同
じ
字
形
な
の
で
、
区
別
す
る
た
め
に
、
あ
と
か
ら
加
え
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た
も
の
で
す
。
扁
の
場
合
は
、
玉
の
意
味
が
よ
く
わ
か
る
の
で
、
点
を
付
け
ま
せ
ん
が
、
王
扁

お
う
へ
ん

で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
音
は
ギ
ョ
ク
、
ま
た
は
キ
ュ
ウ
。 

球
は
、
玉
の
キ
ュ
ウ
と
い
う
音
を
表
わ
す
求
を
加
え
た
形
声
字
で
す
。
地
球
か
ら
始
ま
っ
て
、
野
球
・

気
球
・
電
球
・
眼
球
な
ど
多
く
使
わ
れ
る
字
で
す
。 

珠
は
、
朱 し

ゅ

と
玉
と
の
会
意
形
声
字
で 

、
〝
赤
い
玉
〟
が
本
義
で
す
。
今
は
、
色
に
関
係
な
く
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
真
珠
。
金
銀
珠
玉
。 

環
は
、
ま
る
く
取
り
囲
む
意
味
の
圜 か

ん

と
玉
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
ま
る
い
輪
の
形
を
し
た
、
中
空
の

玉
で
す
。
輪
に
な
っ
て
い
る
所
か
ら
、
〝
と
り
か
こ
む
〟
「
環
境
」、
〝
ま
わ
る
〟
「
循
環
」
な
ど
と
も

使
わ
れ
ま
す
。 

現
は
、
見 け

ん

と
玉
と
の
会
意
形
声
字
で
、
暗
い
所
で
も
玉
が
輝
い
て
見
え
る
と
い
う
意
味
で
、
〝
は
っ
き

り
見
え
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
。
〝
あ
ら
わ
れ
る
〟
こ
と
。
出
現
。
転
じ
て
、
〝
今
〟
と
い
う
意
味
に 

  使
わ
れ
ま
す
。
現
在
。
現
代
。 

理
は
、
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
の
意
味
の
里 り

と
玉
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
玉
の
表
面
に
見
え
る
す
じ
模

様
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
転
じ
て
こ
の
す
じ
模
様
を
う
ま
く
生
か
し
て
美
し
い
玉
を
こ
し
ら
え
る
意
味

に
な
り
ま
し
た
。
〝
玉
を
と
と
の
え
る
〟
こ
と
。
さ
ら
に
転
じ
て
、「
料
理
」「
理
髪
」
な
ど
と
も
使
い
ま 

す
。
ま
た
、
〝
す
じ
道
〟
の
意
味
で
、
道
理
。
理
論
。 

班
は
、
〝
二
つ
に
切
り
分
け
ら
れ
た
玉
〟
と
い
う
意
味
の
、
玉
と
刂
（
刀
）
と
の
会
意
字
。
音
は
半
分

に
す
る
意
味
の
判 は

ん

。
今
で
は
、
単
に
〝
分
け
る
〟
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。「
班
田
収
授
」。
ま
た
小
分
け
し

た
も
の
の
称
。
新
聞
班
。
映
画
班
。 

 

食
は
、
食
器
に
食
べ
物
を
盛
っ
た
形
に
、
ふ
た
を
あ
わ
せ
て
象
っ
た
字
で
す
。

△
し
ゅ
う

は
、
こ
の
字
の
音
を
表
わ
す
部
首
で
も
あ
り
ま
す
。 
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飲
は
、
口
を
開
い
た
形
を
表
わ
し
た
欠
と
食
と
の
会
意
字
で
〝
食
べ
物
を
の
み
こ
む
〟
意
味
を
表
わ
し

た
字
で
す
。 

飯
は
、
毎
日
定
時
に
反
復
し
て
食
べ
る
物
と
い
う
意
味
で
〝
主
食
で
あ
る
め
し
〟
を
表
わ
し
た
も
の
。

反 は
ん

と
食
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。 

飼
は
、
〝
食 ●

事
を
司
ど
る
〟
と
い
う 

意
味
の
字
で
、
〝
食
べ
物
の
用
意
を
す
る
〟
こ
と
で
す
。
転
じ

て
動
物
に
え
さ
を
与
え
る
こ
と
、
〝
動
物
を
か
う
〟
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
飼
育
。
飼
料
。 

饑
は
、
〝
少
な
い
〟
ま
た
は
〝
危
い
〟
意
味
の
幾 き

と
食
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
食
べ
物
が
少
な
い
〟

〝
う
え
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
饑
饉
。 

飢
は
、
幾 き

の
意
味
の
几 き

と
食
と
の
会
意
形
声
字
で
、
饑
と
同
音
同
義
の
字
で
す
。
飢
饉
。 

饉
は
、
僅
か
の
意
味
の
菫 き

ん

と
食
と
の
会
意
形
声
字
で
、
飢
や
饑
と
同
義
の
字
で
す
。 

館
は
、
家
の
意
味
の
官 か

ん

と
食
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
食
事
の
で
き
る
家
〟
の
こ
と
。
料
亭
。
旅
館
。 

  転
じ
て
〝
大
き
な
建
物
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

養
は
、
美
の
意
味
の
羊 よ

う

と
食
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
り
っ
ぱ
な
食
事
〟
と
い
う
意
味
の
字
。
栄
養
。

転
じ
て
、
〝
体
を
や
し
な
う
〟
こ
と
。
養
育
。
扶
養
。 

余
は
、
餘
が
本
字
。
与
え
る
意
味
の
余 よ

と
食
と
の
会
意
形
声
字
。
人
に
与
え
る
ほ
ど
食
べ
物
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
〝
あ
ま
る
〟
ほ
ど
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

 

酉
は
、酒
を
入
れ
る
〝
か
め
〟
の
象
形
で
、
酒
に
関
す
る
字
の
部
首
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

旁
の
場
合
は
「
酒
旁

さ
け
づ
く
り

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
扁
の
場
合
は 

「
酉
扁

と
り
へ
ん

」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
酉
の
字
が
十
二
支
の
〝
と
り
〟
に
当
た
る
の
で
、
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
が
、
意
味

の
上
で
は
、
〝
と
り
〟
に
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。 

酒
は
、
〝
酒
が
め
に
入
れ
た
液
体
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
さ
け
〟
を
表
わ
し 

て
い
ま
す
。 
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酔
は
、
醉
が
本
字
。
終
わ
る
意
味
の
卒
と
酒
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
酒
を
飲
み
終
わ
る
〟
と
い
う
意

味
に
な
り
ま
す
。
〝
酒
に
よ
う
〟
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
音
は
卒 す

い

。「
麻
酔
」「
心
酔
」
と
い
う
使
い

方
も
あ
り
ま
す
。 

醜
は
、
〝
酒
を
飲
ん
で
酔
う
と
だ
れ
で
も
み
に
く
く
な
る
が
、
み
に
く
い
鬼
が
酒
を
飲
ん
だ
ら
ど
ん
な

に
み
に
く
く
な
る
だ
ろ
う
〟
と
い
う
意
味
で
、
〝
み
に
く
い
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
音
は
酒

し
ゅ
う

。 

酷
は
、苦 に

が

い
意
味
の
苦
と
同
音
の
告
と
酉
と
の
会
意
形
声
字
で
、〝
き
つ
い
酒
〟
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

転
じ
て
、
広
く
〝
ひ
ど
い
〟
〝
き
び
し
い
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
酷
暑
。
残
酷
。
酷
も
苦
も
現

代
中
国
音
は
同
じku

で
す
。 

酵
は
、
孝 こ

う

と
酒
の
形
声
字
で 

、
酒
を
醸
造
す
る
時
〝
わ
き
立
つ
〟
こ
と
を
言
い
ま
す
。
発
酵
。
発
酵

作
用
を
起
こ
す
菌
が
「
酵
母
菌
」
で
す
。 

酌
は
、
水
を
く
む
意
味
の
勺

し
ゃ
く

と
酒
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
酒
を
く
む
〟
こ
と
。
晩
酌
。 

  

配
は
、
妃 は

い

（
つ
れ
あ
い
）
の
意
味
の
己
と
酒
と
の
会
意
形
声
字
。
〝
さ
し
向
か
い
で
酒
を
飲
む
〟
と
い

う
意
味
の
字
。転
じ
て
、〝
酒
を
分
け
る
〟
〝
く
ば
る
〟
意
味
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。配
分
。

配
達
。
ま
た
、
妃
の
意
味
で
「
配
偶
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。 

酬
は
、
め
ぐ
る
意
味
の
周

し
ゅ
う

の
仮
借
の
州
と
酒
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
さ
か
ず
き
を
ま
わ
す
〟
こ
と
。

転
じ
て
、
〝
返
杯
〟
の
意
味
か
ら
〝
返
礼
〟
の
意
味
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
献
酬
。
応
酬
。 

 

皿
は
、
食
物
を
の
せ
る
平
た
い
〝
さ
ら
〟
の
象
形
字
で
す
。
脚
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と

の
多
い
部
首
で
す
。
音
は
ベ
イ
。 

益
は
、
水
と
い
う
字
を
横
に
し
た
、

と
皿
と
の
会
意
字
で
、
皿
に
も
っ
た
水
が
盛
り

あ
が
っ
て
見
え
る
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
〝
あ
ふ
れ
る
〟
が
本
義
で
す
が
、
〝
ふ
え
る
〟

〝
も
う
け
〟
の
意
味
に
転
用
さ
れ
、
本
義
の
た
め
に
は
「
溢
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。 
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盛
は
、
り
っ
ぱ
な
意
味
の
成 せ

い

と
皿
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
皿
に
り ●

っ ●

ぱ ●

な
食
べ
物
を
も ●

る ●

〟
こ
と
を

表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
り
っ
ぱ
〟
と
い
う
意
味
と
、
〝
も
る
〟
と
い
う
意
味
と
〝
さ
か
ん
〟
と
い
う
意
味

と
あ
り
ま
す
。
盛
装
。
山
盛
り
。
盛
大
。 

盗
は
、盜
が
本
字
で
す
。盛
ら
れ
た
御
馳
走
を
見
て
口
か
ら
よ
だ
れ
を
出
す
の
が
〝
㳄
〟
で
す
。盗
は
、

思
わ
ず
〝
ぬ
す
み
食
い
〟
を
す
る
こ
と
で
す
。
転
じ
て
、
人
の
目
を
か
す
め
て
〝
ぬ
す
む
〟
こ
と
に
使
わ

れ
ま
す
。 

盟
は
、
昔
、
諸
侯
が
条
約
を
結
ぶ
時
、
牛
の
耳
か
ら
血
を
取
り
、
こ
れ
を
す
す
っ
て
約
束
に
背
か
な
い

こ
と
を
神
に
誓
い
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
盟
で
、「
同
盟
」
と
い
う
言
葉
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
時
、
盟

主
が
牛
の
耳
を
取
る
の
で
、
一
般
に
指
導
的
立
場
に
立
つ
こ
と
を
〝
牛
耳
を
取
る
〟
と
い
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。血
を
皿
に
盛
る
の
で
、血
と
い
う
字
は
皿
の
上
に
血
の
し
る
し
を
加
え
て
作
り
ま
し
た
。盟
は
、

明 め
い

と
皿
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。 

  

盤
は
、
搬
の
意
味
の
般 は

ん

と
皿
と
の
会
意
形
声
字
で
〝
運
搬
に
便
利
な
よ
う
に
両
端
に
柄
の
つ
い
た
、
大

き
な
皿
〟
の
こ
と
で
す
。「
水
盤
」「
碁
盤
」「
円
盤
」
な
ど
と
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

搬
は
、舟
で
運
ぶ
意
味
の
般
と
手
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
手
で
物
を
遅
ぶ
〟
意
味
を
表
わ
し
ま
し
た
。 

盆
は
、
分 ふ

ん

と
皿
と
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
、
分 ふ

ん

が
変
化
し
て
ボ
ン
。
〝
銘
々
に
分
け
て
食
べ
物
を

盛
る
皿
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
銘
々
皿
。
わ
が
国
で
は
、
食
器
を
載
せ
る
台
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

 

宀
は
、
屋
根
の
あ
る
家
の
象
形
字
で
す
。
家
の
意
味
の
ほ
か
に
、
〝
上
か
ら
覆
う
〟
意
味

の
部
首
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

家
は
、
豕
（
ぶ
た
の
象
形
、
豚
の
本
字
）
と
宀
と
の
会
意
字
。
中
国
で
は
、
ど
の
家
で
も

豚
を
飼
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
字
が
で
き
ま
し
た
。 

宿
は
ベ
ッ
ド
の
象
形
の
百
と
人
と
宀
と
の
会
意
字
で
、
〝
家
の
中
の
ベ
ッ
ド
に
人
が
休
む
〟
意
味
を
表
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わ
し
て
い
ま
す
。 

室
は
、
〝
人
の
至 い

た

り
止
ま
る
家
〟
と
い
う
意
味
で
、

至 し

と
宀
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
至 し

が
つ
ま
っ
て

シ
ツ
。
〝
へ
や
〟
の
こ
と
で
、「
居
室
」「
浴
室
」「
暗

室
」
な
ど
と
使
い
ま
す
。 

至
は
、

で
、
鳥
が
飛
ん
で
、
地
上
に
舞
い
下
り
る

形
を
表
わ
し
た
も
の
で
、
地
上
に
〝
い
た
る
〟
と
い
う

意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
〝
い
た
っ
て
〟
と

い
う 
副
詞
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
動
詞
の
〝
い

た
る
〟
の
た
め
に
は
〝
到
〟
が
で
き
ま
し
た
。
至
急
。

至
近
。
到
着
。
到
達
。 

  

宮
は
、
躳

き
ゅ
う

（
身
体
）
の
意
味
の
呂
と
宀
と
の
会
意
形
声
字
で
“
身
体
を
休
め
る
家
”
と
い
う
意
味
の

字
で
す
。
〝
り
っ
ぱ
な
住
居
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
ず
。
宮
殿
。
宮
城
。
神
宮
。
訓
の
〝
み
や
〟
は

〝
御
屋

み

や

〟
ま
た
は
〝
御
家

み

や

〟
の
意
味
で
す
。
宮
は
、
漢
音
が
キ
ュ
ウ
、
呉
音
は
グ
ウ
。 

完
は
、
元
首
の
意
味
の
元 が

ん

と
宀
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
元
首
の
住
む
家
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。

〝
欠
け
た
所
の
な
い
り
っ
ぱ
な
家
〟
で
す
か
ら
、
完
全
無
欠
と
い
う
使
い
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

宗
は
、神
霊
の
意
味
の
示
と
宀
と
の
会
意
字
で
〝
先
祖
代
々
の
霊
を
祭
っ
て
あ
る
家
〟
、つ
ま
り
、〝
本

家
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
本
家
は
頼
り
に
な
る
、
尊
敬
す
べ
き
家
な
の
で
、
〝
た
っ
と
ぶ
〟
意
味
に
も

使
わ
れ
ま
す
。
宗
家
。
宗
祀
。 

察
は
、
祭
と
宀
と
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
祭
が
つ
ま
っ
て
サ
ツ
と
な
り
ま
し
た
。
先
祖
の
祭
り
は
、

昔
は
極
め
て
重
要
な
も
の
と
さ
れ
、
万
事
に
手
落
ち
の
な
い
よ
う
に
慎
重
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。そ
れ
で
、

察
に
〝
念
入
り
に
見
る
〟
〝
し
ら
べ
る
〟
と
い
う
意
味
を
託
し
た
も
の
で
す
。
観
察
。
視
察
。 
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安
は
、女
と
宀
の
会
意
字
で
、〝
家
に
女
が
い
れ
ば
安
心
し
て
い
ら
れ
る
〟
と
い
う
意
味
で
、心
の
〝
や

す
ら
か
〟
な
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
安
息
。
平
安
。 

定
は
、
正
の
変
形
し
た
せ
い

と
宀
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
家
の
中
を
正
し
く
治
め
る
〟
と
い
う
意
味

の
字
で
す
。
論
語
に
「
席
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
坐
せ
ず
」
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
き
に
お
る
こ
と
が
、
身
心

と
も
に
安
定
（
〝
さ
だ
ま
る
〟
）
す
る
ゆ
え
ん
で
す
。
音
は
正
が
な
ま
っ
て
テ
イ
。 

宝
は
、
宝
玉
の
意
味
の
玉
と
宀
と
の
会
意
字
で
〝
た
か
ら
物
〟
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
玉
は
代
表
的

な
財
宝
で
、
家
に
大
切
に
保
存
し
て
お
く
べ
き
物
だ
と
い
う
の
で
、
玉
を
宀
で
包
み
ま
し
た
。 

実
は
、
實
が
本
字
で
す
。
財
宝
の
意
味
の
貝
が
家
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
、
〝
み
ち

る
〟
と
い
う
意
味
が
本
義
で
す
。
充
実
。
転
じ
て
、
〝
み
の
る
〟
〝
み
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

果
実
。
事
実
。 

宅
は
、
托 た

く

の
意
味
の
乇 た

く

と
宀
と
の
会
意
形
声
字
で
、
わ
が
身
を
〝
托
す
る
家
〟
と
い
う
意
味
の
字
で 

  す
。
自
宅
。
住
宅
。 

寡
は
、
宀
と
頁
と
分
の
会
意
字
で
す
。
■
は
頒
で
、
〝
分
か
つ
〟
こ
と
。
寡
は
〝
家
を
分
か
つ
〟
の
が

本
義
の
字
で
す
。
分
家
。
分
家
す
る
と
財
産
が
分
割
さ
れ
て
〝
少
な
く
な
る
〟
の
で
〝
少
な
い
〟
意
味
が

生
ま
れ
ま
し
た
。「
衆
寡
敵
せ
ず
」。寡
婦
は
、夫
に
分
か
れ
て
ひ
と
り
家
に
住
む
婦
人
と
い
う
意
味
で
す
。 

宣
は
、
へ
や
の
外
の
廊
下
を
表
わ
し
た
亘 せ

ん

と
宀
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
今
の
言
葉
で
言
え
ば
ホ
ー
ル

に
当
た
り
ま
す
。
昔
、
朝
廷
で
は
、

詔
み
こ
と
の
り

を
こ
の
大
広
間
で
あ
る
宣
で
伝
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
こ
れ
を

「
宣
旨
」
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
詔
勅
は
国
民
に
〝
広
く
伝
え
る
〟
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
宣
伝
」
と
い

う
使
い
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

广
は
、
一
方
が
開
放
さ
れ
て
い
て
、
自
由
に
出
入
り
が
で
き
る
大
き
な
家
の
象
形
で
す
。
個

人
の
住
宅
で
は
な
い
建
物
を
表
わ
す
の
に
多
く
用
い
ら
れ
る
部
首
で
す
。 
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店
は
、
お
客
に
開
放
さ
れ
て
い
る
家
の
形
の
广
と
占 せ

ん

と
の
形
声
字
で
す
。
音
は
占 せ

ん

が
な
ま
っ
て
点 て

ん

と

な
り
ま
し
た
。
占
は
、
品
物
の
陳
列
欄
の
象
形
と
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

庫
は
、
車
を
入
れ
て
お
く
〝
車
庫
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
今
で
は
、
広
く
〝
物
を
入
れ
お
く
建
物
〟

の
意
味
に
使
い
ま
す
。
書
庫
。
金
庫
。
倉
庫
。 

広
は
、
广
が
〝
ひ
ろ
い
建
物
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
厶 こ

う

と
广
形
声
字
。
旧
字
体
は
黄 こ

う

と

の
形
声
字
で
廣
。
今
は
公
・
弘
・
宏
の
厶
で
表
わ
し
た
も
の
で
す
。 

府
は
、
与
え
る
意
味
の
付 ふ

と
广
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
租
税
と
し
て
与
え
ら
れ
た
穀
物
を
納
め
て
お

く
〝
倉
庫
〟
が
本
義
の
字
で
す
が
、
今
は
広
く
〝
役
所
〟
と
い
う
意
味
に
使
い
ま
す
。 

付
は
、
人
と
寸
（
手
）
の
会
意
字
で
手
を
つ
け
る
〝
与
え
る
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
た
字
で
す
。 

度
は
、
手
を
何
回
も
広
げ
て
、
〝
長
さ
を
計
る
〟
意
味
を
表
わ
し
た
、
广
（
広
げ
る
）
と
又
（
手
）
と

廿
と
の
会
意
字
で
す
。
廿
は
、
十
を
横
に
二
つ
並
べ
た
形
で
、
二
十
の
こ
と
で
す
。
数
の
多
い
こ
と
を
表 

  わ
し
て
い
ま
す
。
昔
は
、
両
手
を
広
げ
た
時
の
長
さ
を
〝
ひ
ろ
〟
と
言
い
〝
尋
〟
と
言
っ
て
、
こ
れ
が
長

さ
を
は
か
る
単
位
と
さ
れ
た
こ
と
は
第
一
部
の
尋
で
説
明
し
ま
し
た
。 

〝
長
さ
を
計
る
〟
こ
と
か
ら
転
じ
て
、
広
く
〝
は
か
る
〟
意
味
、
ま
た
、
〝
は
か
り
の
目
も
り
〟
を
も

表
わ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
温
度
。
角
度
。 

庶
は
、
家
の
中
で
火
（
灬
）
を
燃
や
し
て
、
上
に
な
べ
を
か
け
て
食
べ
物
を
こ
し
ら
え
て
い
る
象
形
で

す
。
平
凡
な
庶
民
の
生
活
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
庶
民
の
希
望
を
表
わ
し
た
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。
〝
民
衆
〟
の
意
味
、
〝
希
望
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
衆

庶

し
ゅ
う
し
ょ

。
庶
幾
（
望
む
）。 

座
は
、
す
わ
る
意
味
の
坐 ざ

と
广
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
家
の
中
の
人
の
す
わ
る
所
〟
と
い
う
意
味
の

字
で
す
。
座
席
。
転
じ
て
〝
人
の
集
ま
る
所
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
名
画
座
。
講
座
。 

坐
は
、
土
の
上
に
人
が
ふ
た
り
い
る
形
の
字
で
〝
す
わ
る
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
た
会
意
字
で
す
。

普
通
、
坐
は
〝
す
わ
る
〟
、
座
は
〝
す
わ
る
所
〟
の
意
味
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
字
の
本
義
は
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そ
れ
ほ
ど
の
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

床
は
、
牀

し
ょ
う

の
意
味
の
木
と
广
と
の
会
意
形
声
字
で
〝
座
っ
た
り
、
寝
た
り
す
る
牀 ゆ

か

〟
を
表
わ
し
た
も

の
で
す
。 

牀
は
、
〝
木
材
を
使
っ
て
作
っ
た
家
具
〟
を
表
わ
し
た
字
で
爿

し
ょ
う

と
木
の
会
意
形
声
字
で
す
。
爿
は
木

を
半
分
に
し
た
形
で

を
ま
ん
中
か
ら
分
け
る
と
、
爿
と 

片
と
に
な
り
ま
す
。
片
は
、
独
立
し
て
「
片

方
」
な
ど
と
使
わ
れ
ま
す
が
、
爿
は
部
首
と
し
て
し
か
使
わ
れ
ま
せ
ん
。
爿
は
、
木
を
切
っ
て
角
材
に
し

た
り
、
板
に
し
た
り
す
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
の
で
、
〝
ゆ
か
〟
〝
寝
台
〟
〝
椅
子
〟
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

底
は
、
〝
傾
き
か
か
っ
た
家
〟
の
意
味
の

底

と
一
と
の
会
意
形
声
字
で
、
家
を
安
定
さ
せ
る
た
め

に
、
土
台
に
つ
っ
ぱ
り
を
入
れ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
〝
家
の
土
合
〟
〝
そ
こ
〟
と
い
う
意
味
の

字
で
す
。 

  

氏
は
、
傾
き
か
か
っ
た
柱
に
つ
っ
か
え
棒
を
し
た
形
を
表
わ
し
た
字
で
、
〝
さ
さ
え
る
（
支
）
〟
と
い

う
意
味
を
表
わ
し
た
指
事
字
で
す
。
支
に
は
、
〝
分
か
れ
る
〟
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
つ
の

家
か
ら
分
か
れ
出
た
も
の
（
支
）
を
表
わ
す
た
め
の
名
の
り
を
〝
氏
〟
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

庚
は
、
古
体
が

で
、
両
手
で
き
ね
を
持
つ
形
で
す
。
〝
穀
物
を
つ
く
〟
の
が
本
義
の
字
で
す
。
今

の
字
体
で
は

を
き
ね
に
見
た
て
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。 

庸
は
、
庚
と
用 よ

う

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
き
ね
を
用
い
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
転
じ
て
、
広
く

〝
用
い
る
〟
と
い
う
意
味
に
使
い
ま
す
。
雇
庸
。
登
庸
。
ま
た
、
穀
物
を
き
ね
で
つ
く
こ
と
は
、
日
常
生

活
の
常
の
仕
事
で
す
か
ら
、
〝
常
〟
の
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
凡
庸
。
中
庸
。 

康
は
、
庚 こ

う

と
米
と
の
会
意
形
声
字
で
す 

。
お
米
が
つ
け
る
の
は
、
幸
福
な
状
態
で
す
か
ら
、
〝
や
す

ら
か
〟
の
意
味
を
表
わ
し
ま
し
た
。
健
康
。 

廃
は
、
乱
の
意
味
の
発 は

つ

と
广
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
破
れ
果
て
て
、
と
て
も
住
め
な
く
な
っ
た
家
〟
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を
表
わ
し
た
字
で
す
。
廃
墟
。
廃
家
。
音
は
発 は

つ

が
変
化
し
て
ハ
イ
。 

癈
は
、
〝
治
療
し
て
も
、
元
通
り
に
な
ら
な
い
病
気
〟
〝
手
当
て
の
し
よ
う
も
な
い
病
状
〟
を
表
わ
し

た
字
で
す
。
癈
疾
。
癈
人
。 

廊
は
、
闌
（
手
す
り
）
の
意
味
の
郎 ろ

う

と
广
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
手
す
り
の
あ
る
建
物
〟
と
い
う
意

味
の
字
で
す
。
中
国
で
、
堂
（
表
座
敷
）
の
東
西
に
あ
る
へ
や
が
、
郎
を
め
ぐ
ら
し
て
い
て
廊
と
言
い
ま

し
た
。
ま
た
、
へ
や
を
結
ぶ
「
廊
下
」
は
郎
が
あ
る
の
で
、
こ
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。 

 

門
は
、
両
方
に
開
く
扉
の
つ
い
た
門
の
象
形
字
で
す
。
〝
も
ん
〟
が
本
義
で
す
が
、
〝
家
〟

の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
家
門
。
名
門
。 

関
は
、
門
を
と
じ
て
か
ん
ぬ
き
を
し
た
形
で
す
。
旧
字
体
で
は
關
で
し
た
。
人
が
出
入
り
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
〝
せ
き
止
め
る
〟
意
味
を
表
わ
し
ま
す
。
昔
、
通
行
人
を
せ
き
止
め 

  る
所
を
「
関
所

せ
き
し
ょ

」
と
言
い
ま
し
た
。
関
東
、
関
西
は
、
箱
根
の
関
所
を
境
に
し
て
〝
関 せ

き

の
東
、
西
〟
と

い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。 

閂
は
、
〝
か
ん
ぬ
き
〟
を
か
け
た
門
の
象
形
で
〝
か
ん
ぬ
き
〟
の
こ
と
で
す
。 

開
は
、
か
ん
ぬ
き
に
手
を
か
け
た
形
の
开
（

）
と
門
と
の
会
意
字
で
、
〝
門
を
ひ
ら
く
〟
と
い
う

意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
転
じ
て
、
広
く
〝
ひ
ら
く
〟
意
味
に
使
い
ま
す
。
開
発
。
開
放
。 

閉
は
、
門
に
か
ん
ぬ
き
を
か
け
、
そ
の
か
ん
ぬ
き
が
動
か
な
い
よ
う
に
縦
木
を
入
れ
、
さ
ら
に
そ
の
木

を
も
勤
か
な
い
よ
う
に
と
め
た
形
で
す
。
〝
門
を
と
じ
る
〟
こ
と
で
す
。
才
は
、
才
能
の
才 さ

い

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
音
は
蔽 へ

い

。 

間
は
、
閒
が
本
字
。
門
の
間
か
ら
月
光
が
さ
し
込
む
と
い
う
意
味
で
、
〝
す
き
ま
〟
〝
あ
い
だ
〟
の
意

味
を
表
わ
し
た
会
意
字
で
す
。
〝
す
き
ま
〟
の
意
味
か
ら
転
じ
て
〝
ひ
ま
〟
の
意
味
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

音
は
閑 か

ん

で
す
。
間
居
（
閑
居
）。 
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閑
は
、
門
の
内
側
に
あ
る
横
木
を
表
わ
し
た
会
意
字
で
す
。「
闌
閑
」
と
も
言
い
ま
す
。
守
衛
が
出
入

り
す
る
人
を
こ
こ
で
止
め
、
調
べ
ま
し
た
。
怪
し
い
者
を
こ
こ
で
干 ふ

せ

ぐ
の
で
、「
闌
干
」
と
も
言
い
ま
す
。

こ
の
た
め
門
内
は
み
だ
り
に
人
が
入
ら
な
い
の
で
〝
し
ず
か
〟
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
閑
静
。 

閥
は
、
門
と
伐 ば

つ

の
形
声
字
で
、
左
側
の
門
柱
の
名
称
で
す
。
門
と
同
じ
よ
う
に
〝
家
が
ら
〟
の
意
味
に

用
い
ら
れ
ま
す
。
門
閥
。
転
じ
て
、
同
郷
、
同
窓
な
ど
の
間
で
作
る
団
結
の
意
味
に
使
い
ま
す
。
派
閥
。

財
閥
。 

閲
は
、
門
と
兌 え

つ

の
形
声
字
で
、
右
側
の
門
柱
の
名
称
で
す
。
昔
は
、
こ
こ
に
車
馬
を
並
べ
た
の
で
、
〝
車

馬
を
数
え
た
り
、
調
べ
た
り
す
る
〟
こ
と
を
閲
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
閲
兵
。
検
閲
。 

    

 

戸
は
、
家
の
出
入
口
に
つ
け
て
あ
る
、
片
開
き
の
〝
と
〟
の
象
形
字
で
す
。
音
は
コ
。
こ

れ
も
、
家
の
意
味
に
使
わ
れ
る
字
で
す
。 

房
は
、
傍
（
か
た
わ
ら
）
の
意
味
の
方 ほ

う

と
戸
と
の
会
意
形
声
字
で
、
表
座
敷
の
傍
に
付
随

し
て
い
る
部
屋
の
こ
と
で
す
。
普
通
、
東
西
に
あ
っ
て
、「
東
房
」「
西
房
」
と
言
い
ま
す
。

〝
わ
き
べ
や
〟
が
本
義
の
字
で
す
。
戸
は
、
〝
へ
や
〟
の
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。「
暖
房
」「
冷
房
」

な
ど
と
使
わ
れ
ま
す
。
へ
や
は
物
を
貯
蔵
し
て
お
く
所
で
あ
る
と
い
う
の
で
、「
子
房
」「
乳
房
」
な
ど
の

使
い
方
も
あ
り
ま
す
。 

肩
は
、
開
閉
す
る
意
味
を
表
わ
す
戸
と
肉
と
の
会
意
字
で
、
腕
の
つ
け
根
の
〝
か
た
〟
を
表
わ
し
て
い

ま
す
。 

扇
は
、
開
閉
す
る
意
味
を
表
わ
す
戸
と
羽
と
の
会
意
字
で
、
〝
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
て
風
を
お
こ
す
羽
〟
、

つ
ま
り
、
〝
お
う
ぎ
〟
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
昔
は
、
鳥
の
羽
で
作
り
ま
し
た
。
扇
子
。
扇
風
機
。 
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戻
は
、
戾
が
本
字
で
す
。
〝
犬
が
戸
を
く
ぐ
り
抜
け
て
出
入
す
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
乱
暴
〟

ま
た
は
〝
無
理
〟
を
す
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
暴
戻

ぼ
う
れ
い

。
曲
戻
。
〝
道
に
も
と
る
〟
こ
と
で
す
。

今
で
は
〝
家
に
も
ど
る
〟
と
い
う
使
い
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
意
味
は
、
わ
が
国
だ
け
の
も
の
で
す
。 

所
は
、
斧 お

の

の
象
形
で
あ
り
、
本
字
で
あ
る
斤
と
戸 こ

と
の
形
声
字
で
、
〝
斧
で
木
を
切
る
〟
の
が
本
義
の

字
で
す
。
戸 こ

は
、
木
を
切
る
時
の
コ
ン
コ
ン
と
い
う
音
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
字
は
古
く
か
ら
、

〝
処
〟
の
仮
借
字
と
し
て
〝
と
こ
ろ
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
名
所
。
住
所
。 

雇
は
、
鳥
の
意
味
の
隹 ●

と
戸 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
家
に
飼
わ
れ
て
い
る
鳥
〟
が
本
義
の
字
で
す
。

転
じ
て
、
〝
自
分
の
家
に
お
い
て
養
う
〟
と
い
う
意
味
か
、
〝
人
を
や
と
う
〟
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
し

た
。
雇
傭

こ
よ
う

（
用
）。
解
雇

か
い
こ

。 

    

■
道
具
に
関
す
る
部
首 

    

弓
は
、
弓
の
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
音
は
キ
ュ
ウ
で
す
。 

引
は
、
引
き
伸
ば
す
意
味
の
ー ●

と
弓
と
の
会
意
字
で
、
〝
弓
を
ひ
く
〟
の
が
本
義
で
す
。
ま

た
、
弓
と
矢
を
並
べ
た
も
の
と
見
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
転
じ
て
、
広
く
〝
ひ
く
〟
意
味
に

用
い
ま
す
。
音
は
イ
ン
。
引
力
。
延
引
。
引
退
。 

弔
は
、
古
い
形
は
弓 ●

と
亻 ●

と
で
で
き
て
お
り
弓
と
人
の
会
意
字
で
す
。
昔
は
死
体
を
葬
る
と
、
鳥
や
獣

が
荒
ら
し
に
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
死
者
を
弔
う
人
は
弓
を
持
っ
て
こ
れ
を
追
い
払
い
ま
し
た
。
人
は
弓
を
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持
っ
て
〝
と
む
ら
う
〟
の
で
す
。 

弦
は
、
糸
の
意
味
の
玄 げ

ん

と
弓
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
弓
に
張
る
糸
〟
、
つ
ま
り
〝
つ
る
〟
の
こ
と
で

す
。
楽
器
に
張
る
の
は
「
絃
」
で
す
が
、
今
で
は
、
弦
で
兼
用
さ
せ
て
い
ま
す
。
弦
月
（
半
月
）。
管
弦

楽
。 張

は
、
脹 は

れ
る
意
味
の
長

ち
ょ
う

と
弓
と
の
会
意
形
声
字
で
〝
弓
を
い
っ
ぱ
い
に
引
く
〟
の
が
本
義
の
字
で

す
。
転
じ
て
、
弓
や
琴
に
弦
を
か
け
る
こ
と
を
〝
張
る
〟
と
も
言
い
ま
す
。
拡
張
。
誇
張
。 

弾
は
、弦
の
は
じ
く
音
を
表
わ
す
単 た

ん

と
弓 ●

の
形
声
字
で
、〝
弦
を
は
じ
く
〟
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
単 た

ん

は
丸 が

ん

と
同
じ
韻
な
の
で
、
弓 ●

と
丸 ●

と
の
会
意
字
と
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

石
弓
に
用
い
る
〝
た
ま
〟
が
本
義
で
す
。
今
で
は
、
前
者
の
意
味
の
「
弾
力
」「
弾
琴
」、
後
者
の
意
味
の

「
弾
丸
」「
砲
弾
」、
ど
ち
ら
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
の
砲
は
石
弓
で
、
砲
弾
は
石
で
し
た
。 

弧
は
、
半
月
の
よ
う
に
曲
が
っ
た
形
の
弓 ●

と
瓜
と
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
瓜 か

の
変
化
し
た
コ
で
す
。 

  数
学
で
、
円
周
の
一
部
を
弧
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
形
を
表
わ
す
字
で
す
。「
弧
形
」
は
、
言
葉

と
し
て
は
「
瓜
形

こ
け
い

（
う
り
形
）」
の
意
味
で
、
文
字
と
し
て
「
弓
形
」
の
意
味
を
加
え
た
の
で
す
。 

弘
は
、
肱 ひ

じ

の
象
形
の
厶 こ

う

と
弓 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
弓
を
力
い
っ
ぱ
い
引
っ
張
る
〟
こ
と
を
表
わ

し
た
字
で
す
。
弓
の
〝
ひ
ろ
く
は
る
〟
の
が
本
義
で
、
〝
ひ
ろ
ま
る
〟
〝
ひ
ろ
め
る
〟
の
意
味
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
漢
音
は
コ
ウ
、
呉
音
は
グ
で
す
。
弘
道
。
弘
布
。
弘
通

ぐ
つ
う

。 

強
は
、
弘 こ

う

と
虫 ●

と
の
形
声
字
で
、
弘
と
呼
ぶ
虫
の
名
が
本
義
の
字
で
す
。
音
は
弘
が
な
ま
っ
て
、
キ
ョ

ウ
。
古
く
か
ら
同
音
の
「
彊
」
の
仮
借
字
と
し
て
〝
つ
よ
い
〟 

と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

彊
は
、
〝
つ
よ
い
弓
〟
が
本
義
の
字
で
、
広
く
〝
つ
よ
い
〟
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
、
転
じ
て
、
〝
努

力
〟
の
意
味
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
同
音
の
「
強
」
が
代
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
使

わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
自
彊
や
ま
ず
。 
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矢
は
、
弓
に
使
う
矢
の
象
形
字
で
す
。
矢
は
、
昔
は
最
も
速
い
も
の
だ
っ
た
の
で
、
部
首
と

し
て
は
〝
は
や
い
〟
と
い
う
意
味
に
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
光
陰
矢
の
ご
と
し
。 

知
は
、
矢
の
よ
う
に
速
く
、
言
葉
が
口
か
ら
出
て
く
る
、
と
い
う
意
味
で
、
矢 ●

と
口 ●

の
会
意

形
声
字
で
す
。
音
は
矢 し

が
な
ま
っ
た
チ
で
す
。
速
く
言
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
で
も
よ
く
知
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
、
〝
し
る
〟
と
い
ふ
意
味
を
表
わ
し
ま
し
た
。 

短
は
、
小
さ
い
意
味
の
豆 ●

と
矢 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
小
さ
い
矢
〟
、
つ
ま
り
〝
み
じ
か
い
〟
と
い

う
意
味
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
音
は
豆 と

う

が
変
化
し
て
タ
ン
で
す
。
短
気
。
短
所
。 

矯
は
、
先
の
曲
が
っ
て
い
る
意
味
の
喬

き
ょ
う

と
矢
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
曲
が
っ
た
矢
を
た
め
る
〟
と
い

う
意
味
の
字
で
す
。
矯
正
。 

医
は
、
箱
の
意
味
の
匚 ●

と
矢 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
矢
を
入
れ
る
器
具
（
ゆ
ぎ
）
〟
が
本
義
の
字
で
す
。

今
で
は
醫
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

醫
は
、
医 ●

と
殳 ●

と
酉 ●

の
会
意
字
で
す
。
酉
は
薬
用
酒
。
薬
を
用
い
て
病
気
を
退
治
す
る
、
と
い
う
意
味

の
字
で
す
。
医
も
殳
も
武
器
で
、
病
気
を
退
治
す
る
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

 

刀
は
、
〝
か
た
な
〟
の
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
片
刃
の
彎
曲
し
た
も
の
で
す
。

音
は
ト
ウ
。 

刃
は
、
刀
の
切
る
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
〝
は
〟
を
示
し
た
指
事
字
で
す
。
音
は
、
漢
音

ジ
ン
、
呉
音
ニ
ン
。
白
刃

は
く
じ
ん

。
刃

傷

に
ん
し
ょ
う

。 

分
は
、
刀
で
物
を
二
つ
に
切
り
離
し
た
形
を
表
わ
し
た
、
刀 ●

と
八 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
〝
わ
け
る
〟
こ

と
。
転
じ
て
、
〝
わ
か
れ
る
〟
こ
と
。
分
配
。
分
裂
。
ま
た
、「
身
分
」「
気
分
」
と
い
う
使
い
方
も
あ
り

ま
す
。 

切
は
、
切
り
落
と
す
時
の
音
を
表
わ
す
七 ●

と
刀 ●

と
の
形
声
字
で
、
〝
刀
で
物
を
き
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
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た
字
で
す
。
音
は
七 し

ち

が
変
化
し
て
セ
ツ
、
呉
音
は
サ
イ
。

切
断

せ
つ
だ
ん

。
一
切

い
っ
さ
い

。 

刈
は
、
草
を
か
る
意
味
の
乂 が

い

と
刀
と
の
会
意
形
声
字

で
す 

。
苅
は
俗
字
で
す
。 

刊
は
、
突
き
刺
す
意
味
の
干 か

ん

と
刀 ●

と
の
会
意
形
声
字

で
す
。
昔
、
版
木
に
文
字
を
ほ
り
き
ざ
ん
で
印
刷
し
た

の
で
、
〝
書
物
を
出
版
す
る
〟
こ
と
を
刊
と
い
う
字
で 

表
わ
し
ま
し
た
。
刊
行
。
月
刊
。 

刑
は
、
开 け

い

と
刀 ●

と
の
形
声
字
で
、
〝
斬
刑
〟
の
意
味

の
字
で
す
。
开
と
い
う
発
音
の
言
葉
に
は
、「
形
」「
型
」

が
あ
り
、
〝
き
ち
ん
と
整
っ
た
タ
イ
プ
〟
を
意
味
し
て 

  い
る
よ
う
で
す
。
従
っ
て
、
刑
は
、
〝
法
に
照
ら
し
て
処
断
す
る
〟
と
い
う
意
味
が
そ
の
発
音
か
ら
汲
み

取
れ
ま
す
。
刑
法
。
刑
罰
。 

初
は
、
衣 ●

と
刀 ●

と
の
会
意
字
で
す 

。
衣
類
は
、
布
を
刀
で
裁
断
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
、
〝
は

じ
め
〟
の
意
味
を
衣
と
刀
と
で
表
わ
し
ま
し
た
。
最
初
。
初
期
。 

別
は
、
冎
の
変
形
し
た
另 ●

と
刀 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
骨
か
ら
肉
を
切
り
離
す
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、

〝
わ
け
る
〟
が
本
義
の
字
で
す
（
Ｐ1

6
3

 

列
と
同
義
）。
今
で
は
、
〝
人
と
わ
か
れ
る
〟
意
味
に
使
わ
れ

ま
す
。
区
別
。
別
離
。
ま
た
、「
別
室
」「
別
状
」
な
ど
の
使
い
方
も
あ
り
ま
す
。 

刺
は
、
〝
と
げ
（
冂
）
の
あ
る
木
〟
の
意
味
の
朿 し

と
刀 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
と
げ
で
さ
す
よ
う

に
刀
で
さ
す
〟
と
い
う
意
味
で
、
〝
さ
す
〟
こ
と
を
表
わ
し
ま
し
た
。
セ
キ
と
い
う
音
も
あ
り
ま
す
。 

剛
は
、
綱 こ

う

の
も
つ
〝
大
き
い
〟
〝
太
い
〟
な
ど
の
意
味
の
岡 こ

う

と
刀 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
大
き
く

て
が
っ
し
り
と
し
た
刀
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
転
じ
て
〝
つ
よ
い
〟
〝
か
た
い
〟
な
ど
の
意
味
に
用
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い
ら
れ
ま
す
。
剛
勇
。
剛
胆
。 

剤
は
、
調
え
る
意
味
の
斉
と
刀
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
医
者
の
こ
と
を
「
刀
圭
家
」
と
言
い
ま
す
が
、

薬
を
調
合
す
る
さ
じ
を
〝
刀
圭
〟
と
い
う
の
で
す
。
つ
ま
り
、
〝
さ
じ
で
薬
を
調
合
す
る
〟
こ
と
が
剤
の

本
義
で
、
今
は
、
〝
調
合
さ
れ
た
薬
〟
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
剤
。
薬
剤
。
強
心
剤
。 

割
は
、
傷
つ
け
そ
こ
な
う
意
味
の
害
と
刀
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
刀
で
傷
つ
け
る
〟
と
い
う
意
味

の
字
で
、
〝
さ
く
〟
〝
わ
か
つ
〟
こ
と
。
割
譲
。
分
割
。
音
は
害 が

い

が
つ
ま
っ
て
カ
ツ
。 

剰
は
、
〝
切
っ
て
は
上
へ
上
へ
と
乗
せ
る
〟
意
味
の
字
で
、
物
の
豊
富
に
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
た
、
乗

じ
ょ
う

と
刀 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
あ
ま
る
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
余
剰
。
過
剰
。 

前
は
、
古
体
は

で
す
。
〝
岸
に
つ
な
い
で
あ
る
舟
の
と
も
づ
な
を
切
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、

〝
舟
の
前
進
す
る
こ
と
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
舟
月

ふ
な
づ
き

の
月 ●

と
、
止
め
る
意
味
の
䒑 ●

と
刂 ●

と
の
会
意
字

で
す
。 

  

到
は
、
い
た
る
意
味
の
至 ●

と
刀 と

う

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
刀
が
相
手
の
体
に
至
る
〟
と
い
う
意
味
で
、

〝
と
ど
く
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
到
着
。
到
達
。
用
意
周
到
。 

制
は
、
朱
と
同
じ
く
木
の
象
形
で
あ
る

制

と
刂 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
木
を
切
っ
て
物
を
作
る
〟
と

い
う
意
味
の
字
。
音
は
セ
イ
。
〝
た
ち
き
る
〟
〝
つ
く
る
〟
が
本
義
で
す
。
制
裁
。
制
作
。「
制
限
」「
制

御
」
は
「
掣
」
の
意
味
の
仮
借
で
す
。 

掣
は
、
〝
制
作
し
て
い
る
の
を
手
で
お
さ
え
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
、
制 ●

と
手 ●

と
の
会
意
形
声
字

で
す
。
掣
肘
。
牽
掣
。 

刷
は
、
人
の
意
味
の
尸 ●

と
布 ●

と
刀 ●

の
会
意
字
で
、
〝
人
が
布
と
刀
と
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
〟
こ
と
を

表
わ
し
た
字
で
す
。汚
れ
た
所
を
ふ
き
、落
ち
な
い
所
は
削
り
、〝
き
れ
い
に
す
る
〟
こ
と
が
本
義
で
す
。

刷
新
。
転
じ
て
〝
こ
す
る
〟
意
味
。
刷
子

さ
っ
し

（
ぶ
ら
し
）。
刷
毛
（
は
け
）。「
印
刷
」
も
〝
こ
す
る
〟
意
味

で
す
。 
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券
は
、
古
体
が

で
、
二
つ
に
分
け
て
、
そ
れ
そ
れ
に
所
持
す
る
〝
わ
り
ふ
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。

相
互
の
約
束
と
し
て
取
り
か
わ
す
も
の
の
名
称
に
使
わ
れ
ま
す
。
証
券
。
株
券
。
乗
車
券
。 

刻
は
、
草
の
根
の
象
形
で
あ
る
亥 ●

と
刀 ●

と
の
会
意
字
で 

、
薬
草
の
根
を
〝
き
ざ
む
〟
こ
と
を
表
わ
し

た
字
で
す
。「
彫
刻
」「
時
刻
」
の
意
味
か
ら
転
じ
て
、「
深
刻
」「
苛
刻
（
酷
）」
と
も
使
わ
れ
ま
す
。 

 

戈
は
、
い
く
さ
道
具
の‶
ほ
こ
〟
を
象
っ
た
象
形
字
で
、
武
器
の
総
称
と
し
て
用 

い
ら
れ
、

ま
た
、
〝
戦
争
〟
の
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。「
干
戈
」
は
、
武
器
の
総
称
で
あ
り
、
ま
た
戦

争
と
い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
す
。 

武
は
、
戈 ●

と
止 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
〝
戦
争
を
防
止
す
る
も
の
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。

つ
ま
り
、
武
と
は
、
相
手
を
倒
す
た
め
の
も
の
で
は
な
く
て
、
相
手
の
侵
略
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
も
の

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
共
の
核
兵
器
も
、
使
う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
、
武
の
本
義
を
ぜ
ひ
銘 

  記
し
て
も
ら
い
た
い
も
の 

で
す
。 

戦
は
単 せ

ん

と
戈 ●

と
の
形
声
字
で
、
〝
武
器
を
も
っ
て
た
た
か
う
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
戦
争
は
恐
ろ

し
い
も
の
で
す
か
ら
、
〝
恐
れ
お
の
の
く
〟
と
い
う
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
戦
々
兢
々
。 

戯
は
、
猛
獣
を
意
味
す
る
虞
の
略
字
の
虚 ●

と
戈 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
武
器
を
も
っ
て
猛
獣
を
あ
や
つ

る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
〝
猛
獣
つ
か
い
の
芝
居
〟
が
本
義
で
、
〝
た
わ
む
れ
る
〟
意
味
に
使
わ
れ

ま
す
。
戯
曲
。
演
戯
。
遊
戯
。 

戍
は
、
人 ●

と
戈 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
武
器
を
持
つ
人
〟
が
本
義
で
す
。
転
じ
て
、
〝
ま
も
る
〟
意
味
に

な
り
ま
す
。
戍
卒
。
衛
戍
。
昔
、
陸
軍
病
院
の
こ
と
を
衛
戍
病
院
と
言
い
ま
し
た
。 

成
は
、
戈
と
同
じ
意
味
の
戊 ●

と
丁 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
丁
は
、
釘
の
象
形
で
、
テ
イ
の
音
は
、
釘

を
打
つ
音
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
成
は
、
〝
武
器
を
揮
っ
て
侵
略
者
を
平
ら
げ
る
〟
こ
と
。
成
功
。
転

じ
て
〝
な
し
と
げ
る
〟
と
い
う
意
味
。
音
は
丁
テ
イ
が
変
化
し
て
セ
イ
。
呉
音
は
ジ
ョ
ウ
。
成
就

じ
ょ
う
じ
ゅ

。 
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我
は
、
古
体
は

で
、
先
が
三
つ
に
分
か
れ
た
ほ
こ
の
象
形
で
す
。
〝
わ
れ
〟
の
用
法
は
仮
借
。
〝
わ

が
身
を
守
る
も
の
〟
で
あ
る
か
ら
、
転
じ
て
〝
わ
れ
〟
を
表
わ
し
た
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。 

 
舟
は
、
舟
の
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
が
、
今
の
字
形
は
、
た
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
音

は
シ
ュ
ウ
。 

船
は
、
沿
の
意
味
の
㕣 え

ん

と
舟

し
ゅ
う

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
流
れ
に
沿
っ
て
下
る
舟
〟
と
い

う
意
味
の
字
で
す
。
昔
、
函
谷
関
以
東
で
は
、
流
れ
が
ゆ
る
や
か
で
上
り
下
り
で
き
た
の
で
、

舟
と
呼
び
、
函
谷
関
以
西
で
は
急
流
の
た
め
、
下
り
に
し
か
使
え
な
か
っ
た
の
で
、
船
と
呼
ん
だ
と
言
い

ま
す
。
音
は
舟 syu

と
㕣 e

n

と
で
セ
ンse

n

に
な
り
ま
し
た
。 

艇
は
梃
（
丸
木
）
の
意
味
の
廷 て

い

と
舟 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
丸
木
舟
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
転

じ
て
、
〝
細
長
い
形
の
小
舟
〟
を
言
い
ま
す
。
短
艇
（
ボ
ー
ト
）。
潜
水
艇
。 

  

「
艦
」「
舶
」「
航
」「
艙
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
部
の
旁
の
項
で
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

車
は
、
二
輪
車
の
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
音
は
シ
ャ
で
す
。 

輛
は
、
二
つ
の
意
味
の
兩

り
ょ
う

と
車
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
車
は
車
輪
が
二
つ
あ
っ
て
一
台

だ
と
い
う
こ
と
で
、
〝
車
一
台
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
ま
た
、
車
を
数
え
る
時
に
「
一
輛
・

二
輛
」
と
言
い
ま
す
。
今
で
は
扁
を
省
い
て
「
両
」
で
代
用
し
て
い
ま
す
。 

軒
は
、
ふ
せ
ぐ
意
味
の
干 か

ん

と
車 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
戦
車
〟
が
本
義
の
字
で
す
。「
戎
軒
（
戦

車
）」。矢
を
防
ぐ
よ
う
に
覆
い
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、転
じ
て
〝
覆
い
〟
の
意
味
に
な
り
、〝
家
の
の
き
〟

の
意
味
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
太
夫
以
上
の
身
分
の
者
の
乗
る
車
を
軒
と
言
う
の
は
、
日
光

や
雨
風
を
防
ぐ
〝
覆
い
〟
の
あ
る
車
と
い
う
意
味
で
す
。 

軟
は
、
欠 か

ん

と
車
の
形
声
字
で
、
車
の
震
動
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
、
車
輪
に
蒲
を
ま
き
つ
け
た
車
の
こ
と
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で
す
。
転
じ
て
、
物
の
〝
や
わ
ら
か
い
〟
こ
と
を
表
わ
す
の
に
使
わ
れ
ま
す
。
軟
骨
。 

軸
は
、
車
の
じ
く
（

）
の
象
形
で
あ
る
由 ●

と
車
と
の
会
意
字
で
す
。
〝
車
の
心
棒
〟
で
す
。
転
じ

て
「
筆
の
軸
」「
マ
ッ
チ
の
軸
」「
掛
軸
」
な
ど
と
も
使
わ
れ
ま
す
。
音
は
柚 ジ

ク

。 

由
は
、

で
、
果
物
と
木
と
を
結
ぶ
部
分
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
木
か
ら
栄
養
を
受

け
て
成
熟
す
る
の
で
、
〝
た
よ
る
〟
〝
よ
る
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
ま
し
た
。
由
来
。
理
由
。
漢
音
は

ユ
ウ
、
呉
音
は
ユ
。 

転
は
、
轉
が
本
字
。
回
る
意
味
の
旋 せ

ん

の
仮
借
で
あ
る
専 せ

ん

と
車
と
の
形
声
字
で
〝
車
の
回
る
〟
こ
と
を

表
わ
し
た
字
で
す
。
転
じ
て
、
〝
場
所
が
移
る
〟
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
回
転
。
移
転
。
転
任
。 

較
は
、
組
み
合
わ
せ
る
意
味
の
交 こ

う

と
車 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
車
の
乗
る
所
に
、
つ
か
ま
え
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
横
木
の
こ
と
で
す
。
左
右
に
あ
る
こ
と
か
ら
〝
比
べ
る
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
音
は
交 こ

う

、
ま
た
は
カ
ク
。
較
著

こ
う
ち
ょ

。
比
較

ひ
か
く

。 

  

軍
は
、
古
体
の

が
示
す
通
り
、
戦
車
を
中
心
に
兵
が
行
動
す
る
の
が
、
軍
の
常
だ
っ
た
の
で
、
車
を

囲
む
形
で
、
軍
隊
を
表
わ
し
ま
し
た
。 

軌
は
車 ●

と
九 く

と
の
形
声
字
で
、
〝
車
輪
の
通
っ
た
あ
と
〟
〝
わ
だ
ち
〟
の
こ
と
で
す
。
こ
の
わ
だ
ち
の

間
隔
が
い
つ
も
き
ち
ん
と
正
し
い
と
こ
ろ
か
ら
、「
軌
範
」
と
い
う
使
い
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
音
は
九 く

が

変
化
し
て
キ
と
な
り
ま
す
。「
䡄
」
は
、
同
音
同
義
の
字
で
す
。 

轄
は
、
車
と
害 が

い

と
の
形
声
字
で
、
車
輪
が
軸
か
ら
は
ず
れ
て
災
害
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
車
軸
に
は

め
込
む
〝
く
さ
び
〟
が
本
義
の
字
で
す
。
転
じ
て
、
広
く
、
〝
災
害
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
取
り
締
ま
る
〟
こ

と
に
使
い
ま
す
。
統
轄
。
管
轄
。 
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■
動
物
に
関
す
る
部
首 

    

虫
は
、
〝
ま
む
し
（
蛇
）
〟
の
象
形
字
で
す
。
蟲
は
、
三
つ
の
虫
の
会
意
字
で
、
虫
類
の

総
称
で
す
。
今
の
〝
虫
〟
は
こ
の
蟲
の
代
用
字
で
す
。
音
は
中

ち
ゅ
う

。 

蚊
は
、
文 ぶ

ん

文 ぶ
ん

と
い
う
羽
音
を
表
わ
す
文 ●

と
虫 ●

と
の
形
声
字
で
す
。
蚊
帳

ぶ
ん
ち
ょ
う

（
か
や
）。 

蛔
は
、
〝
腹
の
中
を
回
り
歩
く
虫
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
す
。
蛔

虫

か
い
ち
ゅ
う

。 

螢
は
、
あ
か
り
の
意
味
の

螢

と
虫 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
あ
か
り
を
と
も
す
虫
〟
ほ
た
る
の
こ

と
で
す
。
螢
光
燈
。
螢
雪
の
功
。 

  

蟻
は
、
正
義
の
意
味
の
義 ぎ

と
虫 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
〝
秩
序
整
然
た
る
団
体
生
活
を
営
む
虫
〟
あ
り
を

表
わ
し
た
字
で
す
。「
蟻
集
」
は
、
あ
り
の
よ
う
に
密
集
す
る
こ
と
。 

蚕
は
、
蠶
が
本
字
。
潛
む
意
味
の

僭 せ
ん

と
虫 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
繭
の
中
に
潜
む
虫
〟
か
い
こ

を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
蚕
は
そ
の
略
字
で
す
。
天 て

ん

は
潜 せ

ん

の
な
ま
り
で
す
。
ま
た
、
人
間
の
生
活
に
役

立
つ
絹
を
与
え
て
く
れ
る
〝
天
の
虫
〟
の
意
味
に
と
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

蛮
は
、
蠻
が
本
字
。
糸
が
も
つ
れ
る
よ
う
に
言
葉
が
乱
れ
る
意
味
の

蠻 ら
ん

と
虫
と
の
会
意
形
声
字
で
、

〝
が
や
が
や
と
や
か
ま
し
く
鳴
く
虫
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
南
方
の
民
族
を
蛮
と
言
っ
た
の
は
、
彼

ら
が
お
し
ゃ
べ
り
で
わ
か
ら
な
い
言
葉
を
や
か
ま
し
く
話
し
た
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
た
も
の
で
す
。
中
国

で
は 

四
方
の
異
民
族
を
「
東
夷
西
戎
南
蛮
北
狄
」
と
言
い
ま
し
た
。
わ
が
国
で
も
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、

西
欧
人
が
南
方
か
ら
や
っ
て
未
ま
し
た
の
で
、
〝
南
蛮
人
〟
と
呼
び
ま
し
た
。
ま
た
、
〝
未
開
人
〟
の
意

味
に
使
い
ま
す
。
野
蛮
。 
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恋
は
、
戀
が
本
字
。
糸
が
も
つ
れ
た
よ
う
に
、
思
慕
の
情
が
思
う
よ
う
な
言
葉
に
な
っ
て
出
ず
、
心
が

千
々
に
乱
れ
る
、
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
俗
に
〝
い
と
（
糸
）
し
、
い
と
し
と
言
う
心
〟
と
、
し
ゃ
れ

て
言
い
ま
し
た
が
、
今
の
字
体
で
は
こ
れ
が
言
え
な
く
て
味
気
な
く
な
り
ま
し
た
。「
変
」
も
同
じ
構
造

の
字
で
す
。 

融
は
、
か
ま
ど
の
象
形
（

）
の
鬲
と
虫
と
の
形
声
字
で
、
音
は
虫

ち
ゅ
う

が
変
化
し
た
ユ
ウ
。
〝
物
を
煮

て
と ●

か ●

す ●

〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
と
け
る
〟
。
固
形
で
は
通
ら
な
い
も
の
も
、
液
状
に
な
れ
ば

す
る
す
る
と
通
る
の
で
、
〝
と
お
る
〟
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
融
合
。
融
通
。 

 

牛
は
、
二
本
の
つ
の
を
含
む
〝
う
し
〟
の
頭
部
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
音
は
ギ
ュ
ウ
。 

物
は
、
牛 ●

と
勿 ふ

つ

の
形
声
字
で
す
。
牛
は
家
畜
の
中
で
最
も
大
き
く
、
庶
民
に
取
っ
て
は
最

も
頼
り
に
な
る
財
産
な
の
で
、
〝
も
の
（
万
物
）
〟
の
代
表
に
な
り
ま
し
た
。
植
物
。
人
物
。 

 

 

「
貨
物

か
も
つ

」
は
呉
音
。 

犇
は
、
〝
牛
の
群
れ
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
わ

が
国
で
は
、
〝
ひ
し
め
く
〟
と
い
う
意
味
に
使
っ
て

い
ま
す
。 

犠
は
、
〝
り
っ
ぱ
〟
と
い
う
意
味
の
義 ぎ

と
牛 ●

と
の

会
意
形
声
字
で
、
神
に
〝
い
け
に
え
〟
と
し
て
捧
げ

る
牛
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
犠
牲
。 

牲
は
、
〝
り
っ
ぱ
〟
と
い
う
意
味
の
精 せ

い

の
仮
借
で

あ
る
生 せ

い

と
牛 ●

と
の
形
声
字
で
す
。
犠
と
合
わ
せ
て
用

い
ら
れ
る
字
で
す
。 

特
は
、
役
所
と
い
う
意
味
の
寺 ●

と
牛 ●

と
の
会
意
字
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で
、
〝
役
所
に
飼
わ
れ
て
い
る
牛
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
い
け
に
え
の
牛
〟
が
本
義
で
す
。
特
に
り

っ
ぱ
な
牛
が
選
ば
れ
る
の
で
、
〝
と
く
に
〟
と
い
う
言
い
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
犠
牲
と
い
う
字
が
で
き

て
か
ら
は
特
は
、
本
義
に
は
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 
犬
は
、
い
ぬ
の
全
身
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
音
は
ケ
ン
。「
犭
」
は
、
犬
の
変

形
で
、「
犬
扁

い
ぬ
へ
ん

」
で
す
が
、
普
通
は
「
け
も
の
扁
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
犬
以
外

の
動
物
を
も
表
わ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

狗
は
、
せ
む
し
の
象
形
の
勹 ●

と
犬 ●

と
口 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
〝
小
さ
い
犬
〟
を
表

わ
し
た
字
で
す
。
音
は
口
（
漢
音
は
コ
ウ
、
呉
音
は
ク
）。「
羊
頭
を
掲
げ
て
狗
肉
を
売
る
」
は
、
現
代
的

に
言
う
と
、
〝
レ
ッ
テ
ル
は
牛
だ
が
中
味
は
鯨
の
肉
〟
と
い
う
こ
と
で
す
。 

狐
は
、
コ
ン
コ
ン
と
い
う
声
を
表
わ
す
瓜 こ

と
犭 ●

と
の
形
声
字
で
、
〝
き
つ
ね
〟
の
こ
と
で
す
。「
狐
媚
」 

  は
、
狐
が
人
を
だ
ま
す
よ
う
に
、
上
の
人
に
巧
み
に
取
り
入
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。「
虎
の
威
を
借
る
狐
」

ど
う
も
狐
は
評
判
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

狼
は
、良 ろ

う

と
犭 ●

と
の
形
声
字
で
、〝
お
お
か
み
〟
の
こ
と
で
す
。お
お
か
み
は
恐
ろ
し
い
動
物
な
の
で
、

昔
の
人
た
ち
は
「
犬
神
様
」
と
言
っ
た
り
「
大
神

お
お
か
み

」
と
言
っ
て
敬
遠
し
ま
し
た
。
良 ろ

う

と
呼
ぶ
の
も
、
こ

れ
と
同
じ
で
、
敬
遠
し
て
〝
良
い
犬
〟
つ
ま
り
狼
と
呼
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。「
狼
藉

ろ
う
ぜ
き

」
は
、
狼
の

寝
た
あ
と
が
乱
雑
な
の
で
、
物
事
の
取
り
乱
し
た
様
を
言
い
ま
す
。 

獄
は
、
二
匹
の
犬 ●

と
言 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
犬
が
た
が
い
に
吠
え
合
う
よ
う
に
、
〝
訴
訟
で
、
た
が
い

に
相
手
の
非
を
そ
し
り
あ
う
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
訴
え
〟
が
本
義
で
、
転
じ
て
〝
牢
屋

ろ
う
や

〟
の

意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
監
獄
。
地
獄
。 

獣
は
、
獣
類
の
顔
の
象
形
で
あ
る

獣

と
、
家
畜
の
代
表
で
あ
る
犬
と
の
会
意
字
で
、
〝
け
も
の
〟

を
表
わ
し
た
字
で
す
。
音
は
ジ
ュ
ウ
。
猛
獣
。
怪
獣
。
禽
獣
。 
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獲
は
、
鳥 ●

を
取 ●

る
意
味
の
蒦 か

く

と
犭 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
猟
犬
を
使
っ
て
、
え
も
の
を
取
る
〟
こ
と

を
表
わ
し
た
字
で
す
。
捕
獲
。
獲
得
。 

献
は
、
獻
が
本
字
。
虎
の
飾
り
の
あ
る
鬲
（
融
の
項
参
照
）
と
犬
と
の
会
意
字
で
、
〝
犬
を
料
理
す
る

こ
と
〟
を
表
わ
し
た
字
。
〝
祖
先
の
み
た
ま
や
に
物
を
そ
な
え
る
〟
こ
と
が
本
義
で
す
。
奉
献
。
献
納
。

ま
た
、「
献
金

け
ん
き
ん

」「
献
立

こ
ん
だ

て
」
と
い
う
使
い
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

然
は
、
肉
の
意
味
の

と
犬 ●

と
灬 ●

の
会
意
字
で
す
。
〝
犬
の
肉
を
火
で
や
く
〟
と
い
う
意
味
の
字
で

す
。「
燃
（
も
や
す
）」
の
本
字
で
す
が
、
後
に
、「
偶
然
、
漠
然
、
泰
然
、
悠
然
」
と
い
う
使
い
方
が
生

ま
れ
た
た
め
、
本
来
の
意
味
を
表
わ
す
の
に
、
さ
ら
に
火 ●

を
加
え
て
燃 ●

と
し
ま
し
た
。
音
は
、
漢
音
が
ゼ

ン
、
呉
音
が
ネ
ン
で
す
。 

狩
は
、
守
る
意
味
の
守 ●

と
犭 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
冬
の
農
閑
期
、
草
木
の
枯
れ
た
季
節
に
、
原
野

に
火
を
放
っ
て
行
な
う
〝
か
り
〟
を
狩
と
言
い
ま
す
。
国
土
を
守
る
た
め
の
仕
事
な
の
で
狩
と
言
う
の
で 

  す
。
春
の
か
り
は
蒐
、
夏
は
苗
、
秋
は
猟
。 

猟
は
、
獵
が
本
字
で
す
。
巤

り
ょ
う

と
犭
と
の
形
声
字
で
、
〝
犬
を
使
っ
て
鳥
獣
を
追
い
捕
え
る
〟
こ
と
を

表
わ
し
た
字
で
す
。
狩
猟
。
猟
師
。 

猛
は
、
孟 も

う

と
犭
と
の
形
声
字
で
、
〝
強
い
犬
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
転
じ
て
、
〝
強
い
〟
〝
た
け
だ

け
し
い
〟
と
い
う
意
味
に
使
い
ま
す
。
猛
獣
。 

独
は
、
本
字
が
獨
。
蜀

し
ょ
く

と
犭
と
の
形
声
字
。
犬
は
接
触
す
る
と
す
ぐ
け
ん
か
を
す
る
の
で
、
一
匹
ず

つ
離
し
て
お
き
ま
す
。
そ
れ
で
〝
ひ
と
り
〟
の
意
味
を
表
わ
し
ま
し
た
。
単
独
。
独
唱
。 

状
は
、
本
字
が
狀
。
爿

し
ょ
う

と
犬
と
の
形
声
字
。
爿

し
ょ
う

は
像

し
ょ
う

の
仮
借
で
、
〝
犬
の
す
が
た
〟
が
状
の
本
義

で
す
。
転
じ
て
、
広
く
、
〝
姿
〟
〝
形
〟
〝
有
様
〟
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。 

狂
は
、草
が
乱
雑
に
茂
る
意
味
の
王 お

う

と
犭
の
会
意
形
声
字
で
、〝
狂
犬
〟
が
本
義
の
字
で
す
。転
じ
て
、

〝
気
ち
が
い
〟
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
音
は
犬
（ke

n

）
と
王
（o

）
で
キ
ョ
ウ
（ky

o

）。
狂
乱
。
狂
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暴
。 犯

は
氾
濫
の
意
味
の
㔾
と
犭
と
の
形
声
字
で
、
〝
犬
が
あ
ば
れ
回
っ
て
人
に
害
を
与
え
る
こ
と
〟
を
表

わ
し
て
い
ま
す
。
転
じ
て
、
人
が
目
上
に
背
い
た
り
、
法
を
犯
す
意
味
に
使
い
ま
す
。
侵
犯
。
犯
逆
。
犯

罪
。 

 

豕
は
、
い
の
し
し
や
ぶ
た
の
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
音
は
シ
。 

家
は
、
家 い

え

の
意
味
の
宀
と
豕
と
の
会
意
字
で
す
。
豚
は
早
く
か
ら
、
家
畜
と
し
て
、
多
く

の
家
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
字
の
成
り
立
ち
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

豚
は
、
い
の
し
し
の
意
味
の
豕 ●

と
肉 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
ぶ
た
が
、
い
の
し
し
の
家
畜
と

し
て
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。 

象
は
、

で
、
長
い
鼻
の
ぞ
う
の
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
音
は
ゾ
ウ
。
ゾ
ウ
の
意
義
は
、「
想
像
」 

  の
意
味
で
す
。中
国
に
は
象
が
い
な
い
の
で
、話
と
し
て
伝
え
聞
き
、あ
る
い
は
絵
に
よ
り
〝
想
像
〟
し
、

心
に
そ
の
形
を
え
が
い
て
い
ま
し
た
。 

像
は
、
人 ●

と
象 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
中
国
人
は
象
を
実
際
に
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
心
に
想
像
す

る
だ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
〝
心
に
え
が
く
形
〟
を
、
人
と
象
と
で
代
表
さ
せ
た
訳
で
す
。 

豪
は
、
高
の
意
味
の
こ
う

と
豕 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
長
い
毛
を
高
く
そ
ば
だ
て
る
〝
山
あ
ら
し
〟

を
表
わ
し
た
字
で
す
。
こ
の
針
の
よ
う
な
毛
に
は
猛
獣
も
恐
れ
る
と
い
う
の
で
、
〝
強
い
〟
意
味
を
表
わ

し
ま
す
。
豪
勇
。
強
豪
。
豪
傑
。 

 

羊
は
、
二
本
の
つ
の
、
長
い
ひ
げ
な
ど
の
特
長
を
よ
く
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
音
は
ヨ
ウ
。

家
畜
の
中
で
も
、
羊
は
最
も
優
美
で
、
性
質
も
温
和
な
の
で
、「
美
」「
善
」
な
ど
を
表
わ
す
の

に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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美
は
、
羊 ●

と
大 ●

と
の
会
意
字
で
、
美
し
い
動
物
だ
が
、
と
り
わ
け
、
肥
え
て
大
き
な
羊
は
見
事
な
の
で
、

〝
大
き
い
羊
〟
で
〝
う
つ
く
し
い
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
ま
し
た
。
美
女
。
美
辞
。
美
談
。 

善
は
、
古
体
は

で
す
。
〝
り
っ
ぱ
な
問
答
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
転
じ
て
、
問
答
に
限
ら
ず
、

広
く
〝
り
っ
ぱ
な
こ
と
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
最
善
。
善
良
。
善
行
。 

義
は
、
〝
我
を
美
し
く
す
る
〟
と
い
う
意
味
の
、
羊 ●

と
我 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
つ
ま
り
、
り
っ
ぱ
な
人

間
と
し
て
必
要
な
資
質
に
対
し
て
与
え
た
〝
徳
目
〟
で
す
。孟
子
は「
仁
義
あ
る
の
み
」と
言
い
ま
し
た
。

こ
の
道
を
実
行
で
き
る
人
間
が
、
最
高
の
人
間
だ
と
言
う
の
で
す
。
音
は
ギ
で
す
が
、
こ
れ
は
〝
よ
ろ
し

い
〟
と
い
う
意
味
の
宜 ぎ

と
同
じ
言
葉
で
す
。 

群
は
、
〝
羊
の
君
〟
で
、
〝
羊
の
ボ
ス
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
羊
は
む
れ
を
な
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ボ
ス
が
群
で
す
。
転
じ
て
、
〝
む
れ
〟
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
群
羊
。
群
衆
。
群
雄
。 

羚
は
、
り
っ
ぱ
な
意
味
の
令 ●

と
羊 ●

の
会
意
形
声
字
で
す
。
羊
に
似
て
、
羊
よ
り
も
大
き
く
、
姿
や
毛
並 

  み
の
美
し
い
〝
か
も
し
か
〟
を
現
わ
し
た
字
で
す
。 

着
は
、
羊
の
部
首
の
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
著 ●

が
変
化
し
た
形
で
す
。
著
は
、
第
一
部
の
者
の
項
で
説

明
し
ま
し
た
。 

 

鳥
は
、
長
い
尾
の
と
り
の
形
、
隹
は
、
短
い
尾
の
と
り
の
形
を
象
っ
た
象
形
字
で

す
。
し
か
し
、
部
首
と
し
て
は
、
鳥
も
隹
も
同
じ
く
、
一
般
的
な
〝
と
り
〟
の
意
味

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

鳩
は
、
ク
ー
ク
ー
と
鳴
く
音
を
表
わ
し
た
九 く

と
鳥 ●

と
の
形
声
字
で
、
〝
ク
ー
ク
ー 

と
鳴
く
鳥
〟
、
つ
ま
り
は
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
呉
音
は
ク
、
漢
音
は
キ
ュ
ウ
。
鳩
首
（
首
を
集
め
る

→

相
談
す
る
こ
と
）。 

鳴
は
、
鳥 ●

と
口 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
鳥
の
な
く
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
音
は
メ
イ
。
転
じ
て
、
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〝
な
る
〟
〝
な
ら
す
〟
意
味
に
も
使
い
ま
す
。
共
鳴
。
雷
鳴
。
鳴
弦
。 

鵞
は
、
ガ
ー
ガ
ー
と
い
う
鳴
き
声
を
表
わ
し
た
我 が

と
鳥 ●

と
の
形
声
字
で
〝
鵞
鳥

が
ち
ょ
う

〟
の
こ
と
で
す
。 

鶏
は
、
コ
ケ
ッ
コ
ウ
と
い
う
鳴
き
声
を
表
わ
し
た
奚 ケ

イ

と
鳥 ●

と
の
形
声
字
で
、
〝
に
わ
と
り
〟
の
こ
と
で

す
。「
鶏
口
と
な
る
も
、
牛
後
と
な
る
な
か
れ
」「
鶏
鳴
狗
盗
」
な
ど
の
故
事
が
あ
り
ま
す
。 

鶴
は
、
カ
ッ
カ
ッ
と
い
う
鳴
き
声
を
表
わ
し
た
隺 か

く

と
鳥 ●

と
の
形
声
字
で
、
〝
つ
る
〟
の
こ
と
で
す
。「
鶴

首
」
は
、
首
を
長
く
し
て
待
ち
望
む
こ
と
で
す
。 

雀
は
、
〝
小
さ
い
隹 と

り

〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
す
ず
め
〟
の
こ
と
で
す
。「
雀
躍

じ
ゃ
く
や
く

」
は
小
踊
り
し

て
喜
ぶ
こ
と
で
す
。
燕
雀

え
ん
じ
ゃ
く

い
ず
く
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
や
（
小
人
に
大
人
の
心
が
わ
か
る
も
の
か
）。

門
前
雀
羅
（
訪
れ
る
人
が
い
な
い
の
で
雀
取
り
の
網
が
張
れ
る
ほ
ど
だ
）。 

雄
は
、
宏
の
意
味
の
厷 ●

と
隹 ●

の
会
意
形
声
字
で
す 

。
体
の
大
き
く
て
り
っ
ぱ
な
〝
お
ん
ど
り
〟
を
表

わ
し
た
字
で
す
。
転
じ
て
、「
雄
大
」「
雄
壮
」
な
ど
の
意
味
に
用
い
ま
す
。
ま
た
、「
英
雄
」。
音
は
厷 こ

う

が 

  変
化
し
て
ユ
ウ
に
な
り
ま
し
た
。 

雌
は
、
同
音
の
妻
（si

さ
い
）
の
仮
借
で
あ
る
此 し

と
隹 ●

と
で
、
〝
妻 し

鳥
〟
と
呼
ん
だ
も
の
で
す
。
〝
め

ん
ど
り
〟
が
本
義
で
、
広
く
生
き
物
の
〝
め
す
〟
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。 

雑
は
、
雜
が
本
字
で
す
。

は
衣
の
変
化
し
た
形
で
、
こ
の
字
は
古
く
は
襍
で
し
た
。
こ
れ
が
ず
れ
て

雑
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
〝
い
ろ
い
ろ
な
布
を
集
め
て
作
っ
た
衣
類
〟
と
い
う
意
味
の
、
集

し
ゅ
う

と
衣 ●

と
の

会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
集

し
ゅ
う

が
変
化
し
た
ソ
ウ
。
ザ
ツ
は
慣
用
音
で
す
。
雑
言
。
雑
草
。 

集
は
、
雧
が
本
字
で
す
。
木
の
上
に
烏
が
〝
あ
つ
ま
っ
て
い
る
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
字
で
す
。
音
は

聚
し
ゅ
う

で
す
。 

雅
は
、
カ
ア
カ
ア
と
い
う
鳴
き
声
を
表
わ
し
た
牙 か

と
隹 ●

と
の
形
声
字
で
〝
か
ら
す
〟
を
表
わ
し
た
字
で

す
。
か
ら
す
は
〝
反
哺
〟
と
言
っ
て
、
餌
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
親
鳥
に
餌
を
口
移
し
に
食
べ

さ
せ
る
孝
鳥
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
親
子
の
情
愛
が
〝
正
し
く
〟‶

ゆ
か
し
い
〟
と
い
う
の
で
、



連想式漢字記憶術 第三章 漢字の部首のルーツ 

- 73 - 

〝
正
し
い
〟
〝
ゆ
か
し
い
〟
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
ら
す
は
「
鴉
」
と
書
き
分
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
典
雅
。
優
雅
。
雅
量
。 

離
は
、
美
し
い
と
い
う
意
味
の
麗
と
同
音
の
离 り

と
隹 ●

と
の
形
声
字
で
、
鶯
の
一
種
で
あ
る
麗 り

と
呼
ぶ
鳥

の
名
が
本
義
で
す
。
人
里
離
れ
た
島
に
住
む
の
で
〝
は
な
れ
る
〟
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 隻

は
、
又 ●

（
手
）
と
隹 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
鳥
を
一
羽
手
に
入
れ
た
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
〝
一

羽
の
鳥
〟
が
本
義
で
す
。
二
羽
の
鳥
は
「
雙
（
今
は
略
し
て
双
）」
と
言
い
ま
す
。
隻
手
（
片
手
）。
隻
眼
。

転
じ
て
、
水
鳥
に
な
ぞ
ら
え
て
、
舟
を
「
一
隻
」「
二
隻
」
と
数
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

奪
は
、
大 ●

と
隹 ●

と
寸 

（
手
）
の
会
意
字
で
す
。
奞
は
〝
大
鳥
〟
の
意
味
で
は
な
く
て
、
鳥
が
翼
を
大

き
く
広
げ
る
意
味
の
字
で
す
。
手
に
入
れ
た
鳥
が
羽
ば
た
い
て
逃
げ
る
の
が
奪
の
本
義
で
す
。
音
は
「
脱 だ

つ

」

で
、
本
来
は
脱
と
同
音
同
義
の
字
で
す
。
今
は
〝
う
ば
う
〟
の
意
味
に
用
い
ま
す
。
奪
回
。
強
奪
。 

  

奮
は
大 ●

と
隹 ●

と
田
の
会
意
字
で
、
〝
鳥
が
田
ん
ぼ
か
ら
羽
ば
た
い
て
飛
び
上
が
る
〟
意
味
の
字
で
す
。

飛
び
立
つ
時
の
勢
い
の
盛
ん
な
有
様
か
ら
、
〝
ふ
る
い
た
つ
〟
意
味
を
表
わ
し
ま
し
た
。
奮
起
。
発
奮
。

興
奮
。 

 

馬
は
、
馬
の
全
身
を
横
か
ら
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
漢
音
は
バ
、
呉
音
は
マ
で
す
。
国
語

の
〝
う
ま
〟
は
、
呉
音
の
マ
を
〝
（
う
）
ま
〟
と
発
音
し
た
も
の
で
、
純
粋
の
日
本
語
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
〝
ん
〟
を
を
〝
（
う
）
ん
〟
と
発
音
す
る
の
と
同
じ
で
す
。
馬
に
つ
い
て
は
、

「
馬
耳
東
風
（
馬
の
耳
に
念
仏
）」「
馬
脚
を
現
わ
す
」「
馬
鹿
」 

な
ど
の
故
事
が
あ
り
ま
す
。 

駄
は
「
馱
」
が
本
字
。
〝
人
を
乗
せ
て
運
ぶ
馬
〟
を
表
わ
し
た
、
人
の
意
味
の
大
と
馬
と
の
会
意
字
で

す
。
転
じ
て
、
〝
荷
物
を
遅
ぶ
馬
〟
「
駄
馬
」
の
意
味
に
な
り
、
さ
ら
に
転
じ
て
〝
荷
物
〟
そ
の
物
を
言

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
荷
駄

に

だ

。
駄
賃
。
ま
た 

「
駄
馬
」
は
、
〝
下
等
な
馬
〟
の
意
味
に
転
じ
、「
駄
句
」
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「
駄
じ
ゃ
れ
」
な
ど
の
使
い
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

駒
は
、
狗
と
同
じ
く
、
〝
小
さ
い
〟
意
味
の
句
と
馬
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
若
い
小
馬
〟
を
言
い

ま
す
。
〝
こ
ま
〟
と
言
う
の
は
、
〝
小
馬

こ

ま

〟
ま
た
は
〝
子
馬
〟
と
い
う
意
味
で
す
。
わ
が
国
で
は
、
広
く

〝
馬
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
将
棋
の
駒
」
と
も
使
わ
れ
ま
す
。 

駢
は
、
並
ぶ
意
味
の
并 へ

い

と
馬
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
二
頭
立
て
の
馬
車
〟
の
こ
と
で
す
。
漢
文
で
、

四
字
句
と
六
字
句
と
を
う
ま
く
並
べ
た
名
調
子
の
文
を
「
駢
儷

べ
ん
れ
い

文
」
と
言
い
ま
す
。 

駟
は
、
〝
四
頭
立
て
の
馬
車
〟
で
す
。「
駟
馬
に
む
ち
う
つ
」
と
は
、
高
位
高
官
に
の
ぼ
り
、
得
意
な

様
を
言
い
ま
す
。「
駟
も
舌
に
及
ば
ず
」
は
、
言
葉
を
慎
重
に
せ
よ
、
と
い
う
教
訓
で
す
。 

驚
は
、
つ
つ
し
む
意
味
の
敬 ●

と
馬 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
馬
が
暴
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
手
綱

を
お
さ
え
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
馬
は
か
ら
だ
の
大
き
い
の
に
似
合
わ
ず
、
驚
き
や
す
い
の
で
、

〝
お
ど
ろ
く
〟
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
〝
お
ど
ろ
く
〟
の
本
字
は
「
駭 ガ

イ

」
で
す
。
驚
は
、
漢
音
は
ケ
イ
、 

  呉
音
は
キ
ョ
ウ
で
す
。
驚
天
動
地
。 

騒
は
、
蚤 そ

う

（
の
み
）
と
馬
と
の
会
意
形
声
字
で
蚤
の
た
め
に
、
馬
が
体
を
木
に
こ
す
り
つ
け
た
り
、
体

を
ぴ
く
ぴ
く
動
か
し
た
り
し
て
〝
さ
わ
ぐ
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
動
く
〟
〝
さ
わ
ぐ
〟
が
本
義
。

騒
動
。
騒
々
し
い
。「
噪
」
と
同
音
同
義
。 

蚤
は
、
蚤
が
本
字
。
㕚
は
、
爪
（
つ
め
）
を
表
わ
し
た
指
事
字
で
、
か
ゆ
い
所
を
か
く
意
味
を
表
わ
し

て
い
ま
す
。
蚤
は
、
〝
人
を
か
ゆ
く
さ
せ
る
虫
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。「
掻
」
は
、
〝
か
く
〟
と
い

う
意
味
の
字
で
す
。 

 

貝
は
、
二
枚
貝
を
正
面
か
ら
み
た
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
海
か
ら
離
れ
た
、
昔
の
中

国
で
は
、
貝
の
装
飾
品
は
、
手
に
入
れ
が
た
い
貴
重
品
で
し
た
。
美
し
く
磨
い
た
貝
は
宝
石

に
匹
敵
す
る
価
値
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
部
首
と
し
て
は
〝
財
貨
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
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ま
た
、
物
々
交
換
を
す
る
時
代
で
は
、
軽
く
て
小
さ
い

貝
は
、
貨
幣
的
な
存
在
で
し
た
。
音
は
パ
イ
。 

「
責
」「
貨
」「
賞
」「
貸
」「
購
」「
賠
」
な
ど
、
す

で
に
第
一
章
に
出
て
来
た
字
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。  

貯
は
、
貝 ●

と
宁 ち

ょ

と
の
会
意
形
声
字
で
す 

。
壮
丁
、

丁
年
の
丁
は
成
熟
の
意
味
の
字
で
、
家
に
物
の
充
実
す

る
こ
と
が
宁
で
す
。
〝
家
に
お
金
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
〟
が
貯
で
す
。
今
は
広
く
、
〝
物
を
た
く
わ
え
る
〟

と
い
う
意
味
に
使
い
ま
す
。
貯
水
。 

財
は
、
貝
と
才 さ

い

と
の
会
意
形
声
字
で
す 

。
才
は
木

が
根
を
わ
ず
か
に
張
り
始
め
た
形
を
表
わ
し
た
字
で 

  〝
わ
ず
か
〟
〝
始
め
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
こ
れ
か
ら
生
長
し
て
ど
ん
な
大
木
に
な
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
〝
将
来
に
発
展
す
る
能
力
を
秘
め
た
素
質
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
財
は
、
い
ろ
い

ろ
な
能
力
を
発
揮
さ
せ
成
功
さ
せ
る
働
き
を
秘
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
〝
才
〟
と
い
う
の
で
す
。
財
貨
。

資
財
。 

貴
は
、
き

と
貝
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。 

 

は 
 

の
変
形
し
た
も
の
で
、
人
が
両
手
を
左
右
に
広

げ
た
形
で
す
。
貴
は
、
両
手
を
広
げ
た
ほ
ど
も
財
貨
を
持
っ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
身
分
の

高
い
人
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
貴
族
。
貴
重
。
貴
賤
。 

資
は
、
次 し

と
貝
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
命
の
次
に
大
切
な
お
金
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
財
の
所

で
述
べ
た
よ
う
に
、
仕
事
の
〝
も
と
で
〟
に
す
る
も
の
な
の
で
、「
資
本
」「
資
金
」
な
ど
と
使
い
ま
す
。 

買
は
罒 ●

と
貝 ば

い

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
罒
は

で
、
網
の
本
字
で
す
。
網
で
鳥
を
一
度
に
た
く
さ
ん

取
る
よ
う
に
物
を
ご
っ
そ
り
と
手
に
入
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
〝
お
金
と
交
換
に
物
を
ご
っ
そ



連想式漢字記憶術 第三章 漢字の部首のルーツ 

- 76 - 

り
と
手
に
入
れ
る
〟
、
つ
ま
り
〝
か
う
〟
こ
と
で
す
。 

販
は
、
〝
物
を
買
い
入
れ
て
反
対
に
そ
れ
を
売

る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
貝 ●

と
反 は

ん

と
の
会
意
形
声

字
で
す
。
〝
買
い
入
れ
た
物
を
売
る
〟
こ
と
で
す
か

ら
、
あ
き
な
い
と
し
て
、
〝
物
を
売
る
〟
こ
と
で
す
。

販
売
。
販
路
。 

賛
は
、
贊
が
本
字
で
す
。
兟 し

ん

は
〝
進
め
る
〟
と
い

う
意
味
の
字
で
、
訪
問
時
の
〝
進
物
〟
が
本
義
の
字

で
す
。
受
け
取
っ
た
者
は
、
開
い
て
見
て
〝
ほ
め

る
〟
の
が
礼
な
の
で
、
〝
ほ
め
る
〟
意
味
に
な
り
ま

し
た
。
賛
美
。
賛
嘆
。
書
画
の
す
み
に
「
賛
詞
」
を 

  書
い
た
も
の
を
「
賛
」
と
言
い
ま
す
。「
自
画
自
賛
」
は
〝
身
ぼ
め
〟
〝
手
前
み
そ
〟
の
意
味
に
よ
く
使

わ
れ
る
言
葉
で
す
。
音
は
兟 し

ん

が
変
化
し
て
サ
ン
。 

讃
は
、
〝
賛 ほ

ほ
め
て
言
う
〟
と
い
う
意
味
の
、
賛 さ

ん

と
言
と
の
会
意
形
声
字
で
す
賛
と
全
く
同
じ
に
使
い

ま
す
の
で
、
当
用
漢
字
か
ら
は
ず
さ
れ
ま
し
た
。 

、  

。
賛  

賀
は
、お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
上
に
財
貨
を
贈
る
と
い
う
意
味
で
、加 か

と
貝 ●

と
の
会
意
形
声
字
。〝
言

葉
に
加
え
る
に
財
貨
〟
で
、
相
手
に
祝
意
を
表
す
る
の
が
賀
で
す
が
、
今
は
単
に
「
賀
詞
」
を
述
べ
る
だ

け
で
も
賀
で
す
。
祝
賀
。
年
賀
。 

加
は
、
力 ●

の
不
足
を
言
葉
で
補
う
意
味
の
字
で
力 ●

に
口 ●

を
〝
く
わ
え
る
〟
こ
と
で
す
。 

賃
は
、
〝
人
と
し
て
の
努
め
（
任
）
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
お
金
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
任 に

ん

と
貝 ●

と

の
会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
任 じ

ん

が
変
化
し
て
チ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
労
働
者
が
、
そ
の
労
働
の
報
酬
と
し

て
受
け
る
金
銭
を
「
賃
金
」
と
言
う
の
は
本
義
に
適
っ
て
い
ま
す
。
運
賃
。
家
賃
。
駄
賃
。 
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任
は
、
壬 ●

と
人 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す 

。
壬
は

で
、
人
の
お
な
か
に
胎
児
の
い
る
事
を
表
わ
し
た

指
事
字
で
、
音
は
人
（
漢
音
は
ジ
ン
、
呉
音
は
ニ
ン
）。
妊
の
本
字
で
す
。
壬
（
妊
娠
）
は
、
婦
人
の
〝
人

と
し
て
の
務
め
〟
で
す
か
ら
、
人
と
壬
と
で
〝
つ
と
め
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
任

務
。
責
任
。
ま
た
、 
妊
娠
は
、
婦
人
だ
け
に
〝
ま
か
せ
ら
れ
た
〟
も
の
で
す
か
ら
、
〝
任 ま

か

せ
る
〟
と
い

う
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
委
任
。
任
意
。 

則
は
、‶

貝 ●

に
刀 ●

で
傷
を
つ
け
て
し
る
し
と
す
る
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
字
で
す
。
〝
し
る
し
〟
が
本

義
で
、
そ
れ
は
〝
標
準
〟
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
法
則
」「
規
則
」
と
い
う
用
法
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

賊
は
、

が
変
形
し
た
も
の
で
、
則 そ

く

と
戈
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
標
準
、
法
則
を
傷
つ
け
破
る
〟

と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
〝
国
を
乱
す
者
〟
が
本
義
で
「
乱
臣
賊
子
」
と
い
う
使
い
方
が
本
義
で
す
。
転

じ
て
人
を
殺
し
た
り
、
物
を
盗
ん
だ
り
す
る
無
法
者
を
も
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

貧
は
、
分 ふ

ん

と
貝 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
財
産
を
分
割
す
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
お
金
が
乏
し 

  く
な
る
の
で
、
〝
ま
ず
し
い
〟
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
貧
乏
」「
貧
困
」。
音
は
分 ふ

ん

が
変
化
し
て
ヒ
ン
。
ま

た
「
貧
血
」「
貧
弱
」
と
い
う
よ
う
に
も
使
わ
れ
ま
す
。 

費
は
、
払
う
と
い
う
意
味
の
弗 ひ

と
貝 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
お
金
を
支
払
う
〟
と
い
う
意
味
の
字
で

す
。
〝
つ
い
や
す
〟
こ
と
。
費
用
。
消
費
。
旅
費
。 

貢
は
工 こ

う

と
貝 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
工
は
工
芸
品
、
貝
は
土
地
の
産
物
を
意
味
し
ま
す
。
〝
地
方
の

工
芸
品
や
産
物
を
朝
廷
に
奉
献
す
る
こ
と
〟
を
貢
と
言
い
ま
す
。
朝
貢
。
貢
物
（
み
つ
ぎ
も
の
）。「
貢
献
」

は
、
世
の
た
め
に
な
る
仕
事
を
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

貞
は
、
卜
（
う
ら
な
い
）
と
鼎 て

い

の
形
声
字
で
、
〝
国
運
を
う
ら
な
う
〟
の
が
本
義
の
字
で
す
。
鼎
と
貝

と
、
古
体
で
は
形
が
似
て
い
る
の
で
、
誤
っ
て
貝
に
な
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
昔
は
、
大
事
を
決
す
る
時

は
、
亀
の
甲
を
焼
い
て
、
そ
の
さ
け
め
に
よ
っ
て
判
断
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
亀
卜

き
ぼ
く

と
言
い
ま
す
。
天
下
を

安
定
さ
せ
る
大
切
な
行
事
な
の
で
、
貞
が
定
（
さ
だ
ま
る
）
ま
た
は
正
（
た
だ
し
い
）
の
意
味
に
使
わ
れ
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る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

負
は
、
人
の
意
味
の
⺈
と
貝 

と
の
会
意
字
で
、
〝
人
が
財
産
を
頼
み
に
、
気
負
っ
て
い
る
〟
こ
と
を

表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
た
の
み
に
す
る
〟
〝
気
負
う
〟
が
本
義
の
字
で
、
転
じ
て
、
〝
背
負
う
〟
、
さ
ら

に
転
じ
て
〝
背
を
見
せ
る
（
ま
け
る
）
〟
意
味
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
た
り
ま
し
た
。
自
負
。
負
担
。
勝

負
。 貫

は
、
貝
を
ひ
も
で
通
し
た
形
の
毌か

ん

と
貝 ●

と
の
会
意
形
声
字
で 

、
〝
つ
ら
ぬ
き
通
す
〟
ま
た
は
〝
金

銭
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
貫
通
。
銭
貫
。
ま
た
、
金
銭
の
単
位
名
、
重
さ
の
単
位
名
に
も
な
り
ま
し

た
。 貿

は
、
卯 ぼ

う

と
貝
と
の
会
意
形
声
字
で
す 

。
卯
は

で
、
物
を
均
等
に
分
け
た
形
で
す
。
二
つ
の
物
の

価
値
が
ひ
と
し
い
こ
と
を
意
味
す
る
部
首
で
す
。
貿
は
、
お
互
い
が
持
つ
品
物
を
、
価
値
が
等
し
い
よ
う

に
交
換
し
あ
う
こ
と
を
意
味
し
た
字
で
す
。
〝
物
々
交
換
〟
が
本
義
で
す
。
今
で
は
外
国
と
品
物
の
売
買 

  す
る
こ
と
を
「
貿
易
」
と
言
い
ま
す
。 

賓
は
、
字
形
が
客
と
同
じ
意
味
の
ひ
ん

（
ヒ
ン
は
臨
の
意
味
の
言
葉
）
と
貝
と
の
会
意
形
声
字
。
少
は

夊
と
同
じ
く
、
〝
足
〟
の
意
味
の
部
首
（
足
の
項
参
照
）
で
す
。
ど
ち
ら
も
、
〝
家
（
宀
）
に
訪
れ
来
る

（
足
）
人
〟
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
〝
贈
り
物
を
持
っ
て
訪
れ
る
客
〟
が
賓
で
す
。
一
般
に
は
、
身
分
の

高
い
場
合
は
賓
、
身
分
の
低
い
の
を
客
、
と
使
い
分
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
賓
客
。
主
賓
。 

賢
は
、
堅
の
意
味
の
臤け

ん

と
貝 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
貝
は
、
財
産
ば
か
り
で
な
く
、
地
位
の
尊
貴
な

こ
と
を
も
意
味
し
ま
す
。
〝
財
産
や
地
位
を
堅
く
守
る
人
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
転
じ
て
、
広
く
才

知
徳
行
に
す
ぐ
れ
た
人
を
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
賢
明
。
聖
賢
。 

賦
は
、
音
は
付 ふ

で
す
。
役
所
か
ら
納
付
す
る
よ
う
に
割
り
付
け
ら
れ
た
財
物
を
〝
納
付
〟
す
る
こ
と
を

表
わ
し
た
言
葉
で
す
。
軍
役
に
徴
発
さ
れ
る
こ
と
を
も
含
め
て
賦
と
い
う
字
に
な
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
国
民
と
し
て
の
二
つ
の
義
務
（
軍
役
と
祖
税
）
を
表
わ
す
武 ●

と
貝 ●

と
の
会
意
字
と
見
る
こ
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と
が
で
き
ま
す
。
音
は
、
納
付
の
付
に
よ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
月
賦
」
は
、
月
々
に
代
金
を

取
り
立
て
る
所
か
ら
生
ま
れ
た
名
称
で
す
。 

頼
は
、
賴
が
本
字
で
す
。
剌 ラ

ツ

と
貝 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
剌
は
、
束
を
刀
で
切
り
ほ
ど
く
こ
と
で
す
。

束
は
、
木
を
保
存
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
剌
は
、
そ
れ
を
消
費
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
頼
は
、
貯
え

て
お
い
た
金
を
消
費
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
財
貨
の
威
力
を
〝
た
の
み
〟
に
し
て
、
ど
ん
ど
ん

と
使
う
こ
と
で
、
〝
た
よ
り
に
す
る
〟
〝
た
の
む
〟
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
依
頼
。
信
頼
。 

       

■
植
物
に
関
す
る
部
首 

    

木
は
、
立
ち
木
の
象
形
で
す
。
紙
の
ま
だ
な
か
っ
た
時
代
は
、
木
の
札
に
字
を
書
き
、
金
屑

の
道
具
の
な
か
っ
た
時
代
は
、
木
を
使
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
記
録
に
関
係
す
る
も
の
や
、
機
械

な
ど
を
表
わ
す
の
に
こ
の
〝
木
〟
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

本
は
、
木
の
根
に
当
た
る
郎
分
に
し
る
し
を
付
け
て
、
根
を
示
し
た
指
事
字
で
す
。

。
こ

れ
と
反
対
に
、
木
の
〝
す
え
〟
を
表
わ
し
た
の
が
「
末
（

）」
と
い
う
字
で
す
。
本 ほ

ん

の
音
は
、
根 こ

ん

の
変

化
し
た
も
の
で
す
。 
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札
は
、
木 ●

と
乙 い

つ

と
の
形
声
字
で
、
〝
木
の
ふ
だ
〟
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
字
を
書
い
て
ひ
も
で
と
じ
た

も
の
が
冊
で
す
。
冊
は
、
そ
の
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。 

冊
が
サ
ツ
と
読
ま
れ
る
の
は
、
札 さ

つ

に
影
響

さ
れ
た
た
め
で
し
ょ
う
。「
お
金
の
札
」「
検
札
（
切
符
）」「
表
札
」
な
ど
、
材
料
が
紙
で
も
、
金
属
で
も

関
係
な
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

机
は
、
几
が
本
字
。
古
字
は

で
、
つ
く
え
の
象
形
字
で
す
。
後
に
、
材
料
の
木
を
加
え
ま
し
た
。

音
は
キ
。
机
上
の
論
。 

朽
は
、
丂こ

う

と
木 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
丂こ

う

は
、
上
が
つ
か
え
て
伸
び
悩
ん
で
い
る
形
で
す
。
〝
伸
び
な

く
な
っ
た
木
〟
と
い
う
意
味
で
、
〝
く
ち
る
〟
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
音
は
変
化
し
て
キ
ュ
ウ
。
宰

我
と
い
う
人
は
昼
寝
を
し
て
、「
朽
木
ほ
る
べ
か
ら
ず
（
腐
っ
た
木
で
は
彫
刻
し
よ
う
が
な
い
）」
と
孔
子

に
叱
ら
れ
ま
し
た
。 

枯
は
、
古 こ

と
木
と
の
会
意
形
声
字
。
木
が
古
び
て
、
〝
か
れ
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
枯 ●

木
死
灰

し
か
い 

  枯
淡
の
趣
き
。 

朱
は
、

で
、
木
の
中
心
部
を
示
し
た
指
事
字
で
す
。
幹
の
中
心
部
の
〝
あ
か
い
〟
部
分
を
示
し
た

も
の
で
す
。
〝
あ
か
〟
。
朱
に
ま
じ
わ
れ
ば
赤
く
な
る
。 

株
は
、
朱 し

ゅ

と
木 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
木
を
切
っ
た
あ
と
の
〝
切
り
か
ぶ
〟
の
こ
と
で
、
朱
の
部
分
が
見

え
る
か
ら
で
す
。「
守
株

し
ゅ
し
ゅ

」
は
、
待
ち
ぼ
う
け
の
歌
で
知
ら
れ
た
故
事
で
す
。 

材
は
、
才 さ

い

と
木
と
の
会
意
形
声
字
。
才
は
、
木
が
わ
ず
か
に
根
を
張
り
始
め
た
象
形
指
事
字
。
こ
れ
か

ら
り
っ
ぱ
に
な
る
〝
も
と
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
（
財
の
項
参
照
）。
り
っ
ぱ
な
道
具
や
建
物
の
も
と
で

あ
る
木
が
〝
材
〟
で
す
。
材
料
。
資
材
。
人
材
。 

条
は
、
條
が
本
字
。
幼
と
同
音
の
攸
と
木
と
の
会
意
字
で
、
〝
小
枝
〟
を
表
わ
し
た
字
。
転
じ
て
、
〝
す

じ
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
条
文
。
条
例
。
条
項
。 

杯
は
、
不 は

い

（h
i

）
と
木 ●

と
の
形
声
字
。
木
で
作
っ
た
〝
さ
か
ず
き
〟
の
こ
と
。「
盃
」
と
も
書
き
ま
す
。



連想式漢字記憶術 第三章 漢字の部首のルーツ 

- 81 - 

玉
杯
。
賜
杯
。
カ
ッ
プ
の
意
味
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
皇
杯
。 

枚
は
、
攵 ●

（
手
の
攵
の
項
参
照
）
と
木
と
の
会
意
字
。
む
ち
か
棒
き
れ
程
度
の
木
の
こ
と
を
言
う
字
で

す
。
転
じ
て
、
そ
れ
ら
を
数
え
る
時
の
助
数
詞
に
な
り
ま
し
た
。
一
枚
、
二
枚
。 

枢
は
、
区 ●

と
木 ●

の
会
意
字
。
品
物
や
家
畜
を
区
分
け
し
て
入
れ
て
お
く
所
が
区 ●

で
す
。
こ
の
区
か
ら
出

し
入
れ
す
る
時
に
開
閉
す
る
し
か
け
が
枢
で
す
。
重
要
な
所
だ
と
い
う
の
で
、「
枢
要
」「
中
枢
」
な
ど
と

使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

架
は
、
〝
木 ●

を
加 ●

え
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
〝
木
を
か
け
渡
す
〟
こ
と
。
架
橋
。
転
じ
て
〝
た

な
（
棚
）
〟
の
こ
と
。
書
架
。「
架
空
」
は
、
と
て
も
で
き
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
〝
想
像
〟
の
意
味
に

使
い
ま
す
。 

某
は
、
甘 ●

と
木 ●

の
会
意
字
で
、
〝
お
い
し
い
実
の
な
る
木
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
音
は
ボ
ウ
。
〝
う

め
〟
が
本
義
で
す
が
、
今
は
〝
な
に
が
し
（
あ
る
人
）
〟
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
某
月
某
日
。「
う 

  め
」
は
楳 ●

と
な
り
ま
し
た
が
、
同
音
の
毎 ぼ

を
用
い
て
梅
と
い
う
字
を
作
り
ま
し
た
。 

染
は
、
木 ●

と
水 ●

と
九 ●

の
会
意
字
。
昔
は
衣
類
を
そ
め
る
の
に
、
草
や
木
の
汁
を
煮
て
、
色
を
煮
出
し
、

こ
れ
に
漬
け
ま
し
た
。
何
回
も
く
り
返
さ
な
い
と
染
ま
ら
な
い
の
で
、
九
と
水
と
で
こ
れ
を
表
わ
し
た
の

で
す
。 

柔
は
、
矛 ●

と
木 ●

と
の
会
意
字
。
〝
つ
よ
い
丈
夫
な
木
〟
と
い
う
意
味
が
本
義
だ
と
思
い
ま
す
。
柳
の
枝

に
吹
き
折
れ
な
し
で
、
転
じ
て
〝
し
な
や
か
〟
〝
や
わ
ら
か
〟
の
意
味
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
柔
軟

じ
ゅ
う
な
ん

。

柔
和

に
ゅ
う
わ

。 

栄
（
本
字
は
榮
）
は
、
火
が
明
る
く
燃
え
る
意
味
の

螢

（
虫
の
項
の
螢
参
照
）
と
木
と
の
会
意
形

声
字
で
、
音
は

螢 け
い

が
な
ま
っ
て
エ
イ
。
〝
花
が
燃
え
る
よ
う
に
美
し
く
咲
く
〟
の
が
本
義
で
す
。
転

じ
て
〝
さ
か
え
る
〟
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
栄
枯
盛
衰
。
栄
華
。 

校
は
、
人
が
足
を
交
叉
さ
せ
る
象
形
の

の
交 こ

う

と
木 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
人
の
手
足
を
交
叉
さ
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せ
た
ま
ま
動
け
な
い
よ
う
に
は
め
込
む
木
製
の
処
刑
道
具
〟
の
こ
と
で
す
。
〝
手
か
せ
、
足
か
せ
〟
が
本

義
で
す
。
黌
と
同
音
な
の
で
、
古
く
か
ら
「
学
校
」
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。「
校
正
」
は
、
罪
人

を
〝
調
べ
る
〟
意
味
の
校
で
す
。 

核
は
、
根
の
象
形
の
亥 か

く

（
刀
の
刻
の
項
参
照
）
と
木
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
草
木
の
根
〟
が
本
義
の

字
。
大
切
な
所
と
い
う
意
味
で
、
専
ら
〝
大
切
な
所
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
根
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
〝
種
〟
〝
木
の
実
〟
の
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。 

案
は
、
按
（
し
ら
べ
る
）
の
意
味
の
安 ●

と
木 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
調
査
の
書
類
を
書
く
の
に
用
い
る
〝
つ

く
え
〟
の
こ
と
。
転
じ
て
、
〝
考
え
〟
と
い
う
意
味
に
も
使
い
ま
す
。
立
案
。
草
案
。
案
外
。 

械
は
、
戒 か

い

と
木 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
〝
罪
人
を
戒
め
る
た
め
の
責
め
道
具
〟
の
こ
と
で
す
。
〝
か
せ
〟

な
ど
を
言
い
ま
す
。
転
じ
て
〝
し
か
け
〟
と
い
う
こ
と
で
、
機
械
。 

機
は
、
幾
徴

き

び

の
意
味
の
幾 き

と
木 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
そ
の
働
き
が
微
妙
で
あ
る
〝
し
か
け
〟
を
表
わ
し 

  た
字
で
す
。「
機
会
」
は
効
果
に
微
妙
な
働
き
を
持
つ
時
期
と
い
う
意
味
で
す
。
機
械
類
が
昔
は
す
べ
て

木
製
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
字
が
よ
く
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

植
は
、
直

ち
ょ
く

と
木 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
木
を
直
立
さ
せ
る
と
い
う
意
味
の
字
で
、
苗
木
を
移
し
〝
う
え

る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
音
は
直

ち
ょ
く

の
変
化
し
た
シ
ョ
ク
。
植
樹
。
移
植
。
植
民
。 

棋
は
、
其 き

と
木 ●

の
形
声
字
。
将
棋
の
〝
こ
ま
〟
の
こ
と
で
す
。
囲
碁
は
〝
石
〟
な
の
で
「
碁
」
で
す
。 

棒
は
、
〝
奉 さ

さ

げ
持
つ
木
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
奉 ほ

う

で
す
。
〝
手
に
持
て
る
程
度
の

大
き
さ
の
丸
太
〟
の
こ
と
で
す
。 

棺
は
、
〝
死
者
の
館
〟
と
い
う
意
味
の
官 ●

と
木 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。 

極
は
、
亟

き
ょ
く

と
木 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
亟

き
ょ
く

は 

で
、
狭
い
所
に
追
い
つ
め
ら
れ
、
今
に
も
と
ら

え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
進
退
き
わ
ま
っ
た
状
態
〟
を

表
わ
し
て
い
て
、
〝
き
わ
ま
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
極
は
、
〝
木
の
窮
ま
る
所
〟
と
い
う
意
味
の
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字
で
、
家
屋
の
〝
む
な
木
〟
が
本
義
で
す
が
、
今
は
単
に
亟
の
意
味
に
用
い
ま
す
。
北
極
。
極
端
。
終
極
。 

概
は
、
既
（ki

）
と
木 ●

と
の
形
声
字
で
、
米
を
ま
す
で
は
か
る
時
に
使
う
棒
（
ま
す
か
き
）
の
こ
と
で

す
。
高
い
所
と
低
い
所
と
が
こ
の
棒
で
な
ら
さ
れ
る
の
で
、
〝
な
ら
す
〟
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
概
略
。

そ
の
結
果
は
〝
あ
ら
ま
し
〟
〝
お
お
む
ね
〟
と
い
う
意
味
に
も
な
り
ま
す
。 

楼
は
、
樓
が
本
字
で
す
。
婁 ろ

う

は
、
屢
や
數
（
数
）
の
婁 ろ

う

で
、
〝
重
な
る
〟
意
味
の
部
首
で
す
。
屋
根

の
重
な
っ
た
、
つ
ま
り
平
屋
で
は
な
い
〝
高
層
の
た
か
ど
の
〟
を
言
い
ま
す
。
楼
閣
。
楼
台
。 

様
は
、
𣴎よ

う

と
木 ●

と
の
形
声
字
で
、
〝
と
ち
の
木
〟
が
本
義
の
字
で
す
。
〝
あ
り
さ
ま
「
様
子
」
〟
と
い

う
使
い
方
は
象
の
仮
借
で
す
。
橡
は
様
の
別
字
で
、
や
は
り
〝
と
ち
の
木
〟
の
こ
と
で
す
。 

横
は
、
黄 お

う

と
木
と
の
形
声
字
で
、
〝
門
の
よ
こ
木
〟
の
こ
と
で
す
。
転
じ
て
、
広
く
〝
よ
こ
〟
の
意
味

に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
横
道
」
は
邪
道
で
す
か
ら
、
〝
悪
い
〟
意
味
に
も
用
い
ら
れ
ま

す
。
横
着

お
う
ち
ゃ
く

。
横
暴
。
横
行
。 

  

標
は
、
票

ひ
ょ
う

と
木 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
人
目
に
よ
く

つ
く
〝
目
じ
る
し
の
木
〟
で
す
。
標
柱
。
標
識
。 

票
は
、

で
覀よ

う

と
火
の
形
声
字
で
、
火
の
燃
え
揚

が
る
意
味
の
字
で
す
。
〝
火
花
〟
が
本
義
で
〝
目
じ
る

し
〟
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。「
表
」
や
「
札
」
や
「
券
」

の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。 

 

禾
は
、
稲
の
穂
が
み
の
っ
て
垂
れ
下
が
っ
て

い
る
形
の
象
形
字
で
す
。
音
は
カ
（kw

a

）。 

和
は
、
豊
年
で
、
〝
稲
が
十
分
に
口
に
は
い

る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、「
平
和
」
を
表
わ
す
。
衣
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食
足
り
て
礼
節
を
知
る
。
食
足
り
て
心
が
〝
な
ご
や
か
に
な
る
〟
と
は
よ
く
庶
民
の
情
を
表
わ
し
た
字
。

音
は
禾 か

が
な
ま
っ
て
ワ
（w

a

）。 

利
は
、
禾 ●

と
刀 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
豊
年
だ
と
思
っ
て
も
、
取
り
入
れ
寸
前
で 

暴
風
の
た
め
に
収
穫

が
零
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
取
り
入
れ
て
初
め
て
、「
利
益
」
が
は
っ
き
り
し
ま
す
。
稲 ●

と
鎌 か

ま

の
意

味
の
刀 ●

と
で
、
こ
れ
を
表
わ
し
ま
し
た
。 

種
は
、
〝
よ
く
み
の
っ
た
重
い
禾 い

ね

〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
重
が
つ
ま
っ
て
シ
ュ
。

収
穫
し
た
稲
の
中
か
ら
、
最
も
大
粒
の
重
い
も
の
を
選
ん
で
〝
た
ね
〟
と
し
ま
す
。 

穫
は
、
烏
を
取
る
意
味
の
蒦か

く

と
禾 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
禾 い

ね

を
取
る
こ
と
〟
で
す
。
動
物
を
取
る

の
は
「
獲
」
と
言
い
ま
す
。 

秒
は
、
細
く
小
さ
い
意
味
の
少 ●

と
禾 ●

と
の
会
意
字
で
、
針
の
よ
う
な
〝
も
み
の
先
毛
〟
の
こ
と
で
す
。

〝
微
細
〟
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
角
度
や
時
間
で
、
分
の
六
十
分
の
一
、
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
音 

  は
、
少
が
変
化
し
て
ビ
ョ
ウ
。 

秋
は
、

の
略
字
の
火
と
禾 い

ね

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
禾
の
み
の
る
季
節
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。

音
の
シ
ュ
ウ
は
、
火
の
燃
え
る
音
で
す
。
火
は
、
熟
す
意
味
を
表
わ
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま

し
ょ
う
。 

科
は
、
米
を
は
か
る
〝
ま
す
〟
の
象
形
の
斗 ●

と
禾 か

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
米
の
取
れ
高
の
多
少
を

調
べ
て
、
品
質
の
等
級
を
つ
け
る
〟
こ
と
で
す
。
〝
品
定
め
〟
。
転
じ
て
、
物
事
を
〝
分
類
〟
し
、
〝
秩

序
立
て
る
〟
意
味
に
使
い
ま
す
。
学
科
。
科
目
。
科
学
。 

秩
は
、
窒
と
同
音
の
失 ●

と
禾 ●

と
の
形
声
字
で
、
〝
収
穫
し
た
禾
を
窒
（
穴
倉
）
に
納
め
る
〟
と
い
う
意

味
の
字
で
す
。
き
ち
ん
と
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、「
秩
序
整
然
」
と
い
う
使
い
方
が
生
ま
れ
ま

し
た
。 

移
は
、禾 い

ね

と
多 い

と
の
形
声
字
で
、稲
が
豊
か
に
み
の
っ
て
風
に
ゆ
れ
動
く
様
を
言
う
の
が
本
義
で
す
が
、
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今
で
は
、「
迻
（
う
つ
る
）」
の
仮
借
字
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
収
穫
が
多
く
て
ひ
と
所
に
収
容
で
き
ず
に
、

新
し
い
倉
を
作
っ
て
、
そ
こ
に
〝
う
つ
す
〟
の
だ
と
解
く
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
。 

程
は
、
〝
呈
出
す
る
禾 い

ね

〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
す
。
法
規
に
よ
っ
て
、
呈
出
す
べ
き
量
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
転
じ
て
〝
分
量
〟
、
ま
た
〝
き
ま
り
〟
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
行
程
。
規
程
。 

税
は
、
〝
分
け
る
〟
〝
抜
く
〟
の
意
味
の
兌 ●

と
禾
と
の
会
意
字
で 

、
収
穫
物
の
中
か
ら
、
祖
税
と
し

て
、
〝
別
に
分
け
て
お
く
禾 い

ね

〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
今
で
は
金
で
納
め
る
の
で
税
金
と
言
い
ま
す
。 

穀
は
、
殻 か

く

と
禾
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
稲
の
も
み
殻
を
か
ぶ
っ
て
い
る
の
が
、
穀
で
す
。
ま
た
、
稲

に
限
ら
ず
、
殼
を
か
ぶ
っ
た
作
物
を
「
穀
物
」、
ま
た
は
「
穀
類
」
と
言
い
ま
す
。 

穂
は
、
〝
天
の
恵 め

ぐ

み
の
禾 い

ね

〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
稲
の
ほ
〟
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
会
意
字
。

音
は
〝
稲
穂
が
垂
れ
る
〟
の
垂
で
す
。 

稿
は
、
〝
高 ●

く
の
び
た
稲 ●

の
く
き
〟
を
表
わ
し
た
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
わ
ら
〟
の
こ
と
。
長
い
茎
は 

  実
を
結
ぶ
た
め
の
〝
下
地
〟
で
す
。
そ
れ
で
、
書
物
の
〝
下
書
き
〟
を
「
稿
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
〝
わ
ら
〟
の
意
味
を
表
わ
す
の
に
〝
稾
〟
ま
た
〝
藁
〟
と
い
う
字
を
作
り
ま
し
た
。 

 

米
は
、
稲
穂
に
も
み
が
付
い
て
い
る
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
実
際
の
米
は
、
も
み
を
つ

い
て
、
殼
を
取
っ
た
も
の
で
す
。
胚
芽
や
黒
い
薄
皮
の
付
い
た
の
を
玄
米
と
言
い
ま
す
。
こ
れ

は
保
存
が
き
き
ま
す
の
で
積
み
重
ね
て
お
く
の
で
、
粗
と
言
う
こ
と
は
第
一
部
の
且
で
述
べ
ま

し
た
。
漢
音
べ
イ
、
呉
音
マ
イ
。 

粉
は
、
〝
米
を
細
か
く
分
け
る
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
こ
な
〟
の
こ
と
で
す
。 

粋
は
、
粹
が
本
字
。
砕 く

だ

く
と
い
う
意
味
の
卒 ●

と
米 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
米
を
よ
く
つ
い
て
白
げ
た

米
〟
の
こ
と
で
す
。「
精
」
と
同
じ
意
味
の
字
で
す
。
精
粋
。
純
粋
。 

粒
は
、
立

り
ゅ
う

と
米 ●

と
の
形
声
字
で
、
米
の
一
つ
ぶ
一
つ
ぶ
の
こ
と
。
転
じ
て
、「
砂
粒
」「
微
粒
子
」
な
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ど
と
使
い
ま
す
。 

粘
は
黏
が
本
字
。
霑
（
う
る
お
う
）
の
意
味
の
占 ●

と
黍
と
の
形
声
字
で
、
〝
う
る
お
っ
た
黍
〟
の
〝
ね

ば
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。 

粧
は
、
妝
と
同
じ
〝
よ
そ
お
う
〟
と
い
う
意
味
の
庄

し
ょ
う

と
米 ●

と
の
形
声
字
で
、
〝
米
の
粉
で
よ
そ
お
い

を
す
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
昔
は
、
米
を
細
か
く
す
り
つ
ぶ
し
て
、
こ
れ
を
顔
料
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
白
粉
（
お
し
ろ
い
）」
で
す
。 

糧
は
、
〝
は
か
る
〟
意
味
の
量

り
ょ
う

と
米
と
の
会
意
形
声
字
。
〝
食
料
と
し
て
心
要
な
だ
け
の
量
の
米
〟

と
い
う
意
味
の
字
で
す
。 

糖
は
、
荳 と

う

（
も
や
し
）
の
意
味
の
唐 と

う

と
米 ●

と
の
形
声
字
で
す
。
米
の
も
や
し
か
ら
、
糖
分
で
あ
る
〝
あ

め
〟
を
作
り
ま
す
。 

  

 

竹
は
、
竹
の
子
の
出
始
め
た
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
音
は
チ
ク
。
竹
を
薄
く
削
っ
て
作

っ
た
ふ
だ
は
、
木
の
札
と
共
に
記
録
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
簡
や
策
が
こ
れ
で
す
。 

簡
は
、
竹 ●

と
間 か

ん

と
の
形
声
字
。
音
の
間 か

ん

は
、
刊 か

ん

の
意
味
で
す
。
竹
を
割
っ
て
削
り
、
干 ほ

し
て
、

こ
れ
に
漆

う
る
し

で
書
き
ま
し
た
。
〝
竹
ふ
だ
〟
が
本
義
。
転
じ
て
、
〝
書
物
〟
ま
た
〝
手
紙
〟
。
さ
ら
に
転

じ
て
、
〝
軽
便
（
手
が
る
）
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
竹
簡
。
簡
策
。
書
簡
。
簡
単
。 

策
は
、
竹 ●

と
朿
（si

）
と
の
形
声
字
。
音
は
朿 さ

い

が
つ
ま
っ
て
サ
ク
。
簡
を
ひ
も
で
と
じ
た
冊
を
表
わ
し

た
も
の
で
す
。
〝
簡
に
文
字
を
書
き
つ
け
た
も
の
〟
が
策
の
本
義
で
す
。
転
じ
て
、
〝
は
か
り
ご
と
〟
の

意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
策
略
。
対
策
。 

管
は
竹 ●

と
官 か

ん

と
の
会
意
形
声
字
。
音
の
官
は
、
串 か

ん

（
貫
く
）
の
意
味
で
す
。
竹
の
節
を
貫
い
た
〝
く

だ
〟
が
管
で
す
。 

範
は
、
竹
で
作
っ
た
型 か

た

と
い
う
意
味
の
笵 は

ん

と
車 ●

と
の
会
意
形
声
字
で 

、
〝
車
の
通
る
道
〟
〝
軌
道
〟
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が
本
義
の
字
で
す
。
転
じ
て
、
〝
人
の
行
な
う
べ
き
道
徳
〟
〝
手
本
〟
。
規
範
。
模
範
。
模
は
〝
木
型

き
が
た

〟
、

型
は
〝
土
型

つ
ち
が
た

〟
が
本
義
で
す
。 

篤
は
竹 ち

く

と
馬 ●

の
形
声
字
。
竹 ち

く

が
ト
ク
に
変
化
し
ま
し
た
。
〝
馬
が
ト
コ
ト
コ
と
歩
く
〟
と
い
う
意
味

の
字
で
、
〝
ゆ
っ
く
り
歩
く
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
転
じ
て
、
〝
慎
重
〟
〝
重
厚
〟
の
意
味
に
使

わ
れ
ま
す
。
懇
篤
。
篤
志
（
人
情
が
厚
い
）。
危
篤 

（
病
気
が
重
い
）。 

築
は
筑 ち

く

と
木 ●

の
形
声
字
。
地
が
た
め
に
、
丸
太
で
〝
木
づ
く
〟
こ
と
。
筑 ち

く

は
、
木
で
つ
く
音
を
表
わ

し
た
も
の
で
す
。
転
じ
て
、
〝
家
〟
な
ど
を
〝
建
て
る
〟
意
味
に
使
い
ま
す
。
建
築
。
築
港
。 

符
は
、
竹
と
付 ふ

と
の
会
意
形
声
字
。
契
約
を
す
る
時
、
簡
に
文
字
を
誌
し
、
こ
れ
を
割
っ
て
、
相
手
に

与
（
付
）
え
た
。
こ
れ
が
符
で
す
。
〝
契
約
の
後
日
の
た
め
の
証
拠
の
し
る
し
〟
で
す
。
割
符
。 

簿
は
、
竹 ●

と
薄 ほ

と
の
会
意
形
声
字
。
薄
（
ホ
・
ハ
ク
）
は
、
す
す
き
を
編
ん
で
（
縛 し

ば

る
の
で
、
音
は
縛 は

く

）

作
っ
た
〝
す
だ
れ
〟
の
こ
と
（
わ
が
国
で
は
薄
を
〝
す
す
き
〟
と
解
し
、
〝
す
す
き
〟
の
意
味
に
使
っ
て 

  い
ま
す
）。
簿
は
、
竹
筒
を
縛
し
た
も
の
で
、
今
の
〝
帳
面
〟
に
当
た
り
ま
す
。
帳
簿
。
名
簿
。 

簀
は
、
竹 ●

と
責 せ

き

の
形
声
字
。
責 せ

き

が
変
化
し
て
サ
ク
。
わ
が
国
で
は
、
つ
づ
め
て
「
す
」、
ま
た
は
「
す

の
子
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
〝
竹
を
編
ん
で
作
っ
た
敷
物
〟
が
本
義
で
す
が
、
今
で
は
、
板
を
編
ん
で
作

っ
た
も
の
を
言
い
ま
す
。 

簾
は
、
竹 ●

と
廉 れ

ん

と
の
会
意
形
声
字
。
廉
は
、
家
の
側
面
の
外
界
と
接
す
る
所
で
す
。
こ
こ
に
垂
れ
下
げ

る
〝
竹
の
す
だ
れ
〟
が
簾
で
す
。
〝
す
だ
れ
〟
は
〝
簀
垂
れ
〟
と
い
う
意
味
で
す
。「
簾
中
」
は
、
〝
す

だ
れ
の
中
の
貴
人
〟
、
と
い
う
意
味
で
、
〝
大
名
の
正
妻
〟
の
異
称
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。 

箱
は
、
竹 ●

と
相 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
相
は
、
〝
助
け
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
が
、
助
け
る
人
あ
れ

ば
必
ず
助
け
ら
れ
る
人
あ
り
で
、
二
人
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
相
互
」「
相
対
」「
相
思
」
と
い
う

よ
う
に
使
い
ま
す
。
箱
は
、
〝
ふ
た
の
あ
る
箱
〟
の
こ
と
で
す
。
上
下
相
逢
う
は ●

こ ●

で
す
。 

算
は
、
竹 ●

と
具 ●

の
会
意
字
。
〝
竹
で
作
っ
た
計
数
用
具
〟
の
こ
と
で
す
〝
算
木
〟
。
転
じ
て
〝
数
を
数
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え
る
〟
こ
と
。 

 

艸
は
、
草
の
生 は

え
て
い
る
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
、「
草
」
の
本
字
。
草
冠
の
原
形
で

す
。
音
は
ソ
ウ
。 

草
は
、
早 そ

う

と
い
う
音
を
つ
け
加
え
た
も
の
で
、
形
声
字
で
す
。
〝
粗
末
〟
の
意
味
に

使
わ
れ
ま
す
。
草
屋
。
草
案
。
草
競
馬
。 

芳
は
、
あ
た
り
（
四
方 ●

）
一
面
が
草
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
草
の
香
〟
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
〝
か
ん
ば
し
い
〟
こ
と
。
ま
た
、
〝
草
の
放
つ
も
の
〟
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
芳
香
。
転
じ

て
敬
称
に
用
い
ま
す
。
芳
名
。
芳
志
。 

葉
は
、
艹 ●

と
世 ●

と
木 ●

の
会
意
字
で
す 

。
世
は
、
十
を
三
つ
組
み
合
わ
せ
た
字
で
、
三
十
の
意
味
で
す
。

人
間
は
三
十
年
を
〝
一
世
代
〟
と
す
る
と
い
う
の
で
、 

「
世
代
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
葉
は
、 

  草
や
木
に
た
く
さ
ん
（
世
）
付
い
て
い
る
〝
は
〟
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。「
笹
」
は
、
竹
の
葉
で
、
〝
さ

さ
〟
の
こ
と
で
す
。 

芽
は
、
艹 ●

と
牙 が

（
き
ば
）
と
の
会
意
形
声
字
。
草
木
の
〝
め
〟
の
出
始
め
の
形
は
牙
の
形
を
し
て
い
る

の
で
、
芽
で
こ
れ
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
発
芽
。 

若
は
、艹 ●

と
右
の
会
意
字
。〝
手
で
摘
み
取
る
草
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、〝
わ
か
草
〟
が
本
義
で
す
。

音
は
、
弱

じ
ゃ
く

（
わ
か
い
）
で
す
。
若
年
（
弱
年
）。 

荘
は
、
艹 ●

と
壮 そ

う

と
の 

会
意
形
声
字
。
〝
盛
ん
（
壮
）
に
草
の
茂
る
こ
と
〟
が
本
義
。
転
じ
て
、
い
な

か
の
別
宅
の
意
味
に
使
い
ま
す
。
別
荘
。 

華
は
、
艹 ●

と
垂 

（

）
の
会
意
字
。
花
の
美
し
く
垂
れ
た
形
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
花
の
古
字
で
す
。

今
は
〝
草
の
お
化
〟
の
花
の
方
が
多
く
用
い
ら
れ
、
こ
の
字
は
、「
華
美
」「
華
燭
」「
栄
華
」
な
ど
、
〝
花

や
か
〟
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。 
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菜
は
、
艹 ●

と
采 さ

い

（
採 と

る

の
本
字
）
と
の
会
意
形
声
字
。
〝
摘
み
採
っ
て
食
べ
る
草
〟
と
い
う
意
味
の
字

で
す
。
食
用
と
す
る
草
の
総
称
。
〝
な
〟
。
野
菜
。 

採
は
、
扌
と
釆
と
の
会
意
形
声
字
。
釆
は
爫 ●

と
木 ●

の
会
意
字
で
〝
木
の
葉
や
、
木
の
実
を
も
ぎ
取
る
〟

こ
と
。
転
じ
て
「
采
領
」「
采
地
」
な
ど
の
用
法
が
で
き
た
た
め
、
扌
を
加
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

採
集
。
採
用
。 

茂
は
、
艹 ●

と
戊 ぼ

う

と
の
形
声
字
。
草
の
ぼ
う
ぼ
う
と
し
げ
る
こ
と
。
音
は
戊 ぼ

う

、
呉
音
は
モ
。
繁
茂

は
ん
も

。
茂
生

も
せ
い

。 

荒
は
、
艹
と
㐬こ

う

と
の
会
意
形
声
字
。
㐬こ

う

は
、
川
が
氾
濫
し
て
、
地
上
の
動
植
物
を
亡
ぼ
す
こ
と
。
そ

こ
に
雑
草
が
茂
っ
た
の
が
（
荒
）
で
す
。
〝
あ
れ
地
〟
が
本
義
。
土
地
の
〝
あ
れ
る
〟
こ
と
か
ら
転
じ
て

〝
心
の
あ
ら
い
〟
こ
と
。
荒
涼
。
荒
廃
。 

苦
は
、
艹
と
古 こ

と
の
会
意
形
声
字
。
薬
草
は
干
し
て
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
保
存
し
ま
す
。
〝
古
い
草
〟
と

は
薬
草
の
こ
と
で
す
。
〝
に
が
い
〟
が
本
義
で
す
。
転
じ
て
〝
く
る
し
い
〟
意
味
に
使
い
ま
す
。
苦
手

に
が
て

。 

  苦
笑

く
し
ょ
う

。
苦
痛
。
音
は
古 こ

が
変
化
し
て
ク
。 

英
は
艹
と
央 お

う

と
の
会
意
形
声
字
。
〝
草
の
中
央
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
草
花
〟
が
本
義
。
特
に
、

房 ふ
さ

に
な
っ
て
咲
く
花
、
〝
は
な
ぶ
さ
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
今
は
、「
英
才
」「
英
雄
」
な
ど
と
使
い

ま
す
。
音
は
央 お

う

が
変
化
し
て
エ
イ
。 

苗
は
、
〝
田 ●

に
生
ず
る
草 ●

〟
と
い
う
意
味
の
会
意
字
で
、
〝
な
え
〟
の
こ
と
で
す
。
音
は
、
小
さ
い
と

い
う
意
味
の
秒

び
ょ
う

。 

荊
は
、
艹 ●

と
刑 け

い

と
の
会
意
形
声
字
。
人
を
責
め
る
刺
（
と
げ
）
を
待
っ
た
〝
い
ば
ら
〟
の
こ
と
。「
荊

妻
」
は
、
自
分
の
妻
を
謙
遜
し
て
言
う
こ
と
ば
。 

荷
は
、
艹 ●

と
何 か

と
の
形
声
字
で
、
蓮
（
は
す
）
の
こ
と
。
花
は
「
蓮
華

れ
ん
げ

」、
葉
は
「
荷
葉

か
よ
う

」
と
言
い
ま

す
。
は
す
の
葉
は
、
物
を
包
む
の
に
使
わ
れ
、
〝
包
み
〟
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
荷
物

に
も
つ

。
出
荷

し
ゅ
っ
か

。 

落
は
、
艹 ●

と
洛 ら

く

の
形
声
字
。
草
の
葉
の
枯
れ
お
ち
る
こ
と
。
各
は
〝
高
い
所
か
ら
降
下
す
る
〟
の
が
本
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義
の
字
。 

葬
は
、
二
つ
の
艹 ●

と
死 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
死
体
を
草
原
に
ほ
う
む
る
〟
こ
と
。
音
は
喪 そ

う

。 

蓄
は
、
艹 ●

と
畜 ち

く

と
の
会
意
形
声
字
。
畜
は
田
の
す
み
に
穴
倉
を
掘
っ
て
〝
た
く
わ
え
る
〟
こ
と
。
艹
は

穀
物
の
こ
と
。
五
穀
を
た
く
わ
え
る
の
が
蓄
で
す
。
今
は
、 

広
く
「
蓄
財
」「
蓄
電
」
と
使
い
ま
す
。 

蒸
は
艹 ●

と
烝
の
会
意
形
声
字
。
烝
は
水
を
下
か
ら
火
で
熱
し
て
、
蒸
気
を
立
ち
上
ら
せ
る
こ
と
。
〝
む

す
〟
こ
と
で
す
。
音
は
昇
で
す
。
蒸
は
、
〝
穀
物
な
ど
を
む
す
〟
こ
と
。
今
は
単
に
〝
む
す
〟
意
味
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
蒸
発
。
蒸
気
。
蒸
気
の
方
が
本
義
に
適
っ
た
使
い
方
で
す
が
。 

蔵
は
、
藏
が
本
字
。
臧 そ

う

と
艹
と
の
会
意
形
声
字
。
臧
は
爿

し
ょ
う

と
臣
と
戈
の
形
声
字
で
、
家
来
が
武
器
を

持
っ
て
守
る
意
味
の
字
。
〝
家
来
〟
〝
よ
い
〟
〝
お
さ
め
る
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
蔵
は
、
〝
穀
物

な
ど
を
お
さ
め
し
ま
う
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
物
を
し
ま
う
所
の
「
倉 く

ら

」
の
音
は
、
こ
の
蔵 そ

う

の
意

味
で
す
。 

  

薄
は
、
艹
と
溥 は

く

（
水
が
溢
れ
ひ
ろ
が
る
こ
と 

）
と
の
会
意
形
声
字
。
〝
雑
草
が
一
面
に
生
い
茂
る
〟

が
本
義
の
字
。
〝
や
せ
た
土
地
〟
の
こ
と
。
故
に
、
〝
と
ぼ
し
い
〟
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
薄
学
。
薄
情
。

薄
が
、
雑
草
を
編
ん
で
作
っ
た
〝
す
だ
れ
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
竹
の
項
の
簿
で
述
べ
ま
し
た
。 

薬
は
、
苦
い
が
飲
め
ば
病
気
が
な
お
っ
て
楽
に
な
る
〝
薬
草
〟
が
本
義
で
、
艹 ●

と
楽 ら

く

と
の
会
意
形
声
字

で
す
。
楽 ら

く

が
変
化
し
て
ヤ
ク
。 

薪
は
、
艹
と
新 し

ん

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
新
は
辛 し

ん

と
木
と
斤
（
斧 お

の

）
と
の
会
意
形
声
字
で
、
木
を
切

っ
て
作
っ
た
〝
た
き
木
〟
が
本
義
の
字
で
す
。
切
り
口
の
〝
あ
た
ら
し
い
〟
と
こ
ろ
か
ら
、「
新
旧
」「
革

新
」
と
い
う
使
い
方
に
転
用
さ
れ
た
た
め
、
本
義
の
〝
た
き
木
〟
を
表
わ
す
た
め
に
、
た
き
つ
け
に
用
い

る
草
を
加
え
て
〝
薪
〟
と
し
た
も
の
で
す
。
臥
薪
嘗
胆
。 

薫
は
、
艹 ●

と 

熏 く
ん

と
の
会
意
形
声
字
。
熏
は
火
の
黒
の
項
に
述
べ
て
あ
る
よ
う
に
、
〝
火
を
燃
や
し
て

く
す
ぶ
る
〟
意
味
の
字
で
す
。
薫
は
、
〝
芳
草
を
く
ゆ
ら
し
て
、
香
気
を
発
散
さ
せ
る
〟
こ
と
で
す
。
人
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を
善
導
す
る
こ
と
に
も
使
い
ま
す
。
薫
風
。
薫
陶
。 

藩
は
、
艹
と
潘 は

ん

と
の
会
意
形
声
字
。
潘
は
水
面
に
で
き
る
〝
う
ず
ま
き
〟
の
こ
と
。
藩
は
、
家
の
周
囲

を
取
り
巻
く
〝
ま
が
き
〟
が
本
義
で
す
。
封
建
時
代
、
諸
侯
は
王
室
の
「
藩
屛

は
ん
ぺ
い

（
ま
が
き
や
へ
い
）」
で

あ
る
と
い
う
の
で
、
諸
侯
の
称
に
な
り
ま
し
た
。
藩
主
。 

 

■
天
地
自
然
に
関
す
る
部
首 

   

    

日
は
、
太
陽
の
象
形
で
す
。
天
候
を
左
右
し
、
昔
か
ら
時
刻
の
基
準
と
さ
れ
た
の
で
、
気
象
、

時
間
に
関
係
す
る
文
字
の
部
首
と
な
っ
て
い
ま
す
。
音
は
、
漢
音
が
ジ
ツ
、
呉
音
が
ニ
チ
。 

旦
は
、
地
平
線
に
太
陽
が
現
わ
れ
た
形
で
、
〝
あ
さ
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
今
で
は
、「
元

旦
」
以
外
に
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
よ
う
で
す
が
、
も
っ
と
使
わ
れ
て
よ
い
字
だ
と
思
い
ま
す
。

旦
夕
（
朝
夕
）。 

早
は
、
旦
と
全
く
同
じ
着
想
の
字
で
、
〝
朝
は
や
い
〟
の
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
十
は
艹
の
略
形

で
ソ
ウ
の
音
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
〝
は
や
い
〟
は
時
期
的
な
早
さ
の
こ
と
で
、
そ
の
反
対
は
「
晩
」

で
す
。「
早
春
」「
晩
春
」。
速
さ
は
、「
速
い
」「
遅
い
」
と
使
い
ま
す
。 

晩
は
、
〝
の
が
れ
る
〟
意
味
の
免 べ

ん

と
日 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
日
が
の
が
れ
去
る
、
と
は
〝
日
が
沈

む
〟
こ
と
で
、「
早
」
に
対
す
る
言
葉
で
す
。
〝
お
そ
い
〟
が
本
義
の
字
で
す
。
時
期
的
に
は
〝
夕
ぐ
れ
〟

を
言
い
ま
す
。
晩
鐘
。
晩
餐
。
晩
年
。 
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旬
は
、
包
（
人
の
勹
の
項
参
照
）
の
勹 ●

と
日 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
十
日
を
一
包
み
に
す
る
〟
と
い
う
意

味
の
字
で
す
。
昔
は
、
十
干
十
二
支
で
日
を
表
わ
し
ま
し
た
。
十
干
は
十
日
で
一
巡
し
ま
す
の
で
、
十
日

を
「
巡
」
と
言
い
、
字
形
を
旬
で
表
わ
し
た
の
で
す
。 

昇
は
、
上

し
ょ
う

の
意
味
の
升

し
ょ
う

と
日 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
〝
日
が
上
る
〟
こ
と
。
昇
天
。
昇
進
。
昇
降
。 

易
は
、

で
、
と
か
げ
の
象
形
。
日
の
光
を
受
け
て
色
が
変
わ
る
の
で
、
〝
か
わ
る
〟
と
い
う
意
味

に
使
わ
れ
ま
す
。
貿
易
。
交
易
。
〝
と
か
げ
〟
は
虫
を
加
え
て
「
蜴
」。 

星
は
、
古
体
は

で
、
星
の
象
形
と
生 せ

い

の
形
声
字
。
今
の
形
か
ら
は
、
〝
太
陽
か
ら
生
ま
れ
た
惑
星
〟

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

映
は
、
英 え

い

の
省
略
さ
れ
た
央 ●

と
日 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
日
の
光
に
照
り
は ●

え ●

て
物
の
姿
が
美
し
く

見
え
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
〝
映 は

え
る
〟
〝
う
つ
る
〟
。 

昨
は
、
阻 そ

と
同
音
の
乍 そ

と
日
と
の
形
声
字
で
、
〝
一
日
へ
だ
て
た
日
〟
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
音
は
乍 さ

く 

  で
す
。
転
じ
て
、「
昨
年
」
と
い
う
よ
う
に
も
使
い
ま
す
。 

是
は
、
正
の
変
形
し
た

疋

と
日
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
太
陽
の
運
行
の
よ
う
に
正
し
い
〟
と

い
う
意
味
の
字
で
、
〝
正
し
い
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
是
認
。
是
非
。
是
正
。 

昼
は
、
晝
が
本
字
。
畫
（

）
と
日
の
会
意
字
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

は
、
太
陽
の
出
て
い
る

時
を
画
し
た
も
の
で
、
〝
ひ
る
〟
を
意
味
し
ま
す
。 

普
は
、
並 へ

い

と
日 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
〝
日
が
何
日
も
並
ぶ
〟
と
い
う
意
味
で
、
〝
平
生
〟
〝
普
段
〟
と

い
う
意
味
を
表
わ
し
た
字
で
す
。「
普
通
（
並
み
）」。
音
は
並 へ

い

が
つ
ま
っ
て
フ
。 

景
は
、
日 ●

と
京 け

い

と
の
会
意
形
声
字
。
京
は
、

で
、
丘
の
上
に
高
く
そ
び
え
る
宮
殿
の
象
形
字
で
す
。

太
陽
を
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
、
〝
高
い
空
に
輝
く
太
陽
〟
と
い
う
よ
う
に
た
た
え
た
の
が
景
の
字
で
す
。

〝
太
陽
〟
が
本
義
で
、
〝
陽
光
〟
、
転
じ
て
〝
あ
り
さ
ま
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
光
景
。
景
色
。 

暁
は
、
〝
高
い
〟
意
味
の
尭

ぎ
ょ
う

と
日
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
日
の
高
く
上
る
〟
夜
明
け
の
意
味
を
表
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わ
し
た
字
で
す
。
〝
あ
か
つ
き
〟
。 

暇
は
、〝
借
り
る
〟
意
味
の
叚か

と
日
と
の
会
意
形
声
字
で
、〝
日
を
借
り
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。

「
休
暇
」
と
は
、
公
事
を
す
べ
き
だ
が
、
借
り
て
私
事
に
使
わ
せ
て
も
ら
う
、
と
い
う
気
持
の
言
葉
で
す
。 

暖
は
、
緩 ●

（
ゆ
る
や
か
）
の
意
味
の
爰 ●

と
日 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
〝
お
だ
や
か
な
日
〟
の
意
味
で
、
〝
あ

た
た
か
い
〟
こ
と
を
表
わ
し
ま
し
た
。 

緩
は
、
爰 か

ん

と
糸 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
爰
は
、
爫 ●

（
手
）
と
于 ●

と
又 ●

（
手
）
の
会
意
字
で
、
両
方
か

ら
物
を
引
っ
張
っ
て
伸
ば
す
意
味
の
部
首
。
〝
糸 ●

を
ゆ
る
め
る
〟
の
が
本
義
で
す
。 

暫
は
、〝
日
を
斬 き

る
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
。日
数
が
少
な
く
な
る
の
で
、〝
わ
ず
か
の
期
間
〟
。

つ
ま
り
〝
し
ば
ら
く
〟
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
暫
時

ざ
ん
じ

。
暫
定
。 

   

 

月
は
、
半
月
の
象
形
で
す
。
ま
ん
丸
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
欠 ●

け ●

て ●

い ●

る ●

時
の
方
が
多
い
。

太
陽
に
比
べ
て
そ
こ
が
特
徴
で
す
。
音
は
欠 け

つ

と
い
う
意
味
で
す
。 

朗
は
、
〝
良
い
月
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
良 ろ

う

。
晴
れ
た
空
に
満
月
で
、

〝
あ
き
ら
か
〟
〝
ほ
が
ら
か
〟
の
意
味
に
用
い
ま
す
。
朗
月
。
明
朗
。
朗
読
。 

期
は
、
其 き

（
箕 み

の
本
字
）
と
月 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
箕
は
米
や
麦
を
ふ
る
っ
て
良
い
物
を
〝
選
別
す
る
〟

道
具
で
す
。
昔
は
、
庶
民
は
こ
よ
み
を
待
た
な
い
の
で
、
月
の
欠
け
具
合
で
、
日
を
知
り
ま
し
た
。
月
は

日
日

ひ
に
ち

を
意
味
し
ま
す
。
期
は
、
〝
会
う
日
日

ひ
に
ち

を
選
定
す
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
約
束
の
日
〟

〝
日
を
決
め
て
会
う
〟
〝
約
束
す
る
〟
〝
決
心
す
る
〟
な
ど
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
期
日
。
期
待
。 

望
は
、

、
朢
、
望
と
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
王
は
、
呈
の
王
で
、

。

は
、
番
兵
が
目
を
見

張
っ
て
遠
く
を
〝
の
ぞ
む
〟
意
味
の
字
。
朢
は
、
〝
月
を
望
む
〟
意
味
の
字
で
、
〝
満
月
〟
の
意
味
も
生

ま
れ
ま
し
た
。
望
は
、
臣
（
目
の
臣
の 

項
参
照
）
の
代
り
に
音
を
表
わ
す
亡 ぼ

う

を
入
れ
た
も
の
で
す
。
〝
の
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ぞ
む
〟
が
本
義
で
、
〝
満
月
〟
は
転
義
。
希
望
。
望
月

ぼ
う
げ
つ

（
も
ち
づ
き
）。 

有
は
、
ナ ●

（
手
）
と
肉 ●

月
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
又 ゆ

う

で
す
。
右
手
に
肉
を
持
つ
形
で
、
〝
も
つ
〟
が

本
義
。
所
有
者
。
転
じ
て
〝
あ
る
〟
。
有
徳
者
。 

服
は
、
令
の
卩 ●

（
第
一
部
参
照
）
と 

又 ●

と
舟 ●

月
の
会
意
字
。
〝
天
子
の
卩
を
手
に
し
て
任
地
へ
向
か

う
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。「
服
従
」
が
本
義
の
字
で
す
。「
南
船
北
馬
」
と
言
っ
て
、
舟
は
交
通
機

関
の
最
も
重
要
な
も
の
で
し
た
。「
服
務
」
か
ら
転
じ
て
「
服
用
」「
服
装
」
の
用
法
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

朝
は
、
𠦝 ●

と
舟 ●

月
と
の
形
声
字
で
、
草
の
間
に
太
陽
が
見
え
る
〝
あ
さ
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
音
は

舟
し
ゅ
う

が
変
化
し
て
チ
ョ
ウ
。
今
の
字
形
か
ら
は
、
〝
月
が
沈
ん
で
、
代
っ
て
日
が
上
る
〟
意
味
に
取
れ
ま

す
。 

   

 

夕
は
、
半
月
が
山
か
ら
半
分
の
ぞ
い
て
い
る
形
の
字
で
す
。
〝
夕
ぐ
れ
〟
を
表
わ
し
た
字

で
す
。
夜
の
初
め
で
す
。
音
は
寂 せ

き

（
し
ず
か
）。 

外
は
、
亀
卜
の
卜 ●

と
欠
け
る
意
味
の
月 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
〝
亀
卜
の
割
れ
目
（
欠
）
〟

は
〝
そ
と
〟
に
表
わ
れ
る
の
で
、
〝
そ
と
〟
の
意
味
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
（
貝
の
貞
を
参

照
）。
音
は
割 が

い

。 

多
は
、
夕
べ
を
重
ね
る
意
味
の
会
意
字
で
す
。
〝
お
お
い
〟
こ
と
。 

夢
は
、
瞢ぼ

う

と
夕 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
漢
音
は
ボ
ウ
、
呉
音
は
ム
。

は
、
目
が
覆
わ
れ
て
全
く
見
え

な
い
意
味
、

は
、
ぼ
ん
や
り
見
え
る
意
味
。
事
実
は
目
で
見
な
い
の
だ
が
、
ぼ
ん
や
り
と
見
て
い
る
よ

う
な
感
じ
の
〝
ゆ
め
〟
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
字
で
す
。 
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雨
は
、
空
か
ら
垂
れ
下
が
っ
た
雲
間
か
ら
水
滴
の
落
ち
る
形
を
象
っ
た
象
形
字
で
す
。
音
は
宇 う

（
そ
ら
）
で
す
。
国
語
の
〝
あ
め
〟
は
天 あ

め

で
あ
る
の
と
同
じ
で
す
。 

雲
は
、
〝
く
も
〟
の
象
形
の
云 う

ん

に
雨 ●

を
加
え
た
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
雨
ぐ
も
〟
が
本
義
。 

需
は
、
あ
ご
に
垂
れ
た
鬚 ひ

げ

の
象
形
で
あ
る
而 ●

と
雨 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
〝
雨
だ
れ
〟
が
本
義
。

転
じ
て
〝
ぬ
れ
る
〟
意
味
が
あ
る
（
襦
を
参
照
）。
〝
も
と
め
る
〟
の
意
味
は
、
同
音
の
須 し

ゅ

（
鬚
の
本
字

で
あ
り
、
而
と
も
同
音
同
義
）
の
仮
借
で
す
。
需
要
。
必
需
。 

霊
は
、
靈
が
本
字
で
す
。
巫
（
み
こ
）
が
神
霊
を
呼
び
降
し
て
、
雨
乞
い
の
祈
禱
を
唱
え
る
、
と
い
う

意
味
の
字
で
、
〝
神
の
み
た
ま
〟
を
表
わ
し
た
字
。
音
は
零 れ

い

（
令
を
参
照
）。 

露
は
、
雨
で
は
な
い
が
、
雨
粒
の
よ
う
に
路
上
に
置
か
れ
る
〝
つ
ゆ
〟
の
こ
と
で
す
。
音
は
路 ろ

。 

霜
は
、
雨 ●

と
相 ●

の
形
声
字
。
相

し
ょ
う

は
冰

ひ
ょ
う

の
意
味
。
少

し
ょ
う

が
秒

び
ょ
う

、
眇

び
ょ
う

と
変
化
し
た
の
と
同
じ
例
。
〝
雨

の
こ
お
っ
た
も
の
〟
の
意
味
で
、
〝
し
も
〟
を
表
わ
し
ま
し
た
。 

  

霧
は
、
雨 ●

と
務 む

の
形
声
字
。
務 む

は
無 む

の
意
味
で
、
有
る
よ
う
で
無
く
、
無
い
よ
う
で
有
る
〝
き
り
〟
を

表
わ
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。「
雷
、
電
、
震
」
は
、
第
二
章
の
辰
の
項
。 

 

示
は
、
祭
段
の
机
の
象
形
で
、
犠
牲
を
載
せ
て
神
に
供
え
る
の
で
、
〝
神
〟
の
意
味
の
部

首
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
音
は
載 さ

い

（si

）
の
意
味
の
シ
。 

「
神
」「
社
」
は
第
二
章
、
辰
の
項
。 

礼
は
、
神
前
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、「
拝
礼
」
し
て
い
る
形
の
字
で
す
。
後
、
音
を 

表
わ
す
豊 れ

い

と

の
形
声
字
、
禮
が
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
は
ま
た
古
い
形
に
も
ど
り
ま
し
た
。 

祈
は
、
礻 ●

と
斤 ●

の
形
声
字
。
斤 き

の
音
は
幾 き

、
覬 き

、
希 き

で
、
〝
の
ぞ
む
〟
こ
と
。
神
に
〝
い
の
る
〟
こ
と

で
す
。 

祉
は
、
礻 ●

と
止 ●

の
会
意
形
声
字
。
〝
神
の
恵
み
が
わ
が
身
に
止
ま
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
さ
い
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わ
い
〟
。「
福
祉
」。 

祝
は
、
神
官
が
神
に
祈
り
を
告
げ
る
意
味
の
兄 ●

と
礻 ●

と
の
会
意
字
。
〝
神
官
〟
〝
祝
詞
（
の
り
と
）
〟

〝
い
わ
う
〟
な
ど
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。 

祥
は
、
礻 ●

と
羊 ●

と
の
形
声
字
。
羊 よ

う

の
音
は
変
化
し
て
詳

し
ょ
う

。
羊
を
犠
牲
と
し
て
神
前
に
供
え
、
〝
さ
ち
〟

を
受
け
る
こ
と
。
さ
い
わ
い
。
吉
祥
。
瑞
祥
。 

禍
は
、
過
失
の
意
味
の
咼 か

と
礻 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
人
間
の
過
失
に
対
し
て
神
の
下
す
罰
〟
と
い

う
意
味
の
字
で
す
。
〝
神
の
と
が
め
〟
〝
わ
ざ
わ
い
〟
。 

祭
は
、
肉
の
意
味
の
⺼ ●

と
又
（
手
）
と
示
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
肉
を
神
前
に
捧
げ
て
、
〝
ま
つ
る
〟

こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
音
は
示 さ

い

（si

）。 

禁
は
、
林 ●

と
示 ●

と
の
形
声
字
。
音
は
林 り

ん

が
変
化
し
て
キ
ン
。
こ
の
音
は
忌 き

を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
〝
神
〟

を
祭
る
時
の
〝
い
み
ご
と
〟
が
本
義
で
、
〝
避
け
る
〟
〝
や
め
る
〟
と
い
う
意
味
に
使
い
ま
す
。 

 

 

火
は
、
火
の
燃
え
て
い
る
形
を
表
わ
し
た
も
の
で
、
脚
と
な
っ
た
と
き
に
は
「
灬
」
と
な
り

ま
す
。 

灰
は
、

が
本
字
。
手
の
意
味
の

と
火 ●

と
の
会
意
字
で
、
上
か
ら
手
で
お
さ
え
ら
れ
る
こ

と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
火
の
燃
え
尽
き
て
〝
は
い
〟
と
な
っ
た
状
態
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

災
は
、わ
ざ
わ
い
の
意
味
を
表
わ
す

の
略
字
の
巛 さ

い

と
火
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
火
の
わ
ざ
わ
い
〟

と
い
う
意
味
の
字
。

は
、
川
の
流
れ
の
ふ
さ
が
っ
た
形
で
、
〝
氾
濫
の
わ
ざ
わ
い
〟
を
表
わ
し
た
部

首
で
す
。
音
は
塞 さ

い

（
ふ
さ
が
る
）
で
す
。 

炉
は
、
爐
の
新
字
体
で
す
。
家
（
戸
）
の
中
で
火
を
燃
す
所
と
い
う
意
味
の
会
意
字
で
す
。
音
は
盧 ろ

。 

炭
は
、
山
の
崖
の
意
味
の
屵か

ん

と
火
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
す
み
〟
は
、
山
の
中
腹
で
、
焼
い
て
作

る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

烈
は
、は
げ
し
い
意
味
の
列 れ

つ

と
灬
と
の
会
意
形
声
字
で
〝
火
勢
の
は
げ
し
い
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
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烈
火
。
転
じ
て
烈
日
。
烈
風
。 

焦
は
、
〝
鳥
（
隹
）
を
焼
く
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
字
で
す
。
〝
こ
げ
る
〟
意
味
に
使
い
ま
す
が
、
音

は
「
焼

し
ょ
う

」
で
す
。 

煩
は
、
頭
の
意
味
の
頁 ●

と
火 ●

と
の
会
意
字
で
、
〝
わ
ず
ら
わ
し
い
〟
こ
と
が
あ
っ
て
〝
頭
が
か
っ
か
と

す
る
〟
、
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
音
は
、
繁
雑
の
「
繁 は

ん

」
で
す
。
煩
雑
（
繁
雑
）。 

焼
は
、
燒
が
本
字
。
堯 ●

（
日
の
暁
参
照
）
と
火
と
の
会
意
形
声
字
。
〝
火
が
高
く
燃
え
上
が
る
〟
こ
と
。

〝
や
く
〟
こ
と
。
音
は
堯

ぎ
ょ
う

が
な
ま
っ
て
シ
ョ
ウ
。 

熱
は
、
勢
の
意
味
の
埶 ●

と
灬 ●

と
の
会
意
字
。
火
が
勢
い
よ
く
燃
え
る
、
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
あ
つ

い
〟
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。 

燈
は
、
高
き
に
登
る
意
味
の
登 と

う

と
火 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
高
い
所
か
ら
照
ら
す
た
め
の
〝
と
も
し
火
〟

の
こ
と
で
す
。 

  

爆
は
、
〝
は
げ
し
い
〟
意
味
の
暴 ぼ

う

と
火 ●

の
会
意
形
声
字
。
〝
は
げ
し
く
燃
え
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で

す
。
音
は
、
慣
用
音
で
バ
ク
。
爆
発
。
爆
破
。「
火
薬
」
の
意
味
に
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

水
は
、
川
の
水
の
流
れ
る
形
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
扁
の
氵
は
、
そ
の
省
略
し

た
形
で
す
。
脚
の
場
合
は
氺
と
な
り
ま
す
。
音
は
ス
イ
。 

永
は
、

で
、
川
の
分
流
す
る
所
を
表
わ
し
た
字
。
支
流
を
持
っ
た
〝
長
流
〟
の

意
味
の
字
で
、
〝
な
が
い
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
ま
し
た
（
脈
の
項
参
照
）。 

汁
は
、
氵 ●

と
十

じ
ゅ
う

と
の
形
声
字
。
ジ
ュ
ー
ス
も
汁
の
仲
間
で
し
ょ
う
。
胆
汁
。
果
汁
。
墨
汁
。 

汽
は
、
蒸
気
の
立
ち
上
る
象
形
の

气 き

と
氵
と
の
会
意
字
で
、
〝
水
蒸
気
〟
の
こ
と
。 

決
は
、
缼
け
る
意
味
の
夬 け

つ

と
氵
と
の
会
意
形
声
字
で
す 

。
下
流
の
氾
濫
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
〝
上

流
の
堤
を
切
る
（
決
壊
）
〟
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
大
変
に
判
断
の
む
ず
か
し
い
こ
と
な
の
で
、「
決
心
」
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「
決
断
」
を
必
要
と
す
る
の
で
す
。 

沈
は
、
人
が
家
に
こ
も
っ
て
〝
し
ず
ん
で
い
る
〟
意
味
の
冘 ち

ん

（

）
と
氵
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
水

に
し
ず
む
〟
こ
と
。
頭
の
下
に
沈
む
木
が
「
枕
」
で
す
。 

油
は
、
由 ゆ

う

と
い
う
川
の
名
で
す
。
こ
の
流
れ
は
と
ろ
り
と
し
て
、
波
一
つ
立
た
な
い
の
で
、
〝
と
ろ
り

と
し
た
液
体
〟
〝
あ
ぶ
ら
〟
を
表
わ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

沸
は
、
フ
ツ
フ
ツ
と
わ
き
立
つ
音
を
表
わ
す
弗
と
氵
と
の
形
声
字
。
沸
騰
。
煮
沸
。 

治
は
、
台 ●

（ti

）
と
氵
と
の
形
声
字
。
台 ち

は
致 ち

で
、
〝
ほ
ど
よ
く
し
〟
〝
整
え
る
〟
意
味
。
中
国
で
は

洪
水
が
多
く
「
治
水
」
が
国
を
〝
お
さ
め
る
〟
こ
と
で
し
た
。 

法
は
、
水
の
低
き
に
つ
い
て
流
れ
去
る
よ
う
に
、
無
理
の
な
い
〝
正
し
い
生
活
の
よ
り
ど
こ
ろ
〟
を
表

わ
し
た
字
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
本
字
は
灋
で
、
薦
（
薦
の
項
参
照
）
と
氵
と
去
と
の
会
意
形
声
字

で
す
。
薦
は
君
主
の
刑
罰
が
正
し
く
行
な
わ
れ
て
い
る
時
に
、朝
廷
に
生
ま
れ
る
と
言
わ
れ
る
神
獣
で
す
。 

  こ
の
神
獣
と
水
の
自
然
の
理
法
に
適
っ
た
姿
と
で
、
〝
お
き
て
〟
の
あ
る
べ
き
姿
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

音
は
去
が
変
化
し
て
ホ
ウ
に
な
り
ま
し
た
。 

波
は
、
表
面
の
意
味
の
皮 ●

と
氵 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
〝
水
面
に
生
ず
る
な
み
〟
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

音
は
皮 ひ

が
変
化
し
て
ハ
。 

泳
は
、〝
水 ●

中
に
永 ●

く
い
る
〟
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
す
。音
は
永 え

い

。〝
お
よ
ぐ
〟
こ
と
で
す
。 

泣
は
、
人
の
立
っ
て
い
る
形
の
立 ●

と
氵 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
目
か
ら
水
を
出
す
の
は
〝
な
く
〟
こ
と
で

す
。
音
は
立

り
ゅ
う

が
変
化
し
て
キ
ュ
ウ
。 

温
は
、
溫
が
本
字
。
囚
人
に
食
べ
物
を
与
え
る
こ
と
で
、
心
の
あ
た
た
か
い
こ
と
を
表
わ
す
𥁕
と
氵 ●

と

の
会
意
形
声
字
。
〝
あ
た
た
か
い
水
〟
〝
水
を
あ
た
た
め
る
〟
が
本
義
。 

渡
は
、
〝
は
か
る
〟
意
味
の
度 と

と
氵 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
水
の
深
さ
を
よ
く
は
か
っ
て
か
ら
〝
わ

た
る
〟
の
で
す
。 
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渉
は
、
水
中
を
歩 ●

い ●

て ●

〝
わ
た
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
渡
渉

と
し
ょ
う

。 
測
は
、
き
ま
り
の
意
味
の
則 そ

く

と
氵
と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
長
さ
の
き
ま
り
で
あ
る
物
指
し
で
、
水
の

深
さ
を
〝
は
か
る
〟
こ
と
で
す
。
測
定
。
測
量
。 

源
は
、
原
が
本
字
で
す
。
厂 が

け

と
泉

い
ず
み

と
の
会
意
形
声
宇
で
、
水
の
湧
き
出
る
〝
水
源
〟
が
本
義
の
字
で

す
。
転
じ
て
、
崖
の
上
の
平
ら
な
所
を
「
原
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
氵
を
加
え
て
「
源
」
を
作

り
ま
し
た
。
高
く
て
平
ら
な
所
は
原
（
高
原
）、
低
く
て
平
ら
な
所
は
野
（
平
野
）
で
す
。「
原
野

げ
ん
や

（
野
原

の
は
ら

）」

は
両
者
を
含
め
て 

言
っ
た
も
の
で
す
。 

 

冫
は
、
氷
に
見
え
る
〝
す
じ
め
〟
の
形
で
、
〝
こ
お
り
〟
の
意
味
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

〝
氷
〟
が
本
義
で
、
〝
寒
い
〟
意
味
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。 

冰
は
、
冫

ひ
ょ
う

と
水
と
の
会
意
形
声
字
。
〝
水
が
こ
お
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
〝
氷
〟
の
本 

  字
。 氷

は
、
冰
の
略
字
。
水
と
ヽ
の
指
事
字
で
、
水
の
固
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
す
。 

凍
は
、
冫
と
東 と

う

と
の
形
声
字
で
、
〝
こ
お
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
。
音
の
東 と

う

は
冬 と

う

。
凍
死 し

。
凍
結 け

つ

。 

凝
は
、
冫
と
疑 ぎ

と
の
形
声
字
で
、
氷
の
〝
か
た
ま
る
〟
意
味
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
音
は
疑
が
の
び
て

ぎ
ょ
う
。
凝
固 こ

。
凝
結 け

つ

。
凝
視 し

（
じ
っ
と
見
つ
め
る
）。 

冬
は
、
古
い
形
は

。

は
、
家
の
周
囲
を
閉
じ
た
形
で
、
氷
と
合
わ
せ
て
〝
さ
む
い
冬
〟
を
表
わ

し
て
い
ま
す
。
音
は
終

し
ゅ
う

が
な
ま
っ
て
ト
ウ
。 

寒
は
、
古
い
形
は

。
家
の
中
を
枯
草
で
囲
い
、
そ
の
中
に
人
が
い
る
形
に
氷
を
加
え
て
、
〝
さ
む

い
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。 
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土
は
、草
木
の
芽
が
地
上
に
出
始
め
た
形

を
象
っ
た
も
の
で
、〝
つ
ち
〟
を
表
わ
し
て

い
ま
す
。音
は
地
上
に
物
を
吐
き
出
す
意
味

の
吐 と

。 

在
は
、

で
、
才 さ

い

と
土
と
の
会
意
形
声
字
。
才
は
、

草
木
の
芽
が
わ
ず
か
に
地
上
に
出
た
形
で
、
〝
わ
ず
か

だ
が
確
か
に
あ
る
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
て
い
ま

す
。
音
は
才 さ

い

。 
地
は
、
〝
へ
び
〟
の
本
字
の
也
と
土
と
の
会
意
形
声

字
。
へ
び
の
よ
う
に
う
ね
っ
て
い
る
大
地
、
と
い
う
意

味
の
字
で
す
。
音
は
蛇 ジ

ャ

が
短
か
く
発
音
さ
れ
て
ジ
。 

  

池
は
、
城
壁
の
周
囲
を
蛇
の
よ
う
に
と
り
巻
い
て
い

る
川
の
こ
と
で
す
。「
他
」
は
〝
蛇
の
よ
う
な
い
や
な

人
〟
が
本
義
で
、
〝
あ
い
つ
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
す
。

転
じ
て
〝
よ
そ
の
人
〟
。 

坪
は
、
家
を
建
て
る
た
め
に
〝
平
ら
に
な
ら
し
た
土

地
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
転
じ
て
、
土
地
や
建
物
の

広
さ
を
表
わ
す
単
位
に
な
り
ま
し
た
。
音
は
平 へ

い

。 

城
は
、
土 ●

を
盛 ●

り
上
げ
て
作
っ
た
「
城
壁
」
が
本
義

の
会
意
形
声
字
で
す
。
音
は
成
（
漢
音
は
セ
イ
、
呉
音

は
ジ
ョ
ウ
）。
傾
城

け
い
せ
い

。
落

城

ら
く
じ
ょ
う

。 

堀
は
、
屈 く

つ

と
土 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
掘
は
、
体
を
屈 ●
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曲
さ
せ
て
手 ●

を
使
う
、
と
い
う
意
味
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
ほ
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
。
土
を
掘
り
起

こ
し
て 
作
っ
た
溝
が
堀
で
す
。 

境
は
、
竟

き
ょ
う

と
土
と
の
会
意
形
声
字
。
竟
は
、
章 ●

と
儿
（
人
）
の
会
意
形
声
字
。
章
は
、
基
本
数
の
最

後
で
あ
る
十 ●

と
音 ●

と
で
、
〝
音
楽
が
完
結
す
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
楽
章
。
人
が
音
楽
を
〝
奏

し
終
え
る
〟
の
が
竟
の
本
義
。
〝
終
り
〟
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
ま
す
。
畢
竟

ひ
っ
き
ょ
う

（
と
ど
の
つ
ま
り
）。

〝
土
地
の
終
わ
る
所
〟
が
境
で
す
。
鏡
は
、
実
体
と
映
像
と
の
境
さ
か
い
の
金
属
と
い
う
意
味
で
す
。 

 

金
は
、
土
の
間
に
混
入
し
て
い
る
金
属
の
塊
を
表
わ
す
■
と
今 き

ん

と
の
形
声
字
で
、
〝
金
属
〟

の
意
味
を
表
わ
し
た
字
で
す
。 

針
は
、
十
が
本
字
。
十
は
針
に
糸
を
通
し
た
象
形
で
す
。
十 し

ん

の
音
が
数
字
の
十

じ
ゅ
う

（
八
十
寺

は
っ
し
ん
じ

の

例
で
分
か
る
よ
う
に
十

じ
ゅ
う

は
十 し

ん

と
読
む
）
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
字
は
専
ら
数
字
と
し
て
使 

  わ
れ
、
そ
の
た
め
金
を
加
え
て
作
っ
た
字
で
す
。 

釘
は
、
丁
が
本
字
。

が
釘
の
象
形
で
す
。
針
と
同
じ
よ
う
に
、
本
字
が
別
の
意
味
に
仮
借
と
し
て
用

い
ら
れ
た
た
め
に
、
金
を
加
え
ま
し
た
。 

鉱
は
、
金
と
広
と
の
会
意
形
声
字
。
鉱
石
を
掘
り
出
す
坑
内
の
広 ひ

ろ

く
が
ら
ん
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

〝
坑
内
〟
を
鉱
と
言
っ
た
も
の
で
す
。
〝
鉱
山
〟
が
本
義
に
近
い
用
法
で
す
。
今
は
鉱
山
か
ら
掘
り
出
さ

れ
た
〝
金
属
を
含
ん
だ
石
〟
の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。 

錯
は
、
借
り
る
意
味
の
昔 ●

と
金 ●

と
の
形
声
字
。
一
つ
の
金
属
の
上
に
、
他
の
金
属
を
〝
借
り
〟
て
か
ぶ

せ
る
、
と
い
う
意
味
で
、
〝
め
っ
き
〟
の
こ
と
。
二
つ
の
金
属
が
ま
じ
る
と
い
う
の
で
、
転
じ
て
〝
い
り

ま
じ
る
〟
〝
ま
じ
わ
る
〟
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
音
は
、
昔 せ

き

が
変
化
し
て
サ
ク
。
交
錯
。
錯
覚
。 

錠
は
、
扉
が
開
か
な
い
よ
う
に
、
固
定 ●

さ
せ
る
た
め
の
〝
金
具

か
な
ぐ

〟
を
表
わ
し
た
会
意
形
声
字
で
す
。
こ

れ
は
、
わ
が
国
で
作
り
出
し
た
用
法
で
す
。 
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錦
は
、
〝
金 ●

糸
銀
糸
を
織
り
込
ん
だ
帛 ●

〟
の
こ
と
で
、
金 ●

と
帛 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
に
し
き
〟
。

「
錦

に
し
き

を
衣 き

て
故
郷
に
還
る
」「
錦
を
衣
て
夜
行
く
」「
錦
上
に
花
を
添 そ

う
」「
錦
を
衣
て
絅 け

い

を
尚 く

わ

う
」 

 
石
は
、
口
が
石
の
象
形
。
こ
れ
で
は
口 く

ち

と
同
じ
に
な
る
の
で
厂 が

け

の
部
首
を
加
え
ま
し
た
。
会

意
字
で
す
。
音
は
積 せ

き

、
碩 せ

き

で
す
。
言
葉
の
意
味
は
、
〝
ご
ろ
ご
ろ
と
積
み
重
な
っ
て
い
る
も
の
〟

と
い
う
こ
と
で
す
。 

碑
は
、
石 ●

と
、
牌 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
牌 は

い

（h
i

）
は
低
い
意
味
の
卑 ひ

と
、
木
の
切
れ
の
意
味

の
片
と
の
会
意
形
声
字
で
、
〝
低
い
所
に
掲
げ
ら
れ
た
小
さ
な
掲
示
板
〟
が
本
義
の
字
。
位
牌
。
骨
牌
。

碑
は
、
そ
れ
が
石
で
で
き
た
も
の
、
〝
い
し
ぶ
み
〟
。
石
碑
。
墓
碑
。 

礎
は
、
石 ●

と
楚 ●

の
形
声
字
。
楚
（
漢
音
は
シ
ョ
）
は
初
と
同
音
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
意
味
を
借
り
て
、

家
を
建
て
る
時
の
「
初
め
の
石
」、
〝
土
台
石
（
い
し
ず
え
）
〟
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。「
基
」
は
、
土 

  合
の
土
を
堅
め
る
こ
と
。
そ
の
上
に
置
く
石
が
「
礎
」
で
す
。
基
も
礎
も
、
共
に
し
っ
か
り
と
し
な
い
と
、

建
物
が
し
っ
か
り
し
ま
せ
ん
の
で
「
基
礎
」
と
い
う
熟
語
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

磁
は
、
石 ●

と
玆じ

と
の
会
意
形
声
字
。
玆
は
、
草
の
〝
ま
す
ま
す
茂
る
〟
意
味
の
部
首
。
鉄
を
吸
い
つ
け

る
鉱
石
を
、
ふ
え
る
意
味
の
玆じ

と
石
と
で
表
わ
し
た
も
の 

で
す
。 

滋
は
、草
が
水
を
得
て
、ま
す
ま
す
〝
し
げ
る
〟
意
味
の
会
意
形
声
字
で
す
。人
の
名
で
は
〝
し
げ
る
〟
。

「
滋
養
」「
滋
味
」
〝
う
る
お
う
〟
意
味
に
も
使
い
ま
す
。 

慈
は
、
植
物
を
育
て
る
〝
や
さ
し
い
心
〟
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
い
つ
く
し
む
こ
と
。
慈
愛
。
慈
悲
。

慈
善
。 
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山
は
、
山
の
象
形
で
す
。
音
は
サ
ン
。
呉
音
は
セ
ン
。
金
剛
山

こ
ん
ご
う
せ
ん

。
大
山

だ
い
せ
ん

。 

峠
は
、
山
を
上
り
つ
め
て
下
る
所
、
〝
と
う
げ
〟
を
表
わ
し
た
会
意
字
で
す
。
わ
が
国
で
作

っ
た
漢
字
で
す
か
ら
、
音
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

岐
は
、
〝
山
の
尾
根
の
分
か
れ
る
所
〟
を
表
わ
し
た
字
で
、
〝
分
か
れ
る
〟
こ
と
。 

支 し

（
支

の
項
参
照
）
と
山
の
会
意
形
声
字
。
音
は
支 し

が
変
化
し
て
キ
。 

峡
は
、
山
と

き
ょ
う

と
の
会
意
形
声
字
。

き
ょ
う

は
、
夾
で
、
人
が
両
わ
き
に
子
供
を
か
か
え
た
形
で
、

〝
は
さ
む
〟
こ
と
。
〝
山
と
山
に
は
さ
ま
れ
た
所
〟
が
峡
で
す
。 

挾
は
、
〝
手
で
は ●

さ ●

む ●

〟
こ
と
。「
鋏
」
は
、
金
属
で
作
っ
た
〝
は
さ
み
〟
（
わ
が
国
だ
け
の
使
い
方
）。

「
頬
」
は
、
左
右
か
ら
顔
面
を
は
さ
ん
で
い
る
〝
ほ
お
（
ほ
ほ
）
〟
。「
莢
」
は
、
豆
を
は
さ
ん
で
い
る

〝
豆
が
ら
〟
。
弱
い
人
を
助
け
か
か
え
て
や
る
人
が
「
侠
（
客
）」
で
す
。 

岳
は
、
丘
（
お
か
）
と
山
の
会
意
字
。
丘
は

で
、
横
に
広
く
て
、
上
の
方
が
聳
え
て
い
な
い
形
の
〝
小 

  山
〟
で
す
。
岳
は
、
丘
の
形
の
大
き
い
山
を
言
い
ま
す
。
音
は
獄 が

く

。
嶽
は
岳
と
同
音
同
義
の
字
。 

崇
は
、
山 ●

と
宗 ●

と
の
会
意
形
声
字
。
宗
（
宀
の
宗
の 

項
参
照
）
は
本
家
で
す
か
ら
、
〝
本
家
の
山
〟

〝
一
番
高
い
山
〟
の
こ
と
で
、
転
じ
て
〝
気
高
い
〟
と
い
う
意
味
に
使
い
ま
す
。
崇
高
。
崇
拝
。 

島
は
、
鳥 ●

と
山 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
、
音
は
鳥

ち
ょ
う

の
変
化
し
た
ト
ウ
。
海
中
、
鳥
の
住
む
所
の
〝
し
ま
〟

を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。「
嶋
」
と
も
書
き
ま
す
。 

 

田
は
、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
〝
た
〟
の
象
形
で
す
。
中
国
で
は
〝
だ
〟
も
〝
は
た
け
〟
も

田
で
表
わ
し
て
い
ま
す
。
わ
が
国
で
は
、
田
は
「
水
田

す
い
で
ん

」
で
、
稲
を
作
る
所
。 

他
の
作
物
を

作
る
〝
は
た
け
〟
は
「
畑
」「
畠
」
と
い
う
字
を
作
っ
て
、
こ
れ
を
表
わ
し
ま
し
た
。 

画
は
、

で
、
田
の
境
界
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
意
味
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
区
切
る
〟

こ
と
。
区
画

く
か
く

。
計
画

け
い
か
く

。
転
じ
て
、
〝
絵
〟
名
画

め
い
が

。 
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留
は
、
卯

り
ゅ
う

と
田
の
形
声
字
で
、
〝
田
ん
ぼ
に
止
ま
っ
て
見
張
り
す
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
。
今
は
、

〝
と
ど
ま
る
〟
意
味
に
用
い
ま
す
。
留
学
。
留
任
。 

畔
は
〝
田
を
両
方
に
分
か
つ
、
ま
ん
中
の
道
〟
を
表
わ
し
た
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
あ
ぜ
道
〟
。
転
じ

て
「
湖
畔
」「
河
畔
」（
ほ
と
り
）。 

界
は
、
分
け
る
意
味
の
介 か

い

と
田
と
の
会
意
形
声
字
で
〝
田
を
分
け
る
さ
か
い
〟
の
こ
と
で
す
。 

 

邑
は
、
古
い
形
が

で
、
囲
み
を
表
わ
す
口 ●

と
人 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
中
国
で
は
、
聚

落
の
大
小
を
問
わ
ず
、
そ
の
周
囲
に
城
壁
を
築
い
て
、
野
盗
の
襲
撃
か
ら
守
り
ま
し
た
。

口
は
そ
の
城
壁
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
部
首
と
し
て
は
、
邑 ●

が
省
略
さ
れ
て
阝 ●

に
な
り

ま
し
た
。
〝
村
落
〟
か
ら
、
〝
都
市
〟
〝
州
国
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
旁
に
使
わ
れ

て
「
大
里
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

  

邦
は
、
阝 ●

と
ほ
う

と
の
形
声
字
で
、
〝
く
に
〟
の
意
味
の
字
で
す
。
小
さ
い
の
を
国
、
大
き
い
の
を
邦

と
し
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
同
じ
よ
う
に
使
い
ま
す
。
友
邦
。
連
邦
。 

郊
は
、
〝
邑
と
邑
と
の
交
わ
る
所
〟
と
い
う
意
味
の
字
で
、
一
つ
の
邑
を
出
は
ず
れ
て
、
次
の
邑
に
近

い
所
を
表
わ
し
た
字
で
す
。
〝
町
は
ず
れ
〟
近
郊
。 

郡
は
、
〝
邑
の
群
〟
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
統
一
す
る
〝
君
主
の
い
る
邑
〟
で
も
あ
り
ま
す
。
阝 ●

と
君 ●

ま
た
は
群 ●

と
の
会
意
形
声
字
で
す
。
〝
多
く
の
邑
の
集
合
体
〟
。
秦
の
始
皇
帝
は
、
全
国
を
い
く
つ
か
の

郡
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
王
を
派
遣
し
て
治
め
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
郡
県
制
度
の
始
ま
り
で
す
。 

郷
は
、

（

）
と
皀

き
ょ
う

と
の
形
声
字
で
す
。
普
通
の
邑
を
二
つ
ほ
ど
合
わ 

せ
た
ほ
ど
“
大
き
い
邑
”

と
い
う
意
味
の
字
で
す
。
自
分
の
住
む
邑
を
中
心
と
し
て 

付
近
の
邑
を
含
め
た
地
域
を
さ
す
名
称
で
す
。

近
郷

き
ん
ご
う

。
故
郷

こ
き
ょ
う

。 

部
は
、
解
剖
の
意
味
の
咅 ●

と
阝 ●

と
の
会
意
字
で
す
。
邑
を
い
く
つ
か
に
〝
切
り
分
け
〟
て
、
そ
の
分
か
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れ
た
小
さ
な
聚
落
が
〝
部
〟
で
す
。
部
落
。
転
じ
て
、
〝
区
分
け
〟
の
意
味
に
使
わ
れ
、「
野
球
部
、
卓

球
部
」「
総
務
部
、
渉
外
部
」
な
ど
と
使
い
ま
す
。 

郵
は
、辺
境
の
意
味
の
垂 ●

と
阝 ●

と
の
会
意
字
で
〝
辺
境
の
宿
場
町
〟
が
本
義
の
字
で
す
。転
じ
て
、〝
宿

駅
〟
は
伝
達
を
取
り
次
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
〝
文
書
を
運
ぶ
〟
意
味
に
な
り
ま
し
た
。
郵
送
。
郵
便
。 

 

阜
は
、

で
、
崖
の
地
層
の
様
子
を
象
っ
た
字
で
す
。
阝
（

）
は
そ
の
省
略
し
た

形
で
、
山
の
け
わ
し
い
斜
面
、
〝
が
け
〟
の
意
味
の
部
首
で
す
。「
大
里
」
と
は
形
は
全
く

同
じ
で
す
が
、
そ
の
も
と
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
意
味
が
違
い
ま
す
か
ら
、
注
意
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

防
は
、
四
方 ●

に
人
工
の
崖 ●

、
つ
ま
り
城
壁
を
築
い
て
敵
を
〝
ふ
せ
ぐ
〟
こ
と
で
す
。
阝 ●

と
方 ほ

う

と
の
会
意

形
声
字
で
す
。
中
国
の
都
市
の
構
造
を
よ
く
表
わ
し
た
字
で
す
。 

  

院
は
、
“
完 ●

全
な
防 ●

壁
〟
を
め
ぐ
ら
し
た
建
物
の
こ
と
で
す
。
今
で
は
、
〝
大
き
な
建
物
〟
〝
り
っ
ぱ

な
建
物
〟
と
い
う
意
味
に
使
い
ま
す
。
病
院
。
学
院
。 

陣
は
、
軍
（
車
の
軍
項
）
帥
（
巾
の
帥
お
よ
び
師
）
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
軍
隊
は
兵
車 ●

を
中
心
に
し
、

小
高
い
丘
に
〝
じ
ん
〟
を
立
て
ま
し
た
。
阝
と
車
の
会
意
字
で
す
。
〝
軍
隊
の
そ
な
え
〟
。 

陥
は
、

で
、
崖
の
わ
き
に
あ
る
、
落
と
し
穴
に
人
が
お
ち
い
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
た
会
意
字
で
す
。

〝
お
ち
い
る
〟
こ
と
。
陥
落
。
陥
没
。 

陰
は
、
阝
と
侌き

ん

と
の
会
意
形
声
字
。
侌
は
、
今 き

ん

と
云
（
雲
の
本
字
、
雨
の
雲
の
項
参
照
）
と
の
形
声

字
で
、
〝
曇
っ
て
日
光
が
よ
く
さ
さ
な
い
〟
意
味
の
字
。
陰
は
、
〝
日
当
た
り
悪
い
北
向
き
の
崖
〟
が
本

義
の
字
で
す
（
第
一
章
易
の
陽
を
参
照
）。
山
の
北
側
が
山
陰
、
川
で
は
反
対
に
南
側
が
陰
で
す
。
中
国

の
古
い
都
の
洛
陽
は
洛
水
と
い
う
川
の
北
側
に
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
の
で
す
。 

階
は
、
阝 ●

と
皆 ●

と
の
形
声
字
で
す
。
皆
の
比
（
人
体
の
比
の
項
参
照
）
は
人
の
並
ぶ
形
な
の
で
、
同
じ
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も
の
が
続
く
意
味
が
あ
り
ま
す
。
階
は
、
登
る
た
め
に
〝
崖
に
つ
け
ら
れ
た
階
段
〟
が
本
義
で
、
堂
に
上

る
段
を
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
転
じ
て
、「
階
級
」
と
い
う
使
い
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

陛
は
、
阝 ●

と
坒へ

い

と
の
会
意
形
声
字
。
坒
は
、
土 ●

の
段
段
を
並
べ
て
積
む
意
味
の
字
で
す
。
天
子
が
天
を

祭
る
た
め
、
郊
外
に
祭
壇
を
作
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
登
る
段
が
土
の
段
、
つ
ま
り
陛
な
の
で
す
。
天
子
を

「
陛
下
」
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
す
。 

隣
は
、
鄰 り

ん

が
本
字
。
粦
と
邑
と
の
形
声
字
で
〝
と
な
り
村
〟
が
本
義
の
字
。
邑
の
意
味
が
失
わ
れ
た
た

め
か
、
こ
れ
だ
け
が
小
里
扁
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
崖
に
関
係
の
あ
る
字
と
誤
ら
れ
ま

す
の
で
、
や
は
り
、
も
と
の
字
に
改
め
た
い
も
の
で
す
。 


